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第 1 章  序 論  
第 1 節  研 究 の 必 要 性  
1 .  過 体 重 ・ 肥 満 と 慢 性 疾 患 の 関 連  
過 体 重 や 肥 満 が 高 血 圧 や 糖 代 謝 異 常 ， 脂 質 代 謝 異 常 ， 冠 動 脈 疾 患 を 引
き 起 こ す こ と は 多 く の 先 行 研 究 に よ っ て 明 ら か に さ れ て い る （ H u ,  2 0 0 8 ;  
T s u j i m o t o  e t  a l . ,  2 0 1 2 ）． 多 く の 国 民 に と っ て 末 永 く 健 康 を 維 持 し ， 良 好
な 生 活 を 送 る た め に は ， 過 体 重 や 肥 満 を 改 善 す る こ と が 必 要 で あ る ． 肥
満 や メ タ ボ リ ッ ク シ ン ド ロ ー ム は ， 望 ま し い 食 習 慣 の 継 続 や 運 動 の 実 践
を は じ め と し た 生 活 習 慣 の 確 立 に よ り 予 防 す る こ と が 可 能 と な る ． し た
が っ て ， 肥 満 な ら 減 量 し ， 適 正 体 重 を 維 持 す る こ と の 重 要 性 は 明 ら か で
あ る ．  
日 本 肥 満 学 会 （ 2 0 1 6 ） は ， 肥 満 度 （ 肥 痩 度 ） を 示 す 指 標 と し て 体 格 指
数（ b o d y  m a s s  i n d e x :  B M I ）を 使 用 し ，1 8 . 5  k g / m 2 未 満 を 低 体 重 ，1 8 . 5  k g / m 2
以 上 2 5 . 0  k g / m 2 未 満 を 普 通 体 重 ， 2 5 . 0  k g / m 2 以 上 3 0 . 0  k g /  m 2 未 満 を 肥 満
（ 1 度 ）， 3 0 . 0  k g / m 2 以 上 3 5 . 0  k g / m 2 を 肥 満 （ 2 度 ）， 3 5 . 0  k g / m 2 以 上 4 0 . 0  
k g / m 2 未 満 を 肥 満 （ 3 度 ）， 4 0  k g / m 2 以 上 を 肥 満 （ 4 度 ） と 定 義 し て い る ．
な か で も ， 日 本 人 成 人 に お い て 最 も 慢 性 疾 患 の 罹 患 リ ス ク が 小 さ い の は
B M I が 2 2 . 0  k g /  m 2 と さ れ て い る （ 日 本 肥 満 学 会 ,  2 0 1 6 ）．  
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メ タ ボ リ ッ ク シ ン ド ロ ー ム は ， 内 臓 脂 肪 面 積 が 1 0 0  c m 2 以 上 に 加 え ，
① 血 圧 高 値 （ 収 縮 期 血 圧 ： 1 3 0  m m H g 以 上 ， 拡 張 期 血 圧 ： 8 5  m m H g 以 上
の い ず れ か ，ま た は 両 方 に 該 当 ），② 血 清 脂 質 異 常［ 中 性 脂 肪（ t r i g l y c e r i d e :  
T G ） 値 ： 1 5 0  m g / d L 以 上 ， 高 比 重 リ ポ 蛋 白 コ レ ス テ ロ ー ル （ h i g h - d e n s i t y  
l i p o p r o t e i n  c h o l e s t e r o l :  H D L C ） 濃 度 ： 4 0  m g / d L 未 満 の い ず れ か ， ま た は
両 方 に 該 当 ］， ③ 血 糖 高 値 ［ 空 腹 時 血 糖 （ f a s t i n g  p l a s m a  g l u c o s e :  F P G ）：
1 1 0  m g / d L 以 上 ］ の い ず れ か 2 項 目 以 上 を 有 す る 状 態 と 定 義 さ れ て い る
（ メ タ ボ リ ッ ク シ ン ド ロ ー ム 診 断 基 準 委 員 会 ,  2 0 0 5 ）． た だ し ， 内 臓 脂 肪
面 積（ v i s c e r a l  f a t  a r e a：V F A ）は 腹 部 コ ン ピ ュ ー タ 断 層 撮 影 検 査（ c o m p u t e d  
t o m o g r a p h y :  C T ） で の 画 像 分 析 に よ っ て し か 算 出 で き な い た め ， 一 般 的
で な い ． 一 般 （ 特 定 健 康 診 査 （ 厚 生 労 働 省 ,  2 0 1 3 ） な ど ） に は ， 腹 囲 （ へ
そ 位 ） の 計 測 が 代 用 さ れ て い る ． C T で の V F A 測 定 と ， 腹 囲 の 径 は 有 意
に 相 関 す る こ と が 報 告 さ れ て お り（ E x a m i n a t i o n  C o m m i t t e e  o f  C r i t e r i a  f o r  
' O b e s i t y  D i s e a s e '  i n  J a p a n ,  2 0 0 2 ;  K a s h i h a r a  e t  a l . ,  2 0 0 9 ）， C T で の V F A が
1 0 0  c m 2 の 場 合 ，腹 囲（ へ そ 位 ）の 径 が ，男 性 で は 8 5  c m ，女 性 で は 9 0  c m
に 相 当 す る と さ れ て い る ．   
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2 ． 過 体 重 ・ 肥 満 者 に 対 す る 減 量 支 援 プ ロ グ ラ ム  
 過 体 重 や 肥 満 を 起 因 と す る 慢 性 疾 患 を 予 防 す る た め に ， 過 体 重 ・ 肥 満
者 に 対 し ， 食 習 慣 の 改 善 や 運 動 の 実 践 ， 薬 物 療 法 ， 外 科 的 治 療 法 を 用 い
た 減 量 支 援 プ ロ グ ラ ム が 提 供 さ れ る （ 日 本 肥 満 学 会 ,  2 0 1 6 ）． 薬 物 療 法 や
外 科 的 治 療 法 は ， 高 度 肥 満 者 に 対 し て 用 い ら れ る ． わ が 国 に お い て は ，
中 度 肥 満 者 が 多 い た め ， 食 習 慣 の 改 善 ， 運 動 実 践 お よ び こ れ ら を 併 用 し
た 減 量 支 援 プ ロ グ ラ ム が 提 供 さ れ る こ と が 主 で あ る （ 中 田 ,  2 0 1 1 ）．  
 食 習 慣 改 善 の み の 減 量 支 援 プ ロ グ ラ ム は ， 運 動 実 践 の み に 比 べ 減 量 効
果 が 大 き く ， 短 期 間 で 確 実 な 減 量 達 成 が 期 待 で き る （ D o n n e l l y  &  S m i t h ,  
2 0 0 5 ;  D a n s i n g e r  e t  a l . ,  2 0 0 7 ）． 一 方 ， 運 動 実 践 を 活 用 し た プ ロ グ ラ ム は
減 量 効 果 が 小 さ い も の の ， 内 臓 脂 肪 量 の 低 下 や 除 脂 肪 量 の 維 持 ， イ ン ス
リ ン 抵 抗 性 の 改 善 が 期 待 で き る（ 笹 井 ら ,  2 0 0 8 ;  P e t e r s o n  e t  a l . ,  2 0 1 1 ;  C o n n  
e t  a l . ,  2 0 1 4 ;  W a y  e t  a l . ,  2 0 1 6 ）． し た が っ て ， 減 量 に よ っ て 得 ら れ た 健 康
利 益 を 長 期 的 に 保 持 す る た め に も 食 習 慣 の 改 善 に 加 え ， 運 動 を 実 践 し ，
習 慣 化 す る こ と が 肝 要 で あ る （ 中 田 ,  2 0 1 1 ;  C l a r k ,  2 0 1 5 ）．  
 
3 ． 減 量 支 援 プ ロ グ ラ ム （ 減 量 教 室 ） の 効 果 に 影 響 を 及 ぼ す 要 因  
 減 量 支 援 プ ロ グ ラ ム （ 減 量 教 室 ） の 効 果 （ 出 席 率 の 向 上 や 途 中 離 脱 率
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の 抑 制 ， 減 量 効 果 ） に 影 響 を 及 ぼ す 要 因 と し て ， 主 に 減 量 教 室 の 教 育 条
件（ 支 援 形 態（ 集 団 型 や 個 別 型 ），週 当 た り の 支 援 頻 度 ，教 室 の 開 催 期 間
な ど ） が 挙 げ ら れ る ． 減 量 教 室 の 教 育 条 件 に つ い て ， 先 行 研 究 で は 週 当
た り の 支 援 頻 度 を 増 や す ， 教 室 の 開 催 期 間 を 延 長 す る な ど 教 育 条 件 を 充
実 さ せ る こ と で ， よ り 大 き な 減 量 効 果 が 得 ら れ る と 報 告 さ れ て い る
（ D i g e n i o  e t  a l . ,  2 0 0 9 ）． 一 方 で ， 教 育 条 件 を 充 実 さ せ た と し て も ， あ る
一 定 以 上 の 効 果 は 得 ら れ な い 例 も 報 告 さ れ て い る こ と か ら （ R o s s  &  
J a n s s e n ,  2 0 0 1 ），教 育 条 件 以 外 に 減 量 効 果 に 影 響 を 及 ぼ す 要 因 が 存 在 す る
と 考 え ら れ る ．  
教 育 条 件 以 外 に 減 量 効 果 に 影 響 を 及 ぼ す 要 因 と し て ， 第 一 に ， 減 量 教
室 の 参 加 者 が 減 量 教 室 に 対 し て 抱 く 希 望 （ 減 量 ニ ー ズ ） が 挙 げ ら れ る ．  
J o l l y  e t  a l （ 2 0 1 1 ）  や 片 山 ら （ 2 0 1 3 ） は ， 内 容 の 異 な る 複 数 の 減 量 教 室
を 用 意 し ，希 望 す る 教 室 を 参 加 者 に 自 由 選 択 す る よ う 求 め た ．そ の 結 果 ，
希 望 通 り の 教 室 を 選 択 で き た 参 加 者 は ， 選 択 で き な か っ た 参 加 者 と 比 べ
て ， 体 重 減 少 量 が 大 き い だ け で な く 出 席 率 が 高 く ， 途 中 離 脱 率 が 低 か っ
た と 報 告 し て い る ． こ こ か ら ， 支 援 方 法 や 形 態 な ど に 対 す る 参 加 者 の 希
望 （ 減 量 ニ ー ズ ） を 考 慮 す る こ と で ， 教 室 へ の 出 席 率 の 向 上 と 途 中 離 脱
率 の 抑 制 に 貢 献 す る と 期 待 さ れ て い る ． 第 二 に ， 家 族 や 友 人 な ど の 社 会
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的 ネ ッ ト ワ ー ク が 挙 げ ら れ る ． C h r i s t a k i s  &  F o w l e r （ 2 0 0 7 ） に よ る と ，
肥 満 は 社 会 的 ネ ッ ト ワ ー ク （ 家 族 ， 友 人 な ど ） を 通 じ て 伝 播 す る こ と が
示 唆 さ れ て い る ． ま た ， 社 会 的 ネ ッ ト ワ ー ク を 通 じ て 質 の 高 い 援 助 （ 家
族 や 友 人 か ら の 強 い 援 助 ）を 受 け て い る 者 ほ ど B M I が 良 好 で ，心 血 管 疾
患 リ ス ク が 低 い こ と が 報 告 さ れ て い る （ Ya n g  e t  a l . ,  2 0 1 6 ）． こ れ ら の こ
と か ら ， 社 会 的 ネ ッ ト ワ ー ク を 利 用 し た 減 量 支 援 を 提 供 す る こ と で ， よ
り 大 き な 減 量 効 果 が 得 ら れ や す い ．  
 
4 ． 減 量 後 の 体 重 再 増 加 と 体 重 再 増 加 防 止 支 援 プ ロ グ ラ ム  
 減 量 効 果 の 大 き い 減 量 教 室 に 参 加 し ， 減 量 を 達 成 し て も ， 減 量 後 に 体
重 を 再 増 加 さ せ る 者 は 少 な く な い ． 米 国 に お け る 調 査 で は ， 1 0 % 以 上 の
減 量 を 達 成 し た 者 の う ち 約 3 割 は 1 年 以 内 に 5 % 以 上 の 体 重 再 増 加 を 経 験
す る と 報 告 さ れ て い る （ We i s s  e t  a l . ,  2 0 0 7 ） 減 量 後 に 体 重 が 再 増 加 す る
と 循 環 器 系 疾 患 の 罹 患 リ ス ク も 逆 戻 り （ 再 悪 化 ） す る 可 能 性 が 指 摘 さ れ
て お り （ B e a v e r s  e t  a l . ,  2 0 1 3 ）， 減 量 後 も 適 正 体 重 を 維 持 す る こ と が 望 ま
し い ． 減 量 後 の 体 重 再 増 加 防 止 の た め に は ， 食 習 慣 の 改 善 を 継 続 す る こ
と に 加 え ， 運 動 を 実 践 す る 重 要 性 が 指 摘 さ れ て い る （ E l f h a g  &  R o s s n e r ,  
2 0 0 5 ;  中 田 ,  2 0 1 1 ）．  
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わ が 国 に お い て は こ れ ま で ， 電 話 や 電 子 メ イ ル ， 手 紙 の 郵 送 な ど を 通
じ て ， 減 量 後 の 体 重 再 増 加 を 防 止 す る 取 り 組 み が な さ れ て き た （ 山 口 ,  
2 0 0 7  ;  H a u g e n  e t  a l . ,  2 0 0 7 ）． な か で も ， 電 子 メ イ ル を は じ め と す る イ ン
タ ー ネ ッ ト を 活 用 し た 支 援 は ， 支 援 者 と 被 支 援 者 の 物 理 的 な 距 離 を 問 わ
ず 即 座 に 情 報 を 提 供 で き る 利 点 が あ る ．  
近 年 ， 特 定 多 数 の 利 用 者 が 同 時 に 交 流 で き る 方 法 と し て イ ン タ ー ネ ッ
ト 上 の ソ ー シ ャ ル ・ ネ ッ ト ワ ー キ ン グ ・ サ ー ビ ス （ s o c i a l  n e t w o r k i n g  
s e r v i c e :  S N S ） が 注 目 さ れ て い る （ W i l l i a m s  e t  a l . ,  2 0 1 4 ）． S N S は ， 電 子
メ イ ル と 同 様 ， 情 報 を 即 座 に 提 供 で き る だ け で な く ， S N S 利 用 者 同 士 の
交 流 を 促 進 し ， 社 会 的 ネ ッ ト ワ ー ク を 通 じ た 援 助 を 強 化 す る と 期 待 さ れ
て い る （ E y s e n b a c h  e t  a l . ,  2 0 0 4 ;  T u r n e r - M c G r i e v y  &  T a t e ,  2 0 1 3 ）． 社 会 的
ネ ッ ト ワ ー ク を 通 じ た 援 助 は ， 社 会 的 支 援 （ ソ ー シ ャ ル ・ サ ポ ー ト ） と
も 言 い 表 さ れ ，「個 人 を 取 り 巻 く 有 形・無 形 の 援 助 」と 定 義 さ れ て い る（ 久
田 ,  1 9 8 7 ）． ソ ー シ ャ ル ・ サ ポ ー ト を 高 め る こ と は ， 減 量 効 果 だ け で な く
減 量 後 の 体 重 再 増 加 防 止 効 果 に も 好 影 響 を 及 ぼ し 得 る こ と か ら （ W i n g  &  
J e f f e r y ,  1 9 9 9 ）， S N S を 活 用 し た 減 量 後 の 体 重 再 増 加 防 止 支 援 プ ロ グ ラ ム
の 確 立 が 求 め ら れ て い る ．  
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第 2 節  研 究 の 意 義  
 本 研 究 で は 課 題 の 遂 行 を 通 じ て ， 減 量 支 援 プ ロ グ ラ ム の 効 果 に 影 響 を
及 ぼ す 要 因 と S N S を 活 用 し た 減 量 後 の 体 重 再 増 加 防 止 支 援 プ ロ グ ラ ム の
効 果 に つ い て 明 ら か に す る こ と を 目 指 す ． こ の 研 究 を 遂 行 す る こ と で ，
減 量 お よ び 減 量 後 の 体 重 再 増 加 防 止 を 企 図 し た 包 括 的 な 健 康 支 援 プ ロ グ
ラ ム の 立 案 に 有 用 な 知 見 と な り 得 る ．  
 
第 3 節  研 究 の 目 的  
本 研 究 の 目 的 は ， よ り 効 果 的 な 減 量 お よ び 減 量 後 の 体 重 再 増 加 防 止 効
果 を 導 く 健 康 支 援 プ ロ グ ラ ム を 構 築 す る た め の 知 見 を 得 る こ と と し た ．  
 
第 4 節  用 語 の 定 義  
本 論 文 の 研 究 課 題 に お け る 主 要 用 語 の 定 義 は 以 下 に 示 す 通 り で あ る ． 
 
過 体 重 ・ 肥 満  
 肥 満 は 脂 肪 組 織 が 過 剰 に 蓄 積 し た 状 態 を 指 す ． そ の た め ， 個 々 の 肥 満
の 判 定 は 体 脂 肪 量 に よ っ て お こ な う 必 要 が あ る が ， 体 脂 肪 量 に よ る 明 確
な 判 断 基 準 は な い ． そ こ で ， 国 際 的 に も 用 い ら れ て い る 体 重 を 身 長 の 二
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乗 で 除 し た 指 数 で あ る B M I を 判 断 基 準 と し て 用 い た ． 日 本 肥 満 学 会
（ 2 0 1 6 ） に よ る と ， 日 本 人 成 人 が 慢 性 疾 患 に 最 も 罹 患 し に く い （ リ ス ク
が 小 さ い ）B M I は  2 2 . 0  k g /  m 2 と さ れ て い る ．本 研 究 で は ，B M I  2 3 . 0  k g / m 2
以 上 2 5 . 0  k g / m 2 未 満 を 過 体 重 ， B M I  2 5 . 0  k g / m 2 以 上 を 肥 満 と 定 義 し た ．  
 
減 量 ニ ー ズ  
 本 研 究 に お い て は ， 減 量 希 望 者 が 減 量 教 室 に 対 し て 有 す る 希 望 ・ 要 望
を 減 量 ニ ー ズ と 定 義 し た ．  
 
ソ ー シ ャ ル ・ サ ポ ー ト  
家 族 や 友 人 ら を は じ め と す る 周 囲 の 者 に よ る 社 会 的 な 援 助 は 社 会 的 支
援（ ソ ー シ ャ ル ・ サ ポ ー ト ）と も 言 い 表 さ れ ，「 個 人 を 取 り 巻 く 重 要 な 他
者 か ら の 有 形 ・ 無 形 の 援 助 」 と 定 義 さ れ て い る （ 久 田 ,  1 9 8 7 ）． 本 研 究 に
お い て は ， 家 族 や 友 人 ， 支 援 者 か ら の 日 常 生 活 や 減 量 ， 減 量 後 の 体 重 再
増 加 防 止 に 役 立 つ 援 助 を ソ ー シ ャ ル ・ サ ポ ー ト と 定 義 し た ．  
 
途 中 離 脱 者  
 本 研 究 で は ， 減 量 教 室 ま た は 減 量 後 の 体 重 再 増 加 防 止 支 援 プ ロ グ ラ ム
9 
 
の 事 前 測 定 に 参 加 し た も の の ， 参 加 者 個 人 の 理 由 で プ ロ グ ラ ム へ の 参 加
を 辞 退 し た 者 を 途 中 離 脱 者 と 定 義 し た ．  
 
測 定 欠 席 者  
減 量 教 室 ま た は 減 量 後 の 体 重 再 増 加 防 止 支 援 プ ロ グ ラ ム の 事 前 測 定 に
参 加 し た も の の ，事 後 測 定 に 不 参 加 で あ っ た 者 を 測 定 欠 席 者 と 定 義 し た ． 
 
体 重 再 増 加 者  
本 研 究 で は ， 長 年 ， 肥 満 者 の 減 量 研 究 に 携 わ る 専 門 家 の 意 見 （ 公 益 財
団 法 人 健 康 ・ 体 力 づ く り 事 業 財 団 ,  2 0 1 5 ） を 参 考 に ， 減 量 教 室 終 了 時 点
か ら 1 年 後 の 測 定 時 点 で ， 減 量 支 援 プ ロ グ ラ ム 前 後 に お け る 体 重 減 少 量
の 7 0 % 以 上 を 再 増 加 さ せ た 者 を 体 重 再 増 加 者 と 定 義 し た ．  
 
第 5 節  研 究 の 限 界  
 本 研 究 の 成 果 を 一 般 化 す る に は ， い く つ か の 限 界 が 存 在 す る ． そ の 限
界 に つ い て 以 下 に 列 挙 す る ．  
1 .  定 義 に よ る 限 界  
本 章 の 第 4 節 に て ，本 研 究 を 通 じ て 使 用 す る 用 語 の 定 義 を 明 確 に し た ．
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本 研 究 は こ の 定 義 の 範 囲 内 で 導 き 出 せ る 結 論 で あ る ．  
 
2 .  標 本 抽 出 に 伴 う 限 界  
課 題 1 - 1 - a に お け る 対 象 者 は イ ン タ ー ネ ッ ト 調 査 会 社（ I 社 ）の 調 査 モ
ニ タ に 登 録 す る 成 人 男 女 か ら 無 作 為 に 抽 出 し た が ， 年 台 別 に 層 別 化 さ れ
て い な い こ と か ら ，必 ず し も 想 定 す る 母 集 団（ 2 0 ～ 6 9 歳 で 減 量 を 希 望 す
る 男 女 ） の 分 布 を 反 映 で き て い る と は 言 え な い ． ま た 課 題 1 - 1 - b ， 1 - 2 ， 2
に お け る 対 象 者 は ， 三 重 県 伊 勢 市 ， 茨 城 県 つ く ば 市 お よ び そ れ ら の 近 隣
に 在 住 す る 女 性 で あ り ， 対 象 者 の 抽 出 を 全 国 的 規 模 で 無 作 為 に お こ な っ
て い な い ． そ の た め ， 本 研 究 の 結 果 は ， あ く ま で も こ れ ら の 標 本 内 で 得
ら れ た も の で あ り ，す べ て の ヒ ト に 適 用 可 能 か は 不 明 で あ る ．こ の 点 は ，
標 本 抽 出 に 伴 う 限 界 で あ る ．  
 
3 .  群 分 け に よ る 限 界  
本 研 究 の 課 題 1 - 1 - b で は ， 無 作 為 的 な 割 付 方 法 を 採 用 し て い な い ．  
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第 2 章  文 献 研 究 と 研 究 課 題 の 設 定  
第 1 節  減 量 教 室 の 効 果 に 影 響 を 及 ぼ す 要 因  
1 .  減 量 ニ ー ズ  
減 量 教 室 の 効 果 （ 減 量 効 果 や 途 中 離 脱 率 の 抑 制 ） に は ， 教 室 参 加 者 の
希 望 や 要 望（ ニ ー ズ ）が 関 係 し て い る と の 報 告 が あ る ．J o l l y  e t  a l .  （ 2 0 1 1 ）
は ， 複 数 の 減 量 教 室 を 用 意 し ， 参 加 者 に 自 由 選 択 し て も ら う こ と で ， 教
室 へ の 出 席 率 が 高 く な る と 示 唆 し て い る ． 片 山 ら （ 2 0 1 3 ） は ， 複 数 の 教
室 を 自 由 選 択 し て も ら っ た 結 果 ， 希 望 通 り の 教 室 に 参 加 で き た 群 に お い
て は 途 中 離 脱 者 が 少 な か っ た こ と を 報 告 し て い る ． こ こ か ら ， 出 席 率 の
向 上 と 脱 落 率 の 抑 制 に は ，支 援 方 法 や 形 態 な ど に 対 す る 参 加 者 の 希 望（ ニ
ー ズ ）を 考 慮 す る 必 要 性 を 指 摘 し て い る ．田 中（ 2 0 1 7 ）は ，B M I が 2 5  k g / m 2
に 満 た な く て も 減 量 を 希 望 す る 者 が 多 い こ と を 示 し て お り ， わ が 国 に お
け る 減 量 希 望 者 の 幅 広 い ニ ー ズ に 応 え る に は ，支 援 方 法 や 形 態 ，価 格（ 参
加 費 ） に 対 す る ニ ー ズ を 把 握 す る 必 要 が あ る が ， そ の よ う な 調 査 報 告 は
少 な い ． 2 0 ～ 5 9 歳 の 男 女 を 対 象 と し た イ ン タ ー ネ ッ ト 調 査（ 住 信 S B I ネ
ッ ト 銀 行 ,  2 0 1 1 ）に よ る と ，減 量 方 法 と し て ウ ォ ー キ ン グ が 5 9 . 5 % と 最 も
人 気 で あ り ， 減 量 に か け ら れ る 予 算 は 月 平 均 4 , 0 0 0 円 で あ っ た ． 厚 生 労
働 省 が お こ な っ た 健 康 意 識 に 関 す る 調 査（ 厚 生 労 働 省 ,  2 0 1 4 ）に よ る と ，
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普 段 か ら 健 康 の た め に 生 活 習 慣 に は 気 を つ け る よ う に し て い る と 回 答 し
た 者 が 3 6 . 7 % と 最 も 多 く ， 自 身 の 健 康 の た め に 出 費 し て も よ い と 考 え る
金 額 は 平 均 で 3 , 9 0 8 円 で あ っ た ．  
し か し ， こ れ ら の 調 査 内 容 以 外 に 減 量 教 室 の 支 援 形 態 や 方 法 （ 食 習 慣
の 改 善 か 運 動 実 践 か ，個 別 型 か 集 団 型 か ，支 援 頻 度 ，時 間 数 ，期 間 な ど ），
価 格（ 参 加 費 ），開 催 場 所 ま で の ア ク セ ス 環 境 な ど の 減 量 ニ ー ズ が 参 加 者
の 確 保 や ア ド ヒ ア ラ ン ス （ 教 室 参 加 の 継 続 率 ） に 影 響 す る と 考 え ら れ る
が ， こ れ ら の 項 目 に つ い て 調 査 し た 報 告 は 見 当 た ら な い ． ま た ， 調 査 結
果 を 考 慮 し た 減 量 教 室 の 効 果 は 検 討 さ れ て い な い ．  
 
2 .  ソ ー シ ャ ル ・ サ ポ ー ト  
2 0 0 7 年 に C h r i s t a k i s  &  F o w l e r （ 2 0 0 7 ） は ， 肥 満 が 社 会 的 ネ ッ ト ワ ー ク
（ 家 族 ， 友 人 な ど ） を 通 じ て 伝 播 す る こ と を 報 告 し た ． ま た ， 社 会 的 ネ
ッ ト ワ ー ク を 通 じ て 質 の 高 い 援 助 （ 家 族 や 友 人 か ら の 強 い 援 助 ） を 受 け
て い る 者 ほ ど B M I が 良 好 で ，心 血 管 疾 患 リ ス ク が 低 い と 報 告 さ れ て い る
（ Ya n g  e t  a l . ,  2 0 1 6 ）． 以 上 よ り ， 教 室 参 加 者 の 社 会 的 な ネ ッ ト ワ ー ク を
利 用 し ， 参 加 者 に 対 す る 援 助 の 質 を 高 め れ ば ， よ り 効 率 的 ・ 効 果 的 な 減
量 支 援 に 貢 献 す る も の と 期 待 で き る ．  
13 
 
W i n g  &  J e f f e r y . （ 1 9 9 9 ） は ， 単 独 （ 一 人 ） で 減 量 教 室 に 申 込 ・ 参 加 し
た 群 と 複 数 名 の 友 人 と と も に 申 込 ・ 参 加 し た 群 の 体 重 減 少 量 を 比 較 し た
結 果 ， 友 人 と と も に 参 加 し た 群 は 単 独 で 参 加 し た 群 に 比 べ ， 体 重 減 少 量
が 大 き か っ た こ と か ら ， 社 会 的 な 援 助 （ ソ ー シ ャ ル ・ サ ポ ー ト ） を 受 け
る と 減 量 効 果 が 大 き く な る と 示 唆 し て い る ． た だ し ， 同 じ 減 量 教 室 に 参
加 し て も ， 友 人 か ら の ソ ー シ ャ ル ・ サ ポ ー ト を 受 け た 者 は 家 族 か ら の ソ
ー シ ャ ル ・ サ ポ ー ト を 受 け た 者 に 比 べ ， 減 量 効 果 が 大 き い と 報 告 さ れ て
い る こ と か ら （ 久 保 田 ら ,  2 0 0 8 ）， 教 室 参 加 者 と 援 助 者 の 関 係 性 に よ っ て
減 量 効 果 に も 異 な る 影 響 が 生 じ る と 考 え ら れ る ．  
減 量 教 室 の 参 加 者 に と っ て は 家 族 や 友 人 の み な ら ず ， 減 量 教 室 の 支 援
者 （ ス タ ッ フ ） か ら の ソ ー シ ャ ル ・ サ ポ ー ト も 重 要 で あ ろ う ． こ れ ま で
家 族 や 友 人 に よ る ソ ー シ ャ ル ・ サ ポ ー ト の 有 無 が 減 量 効 果 に 及 ぼ す 影 響
や そ れ ら の 関 連 性 を 明 ら か に し た 知 見 は 蓄 積 さ れ つ つ あ る も の の
（ Ve r h e i j d e n  e t  a l . ,  2 0 0 5 ;  S c h i e r b e r l  S c h e r r  e t  a l . ,  2 0 1 3 ;  W a n g  e t  a l . ,  2 0 1 4 ;  
Ya n g  e t  a l . ,  2 0 1 6 ）， 減 量 教 室 へ の 参 加 を 通 じ ， 家 族 ， 友 人 ， 減 量 教 室 の
ス タ ッ フ の う ち ， 誰 か ら の ソ ー シ ャ ル ・ サ ポ ー ト が 減 量 に よ り 効 果 的 で
あ る か に つ い て は 十 分 に 検 討 さ れ て い な い ．  
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第 2 節  S N S を 活 用 し た 健 康 支 援 に 関 す る 研 究  
近 年 ， 特 定 多 数 の 利 用 者 が 同 時 に 交 流 で き る 方 法 と し て イ ン タ ー ネ ッ
ト 上 の S N S が 注 目 さ れ て い る （ W i l l i a m s  e t  a l . ,  2 0 1 4 ）． S N S と は イ ン タ
ー ネ ッ ト 上 で 特 定 多 数 の 者 が 交 流 す る 場 で あ る ． イ ン タ ー ネ ッ ト に 接 続
で き る 環 境 下 で あ れ ば ， 地 理 的 な 条 件 を 問 わ ず 誰 と で も 交 流 す る こ と が
で き る ． S N S は ， 電 子 メ イ ル と 同 様 ， 情 報 を 即 座 に 提 供 で き る だ け で な
く ， S N S 利 用 者 同 士 の 交 流 を 促 進 し ， ソ ー シ ャ ル ・ サ ポ ー ト を 強 化 す る
可 能 性 が 示 唆 さ れ て い る（ E y s e n b a c h  e t  a l . ,  2 0 0 4 ;  T u r n e r - M c G r i e v y  &  T a t e ,  
2 0 1 3 ）．  
ソ ー シ ャ ル ・ サ ポ ー ト を 高 め る こ と は ， 減 量 効 果 だ け で な く 減 量 後 の
体 重 再 増 加 防 止 効 果 に も 好 影 響 を 及 ぼ す と 期 待 さ れ て お り （ W i n g  &  
J e f f e r y ,  1 9 9 9 ）， S N S を 活 用 し た 支 援 を 提 供 す る こ と で 減 量 後 の 体 重 再 増
加 防 止 に 貢 献 で き る 可 能 性 が あ る ． S e p a h  e t  a l . （ 2 0 1 5 ） は ， 独 自 の S N S
を 活 用 し て 1 6 週 間 の 減 量 支 援 プ ロ グ ラ ム と ， 3 6 週 間 の 体 重 再 増 加 防 止
支 援 プ ロ グ ラ ム を 提 供 し た と こ ろ ， 参 加 者 の ソ ー シ ャ ル ・ サ ポ ー ト に 好
影 響 を 及 ぼ し ， 体 重 再 増 加 防 止 に 貢 献 し た と 報 告 し て い る ． し か し 先 行
研 究（ S e p a h  e t  a l . ,  2 0 1 5 ）は ， S N S を 活 用 す る 群 の み の 単 群 試 験 で あ る ．
S N S を 活 用 す る こ と で ， 対 象 者 同 士 の 交 流 を 創 出 し ， ソ ー シ ャ ル ・ サ ポ
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ー ト を 高 め ， 減 量 後 の 体 重 再 増 加 を 防 止 す る 可 能 性 が 期 待 さ れ る が ， そ
の 効 果 を 検 証 す る た め に は S N S を 活 用 し た 支 援 法 と イ ン タ ー ネ ッ ト を 活
用 し た 他 の 支 援 法（ 電 子 メ イ ル な ど ）を 比 較 す る 必 要 が あ る ．ま た ，S N S
を 活 用 し た 研 究 成 果 を 一 般 化 す る た め に は ， 研 究 者 が 独 自 に 作 成 し た
S N S で な く ， 一 般 的 に 利 用 さ れ て い る S N S （ T w i t t e r T M ） を 活 用 す る こ と
が 望 ま し い ． T w i t t e r T M は イ ン タ ー ネ ッ ト を 利 用 で き る 環 境 下 に あ り ，且
つ ，メ イ ル ア ド レ ス を 保 有 し て い れ ば 誰 で も 利 用 で き る 利 点 が あ る た め ，
健 康 科 学 分 野 に お け る 研 究 で 広 く 活 用 さ れ て い る （ S .  L .  P a g o t o  e t  a l . ,  
2 0 1 5 ;  P e c h m a n n  e t  a l . ,  2 0 1 5 ;  M a y  e t  a l . ,  2 0 1 7 ）． さ ら に ， T u r n e r - M c G r i e v y  
e t  a l . （ 2 0 1 3 ） は ， 肥 満 成 人 男 女 に 対 し ， T w i t t e r T M を 活 用 し て 6 ヵ 月 間
の 減 量 支 援 プ ロ グ ラ ム を 提 供 し た 結 果 ， 十 分 な 減 量 効 果 が 得 ら れ た だ け
で な く ， T w i t t e r T M を 通 じ た 対 象 者 同 士 の 交 流（ 減 量 を 達 成 す る た め の 情
報 交 換 な ど ）が お こ な わ れ て い た こ と を 示 し て い る ．以 上 よ り ，T w i t t e r T M
を 活 用 す る こ と で 対 象 者 （ T w i t t e r T M 利 用 者 ） 同 士 の 交 流 を 創 出 し ， ソ ー
シ ャ ル ・ サ ポ ー ト の 強 化 に つ な が る 可 能 性 は 十 分 に 高 い ．  
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 上 記 の 文 献 研 究 よ り ， 減 量 支 援 や 減 量 後 の 体 重 再 増 加 防 止 支 援 の 効 果
に 関 与 す る 要 因 に つ い て 明 ら か に し ， よ り 効 果 的 な 支 援 策 を 構 築 し て い
く た め に は ， 下 記 の 問 題 点 を 解 決 す る 必 要 性 が 挙 げ ら れ る ．  
 
問 題 点 1  減 量 教 室 に 対 し て 抱 く 減 量 希 望 者 の 希 望・要 望（ 減 量 ニ ー ズ ）
が 教 室 の 効 果 に 影 響 を 及 ぼ す と 考 え ら れ る が ， 減 量 ニ ー ズ に つ い て は 詳
細 に 明 ら か に さ れ て い な い ．  
 
問 題 点 2  減 量 ニ ー ズ を 考 慮 し た 減 量 教 室 の 開 催 に よ り ， 教 室 の 効 果 を
高 め る と い え る が ， 減 量 ニ ー ズ を 考 慮 し た 減 量 教 室 の 効 果 は 明 ら か で は
な い ．  
 
問 題 点 3  減 量 期 間 中 の ソ ー シ ャ ル ・ サ ポ ー ト の 有 無 が 減 量 効 果 に 及 ぼ
す 影 響 は 検 討 さ れ て い る が ， 家 族 ， 友 人 ， 支 援 者 の う ち 誰 か ら の ソ ー シ
ャ ル ・ サ ポ ー ト が 減 量 に よ り 効 果 的 で あ る か に つ い て は 明 ら か に さ れ て
い な い ．  
 
問 題 点 4  T w i t t e r T M を 活 用 す る こ と で 減 量 後 の 体 重 再 増 加 を 防 止 す る
17 
 
こ と が 期 待 で き る が ， T w i t t e r T M を 活 用 し た 減 量 後 の 体 重 再 増 加 防 止 支
援 の 効 果 は 十 分 に 検 討 さ れ て い な い ．  
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第 3 章  研 究 課 題  
上 記 の 問 題 を ふ ま え 本 博 士 論 文 で は ， 以 下 の 研 究 課 題 を 検 討 す る こ と
で（ 図 1 ），よ り 効 果 的 な 減 量 支 援 プ ロ グ ラ ム や 減 量 後 の 体 重 再 増 加 防 止
支 援 プ ロ グ ラ ム を 構 築 す る た め に 有 益 な 知 見 を 得 る こ と と し た ．  
 
課 題 1  減 量 ニ ー ズ ， ソ ー シ ャ ル ・ サ ポ ー ト が 減 量 教 室 の 効 果 に 及 ぼ す
影 響 の 検 討  
課 題 1 - 1 - a と し て ， 減 量 希 望 者 が 減 量 支 援 プ ロ グ ラ ム に 対 し て 抱 く ニ ー
ズ （ 減 量 ニ ー ズ ） を 明 ら か に す る （ 横 断 研 究 ）． 課 題 1 - 1 - b と し て ， 減 量
ニ ー ズ を 考 慮 し た 減 量 教 室 の 効 果 を 検 証 す る こ と で ， 減 量 ニ ー ズ が 減 量
教 室 の 効 果 に 及 ぼ す 影 響 を 明 ら か に す る （ 介 入 研 究 ）．  
課 題 1 - 2 と し て ， 減 量 期 間 中 の ソ ー シ ャ ル ・ サ ポ ー ト の 変 化 と 減 量 効 果
と の 関 連 を 検 討 す る こ と で ， 減 量 教 室 へ の 参 加 に よ る ソ ー シ ャ ル ・ サ ポ
ー ト の 変 化 が 減 量 効 果 に 及 ぼ す 影 響 を 明 ら か に す る （ 後 ろ 向 き 研 究 ）．  
 
課 題 2  T w i t t e r T M を 活 用 し た 減 量 後 の 体 重 再 増 加 防 止 支 援 の 効 果 検 証  
減 量 後 に T w i t t e r T M を 活 用 し た 体 重 再 増 加 防 止 支 援 を 提 供 す る こ と で ，
T w i t t e r T M 支 援 の 体 重 再 増 加 防 止 効 果 を 検 証 す る （ 介 入 研 究 ）．   
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図 1  研 究 課 題 一 覧 （ 検 討 の 手 順 ）  
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第 4 章  研 究 方 法 1 （ 課 題 1 - 1 - a ）  
第 1 節  調 査 項 目 と 調 査 方 法  
1 .  身 体 的 特 徴 と 社 会 経 済 的 特 徴  
課 題 1 - 1 - a で は 性 ， 年 齢 ， 身 長 ， 体 重 に つ い て 調 査 し た ． 調 査 は イ ン
タ ー ネ ッ ト 調 査 会 社 （ I 社 ） に 依 頼 し ， 調 査 対 象 者 は I 社 に 登 録 す る イ
ン タ ー ネ ッ ト 調 査 モ ニ タ と し た た め ， 年 齢 は I 社 に 登 録 さ れ て い る 情 報
を も と に し た ． 身 長 は 1  c m 単 位 ， 体 重 は 1  k g 単 位 で 回 答 を 求 め ， B M I
は ， 体 重 （ k g ） を 身 長 （ m ） の 2 乗 で 除 す こ と で 算 出 し た ．  
社 会 経 済 的 特 徴 を 把 握 す る た め に ， 就 労 状 況 ［ 正 規 雇 用 ， 非 正 規 雇 用
（ パ ー ト ・ ア ル バ イ ト 含 む ）， 自 営 業 / 自 由 業 ， 専 業 主 婦 / 主 夫 ， 学 生 ， 無
職 ， そ の 他 ］， 最 終 学 歴 ［ 中 学 校 ， 高 校 ， 専 門 学 校 ， 短 期 大 学 （ 高 専 を 含
む ）， 大 学 ， 大 学 院 ， そ の 他 ］， 世 帯 収 入 （ 年 収 ）［ 2 0 0 万 円 未 満 ， 2 0 0 ～
4 0 0 万 円 未 満 ， 4 0 0 ～ 6 0 0 万 円 未 満 ， 6 0 0 ～ 8 0 0 万 円 未 満 ， 8 0 0 ～ 1 0 0 0 万 円
未 満 ， 1 0 0 0 ～ 1 2 0 0 万 円 未 満 ， 1 2 0 0 ～ 1 5 0 0 万 円 未 満 ， 1 5 0 0 ～ 2 0 0 0 万 円 未
満 ， 2 0 0 0 万 円 以 上 ， わ か ら な い ］ を 調 査 し た ．  
 
2 .  減 量 教 室 へ の ニ ー ズ （ 減 量 ニ ー ズ ）  
減 量 教 室 に 関 す る 減 量 ニ ー ズ 調 査 項 目 と そ の 選 択 肢 の 詳 細 は
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A p p e n d i c e s に 示 し た ． 減 量 教 室 の 中 身 に つ い て は ， 減 量 方 法 に 加 え ， 支
援 頻 度 や 期 間 な ど の 教 育 条 件 が 減 量 効 果 に 影 響 を 及 ぼ す こ と が 明 ら か と
な っ て い る （ R e n j i l i a n  e t  a l . ,  2 0 0 1 ）． ま た ， 先 行 研 究 （ 住 信 S B I ネ ッ ト
銀 行 ,  2 0 1 1 ;  厚 生 労 働 省 ,  2 0 1 4 ） に お い て は ， 希 望 す る 減 量 方 法 だ け で な
く ， 運 動 種 目 や 価 格 な ど に つ い て も 調 査 さ れ て い る ． 本 研 究 で は ， 減 量
教 室 に 対 す る 減 量 ニ ー ズ を 調 査 す る た め に ， こ れ ら 先 行 研 究 （ 住 信 S B I
ネ ッ ト 銀 行 ,  2 0 1 1 ;  厚 生 労 働 省 ,  2 0 1 4 ） に 加 え ， 著 者 ら の 現 場 で の 指 導 経
験 に 基 づ き ， 減 量 教 室 の 効 果 に 影 響 し 得 る 調 査 項 目 を 選 定 し た ． 減 量 教
室 に 対 す る 減 量 ニ ー ズ に つ い て ， 減 量 方 法 ， 支 援 形 態 ， 支 援 頻 度 ， 1 回
あ た り の 支 援 時 間 ， 支 援 期 間 ， 支 援 が お こ な わ れ る 時 間 帯 や 曜 日 ， 参 加
費 の 価 格 感 ， 教 室 開 催 を 希 望 す る 団 体 や 組 織 ， 開 催 会 場 ま で の 許 容 で き
る ア ク セ ス 時 間 ， 運 動 種 目 を 調 査 し ， そ れ ぞ れ の 調 査 項 目 に 対 す る 選 択
肢 の う ち 最 も あ て は ま る も の 1 つ を 回 答 す る よ う 求 め ， 参 加 費 の 価 格 感
に つ い て は 記 述 回 答 し て も ら っ た （ 1 円 以 上 の 数 値 入 力 ）．  
 
3 .  減 量 教 室 参 加 費 の 価 格 感  
教 室 参 加 費 の 価 格 感 に つ い て は ， 価 格 に 関 す る 4 つ の 質 問 （ 高 い と 感
じ る 価 格 ， 安 い と 感 じ る 価 格 ， こ れ 以 上 高 い と 高 す ぎ て 教 室 に 参 加 し た
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く な い と 感 じ る 価 格 ， こ れ 以 上 安 い と 安 す ぎ て 効 果 が 出 る か 不 安 と 感 じ
る 価 格 ） の 回 答 結 果 か ら ， 価 格 感 度 分 析 を 施 し ， 上 限 価 格 （ こ の 価 格 を
超 え る と 参 加 費 が 高 す ぎ て 教 室 に 参 加 で き な い ），下 限 価 格（ こ の 価 格 を
下 回 る と 参 加 費 が 安 す ぎ て 不 安 を 感 じ る ），理 想 価 格（ 価 格 に 対 す る 抵 抗
感 が 最 も 弱 く ， 多 く の 人 に 受 け 入 れ ら れ や す い ）， 妥 協 価 格 （「 高 い 」 と
も 「 安 い 」 と も 感 じ に く い ） を 算 出 し た ．  
 
4 .  調 査 方 法  
 対 象 者 が イ ン タ ー ネ ッ ト 調 査 会 社 よ り 電 子 メ イ ル を 受 け 取 り ， メ イ ル
に 添 付 さ れ て い る リ ン ク よ り 調 査 画 面 へ ア ク セ ス す る こ と で 回 答 を 得 た ． 
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第 5 章  研 究 方 法 2 （ 課 題 1 - 1 - b ）  
第 1 節  測 定 項 目 と 測 定 方 法  
年 齢 と 身 体 的 特 徴  
年 齢 は ， 生 年 月 日 を 自 己 申 告 し て も ら う こ と で ， 減 量 教 室 開 始 前 の 測
定 時 点 で の 年 齢 を 算 出 し た ． 身 長 は 身 長 計 （ Y G 2 0 0 ， ヤ ガ ミ 社 製 ） を 用
い ， 0 . 1  c m 単 位 で 測 定 し た ． 体 重 ， 体 脂 肪 率 は 体 組 成 計 （ H B F - 1 9 0 ， タ
ニ タ 社 製 ） を 用 い ， そ れ ぞ れ 0 . 0 1  k g 単 位 ， 0 . 1 % 単 位 で 測 定 し た ． 腹 囲
（ へ そ 位 ） は 非 伸 縮 性 の メ ジ ャ ー を 用 い ， 0 . 1  c m 単 位 で 測 定 し た ． こ れ
ら は 教 室 開 始 前 と 終 了 直 後 に 測 定 し ， 教 室 後 か ら 一 年 後 の 時 点 で は ， 自
己 申 告 に て 調 査 し た ． B M I は 身 長 （ m ） を 体 重 （ k g ） の 2 乗 で 除 す こ と
に よ っ て 算 出 し た ．   
 
第 2 節  減 量 教 室  
減 量 教 室 は ， 皇 學 館 大 学 へ の 来 学 ・ 講 義 型 と し た ． 減 量 教 室 の 教 育 条
件 は ， 減 量 ニ ー ズ に 基 づ い て 設 定 し ， 対 象 者 は ， 週 1 回 ， 1 回 6 0 分 の 対
面 式 ・ 個 別 型 の 減 量 教 室 に 最 大 1 2 回 参 加 し た ． 教 室 は 毎 週 1 回 ， 朝 9
時 か ら 午 後 1 8 時 ま で の 時 間 帯 の う ち ，対 象 者 個 人 の 都 合 に 合 わ せ て 開 催
し た ． 支 援 内 容 は ， こ れ ま で に 3 ヵ 月 間 で 7 ～ 8 % 以 上 の 減 量 を 達 成 し て
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い る プ ロ グ ラ ム と し た （ 田 中 と 大 藏 ,  2 0 1 2 ）． 食 生 活 の 改 善 を 目 的 と し て
四 群 点 数 法 （ 香 川 ,  2 0 0 7 ） を 用 い ， 栄 養 素 ・ エ ネ ル ギ ー 摂 取 状 況 を 把 握
し た ． 四 群 点 数 法 は ， 食 品 に 含 ま れ る 主 な 栄 養 素 に よ っ て 食 品 を 4 つ の
群 （ 1 群 ： 卵 ・ 乳 製 品 ， 2 群 ： 肉 類 ・ 魚 介 類 ・ 豆 製 品 ， 3 群 ： 野 菜 類 ・ イ
モ 類 ・ 海 藻 類 ・ 果 実 類 ， 4 群 ： 穀 類 ・ 油 脂 類 ・ 砂 糖 な ど の 調 味 料 ・ 嗜 好
品 ）に 分 類 し ， 8 0  k c a l を 1 点 と し て エ ネ ル ギ ー お よ び 栄 養 素 摂 取 量 を 計
算 す る 方 法 で あ る ． 本 研 究 で は ， 1 食 4 0 0  k c a l ， 1 日 1 , 2 0 0  k c a l を 目 標 と
し ，栄 養 素 の 過 不 足 が な く な る よ う な 食 事 を す る よ う 指 導 し た ．と く に ，
脂 質 と 糖 質 の 摂 取 を 適 量 に 留 め る こ と と た ん ぱ く 質 や ビ タ ミ ン ， ミ ネ ラ
ル が 不 足 す る こ と の な い よ う 留 意 し た ． 参 加 者 に は 食 品 の 重 量 を 計 り ，
毎 食 の 食 事 内 容 を で き る 限 り 詳 細 に 食 事 日 記 へ 記 録 す る よ う 求 め た ． 通
常 の 講 義 に 加 え て ， 教 室 参 加 者 全 員 が 記 録 す る 食 事 日 記 へ の ア ド バ イ ス
（ コ メ ン ト 記 入 ） を お こ な っ た ． 食 生 活 の 改 善 に 加 え て ， 上 肢 ， 下 肢 の
ス ト レ ッ チ や 自 体 重 を 利 用 し た 筋 力 ト レ ー ニ ン グ な ど の 運 動 も 紹 介 し
た ．  
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第 6 章  研 究 方 法 3 （ 課 題 1 - 2 ）  
第 1 節  測 定 項 目 と 測 定 方 法  
1 .  年 齢 と 身 体 的 特 徴  
年 齢 は ， 生 年 月 日 を 自 己 申 告 し て も ら う こ と で ， 減 量 教 室 開 始 前 の 測
定 時 点 で の 年 齢 を 算 出 し た ． 身 長 は 身 長 計 （ Y G 2 0 0 ， ヤ ガ ミ 社 製 ） を 用
い ， 0 . 1  c m 単 位 で 測 定 し た ． 体 重 ， 体 脂 肪 率 は 体 組 成 計 （ I n B o d y  7 7 0 ，
I n B o d y 社 製 ） を 用 い ， そ れ ぞ れ 0 . 0 1  k g 単 位 ， 0 . 1 % 単 位 で 測 定 し た ． 腹
囲 （ へ そ 位 ） は 非 伸 縮 性 の メ ジ ャ ー を 用 い ， 0 . 1  c m 単 位 で 測 定 し た ． こ
れ ら は 教 室 開 始 前 と 終 了 直 後 に 測 定 し た ． B M I は 体 重 （ k g ） を 身 長 （ m ）
の 二 乗 で 除 す こ と で 算 出 し た ．  
 
2 .  社 会 的 支 援 状 況 （ ソ ー シ ャ ル ・ サ ポ ー ト ）  
対 象 者 の 社 会 的 支 援 状 況 （ ソ ー シ ャ ル ・ サ ポ ー ト ） を 調 査 す る に あ た
り ， 日 常 生 活 に 関 す る ソ ー シ ャ ル ・ サ ポ ー ト に つ い て は 堤 ら （ 2 0 0 0 ） が
作 成 し た 質 問 紙 を 用 い て 評 価 し た ． 減 量 行 動 に 関 す る ソ ー シ ャ ル ・ サ ポ
ー ト に つ い て は ， 先 行 研 究 （ 高 橋 ら ,  2 0 0 8 ） に 加 え ， 著 者 ら の 現 場 で の
指 導 経 験 を も と に 質 問 紙 を 作 成 し ， 評 価 し た ． こ れ ら は ， 教 室 開 始 前 と
終 了 直 後 に 評 価 し た ．  
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堤 ら （ 2 0 0 0 ） が 作 成 し た 質 問 紙 は ， 配 偶 者 や 家 族 ， 友 人 か ら 提 供 さ れ
る 援 助 度 を 得 点 化 し た も の で あ り ， 得 点 が 高 い ほ ど 日 常 生 活 へ の 援 助 度
が 高 い こ と を 示 し て い る ． 減 量 教 室 期 間 中 は ， 教 室 参 加 者 同 士 の 交 流 が
減 量 効 果 に 影 響 を 及 ぼ す こ と が 予 想 さ れ る た め ， 本 研 究 で 用 い た 日 常 生
活 に 関 す る ソ ー シ ャ ル ・ サ ポ ー ト 質 問 紙 に お い て ， 友 人 の 項 目 に は ， 本
減 量 教 室 の 参 加 者 を 含 め る よ う 指 示 し た ．さ ら に ，減 量 教 室 の 支 援 者（ ス
タ ッ フ ） が 食 事 日 記 の チ ェ ッ ク を お こ な っ て い た た め ， 減 量 教 室 の ス タ
ッ フ か ら の サ ポ ー ト も 質 問 紙 に 加 え た ． 本 研 究 で は ， 対 象 者 に 未 婚 の 者
（ 達 成 群 ： 6 名 ， 2 7 . 3 % ； 未 達 成 群 ： 4 名 ， 1 2 . 5 % ） が 含 ま れ て い た こ と
か ら ， 配 偶 者 を 除 い た 3 者 の 要 素 （ 家 族 ， 友 人 ， 減 量 教 室 の ス タ ッ フ ）
に つ い て そ れ ぞ れ 評 価 し た ． 1 0 項 目 の 質 問 （「 あ な た に 何 か 困 っ た こ と
が あ っ て ，自 分 の 力 で は ど う し よ う も な い と き ，助 け て く れ る 」「 物 事 を
い ろ い ろ よ く 話 し 合 っ て ，一 緒 に と り く ん で ゆ け る 」「あ な た が 経 済 的 に
困 っ て い る と き に ，頼 り に な る 」「 あ な た が 病 気 で 寝 込 ん だ と き に ，身 の
回 り の 世 話 を し て く れ る 」「 引 っ 越 し を し な け れ ば な ら な く な っ た と き
に ， 手 伝 っ て く れ る 」「 家 事 を や っ た り ， 手 伝 っ た り し て く れ る 」「 気 持
ち が 通 じ 合 う 」「 あ な た の 喜 び を 我 が こ と に よ う に 喜 ん で く れ る 」「 お 互
い の 考 え や 将 来 の こ と な ど を 話 し 合 う こ と が で き る 」「家 族（ も し く は 友
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人 ， 減 量 教 室 の ス タ ッ フ ） が い る の で 孤 独 で は な い と 思 う 」） に つ い て ，
「 非 常 に そ う 思 う 」 か ら 「 ま っ た く そ う は 思 わ な い 」 ま で の 4 件 法 （ 1
～ 4 点 ）で 尋 ね ，こ れ ら の 得 点 の 合 計（ 1 ～ 4 0 点 ） を 3 者 別 に 算 出 す る こ
と で ， 日 常 生 活 に 関 す る ソ ー シ ャ ル ・ サ ポ ー ト 得 点 と し た ．  
先 行 研 究 （ 高 橋 ら ,  2 0 0 8 ） で は ， 健 康 行 動 に 関 す る 家 族 ， 友 人 か ら の
援 助 の 有 無 を 得 点 化 し た 質 問 紙 を 用 い て お り ， 得 点 が 高 い ほ ど 健 康 行 動
に 関 す る 援 助 度 が 高 い こ と を 示 し て い る ． 本 研 究 で 用 い た 減 量 行 動 に 関
す る ソ ー シ ャ ル ・ サ ポ ー ト 質 問 紙 で は ， 日 常 生 活 に 関 す る ソ ー シ ャ ル ・
サ ポ ー ト 質 問 紙 と 同 様 に ， 減 量 教 室 の ス タ ッ フ も 加 え た 3 者 の 要 素 （ 家
族 ， 友 人 ， 減 量 教 室 の ス タ ッ フ ） に つ い て そ れ ぞ れ 評 価 し た ． 先 行 研 究
（ 高 橋 ら ,  2 0 0 8 ） で は ， 援 助 し て く れ る 者 の 有 無 の み を 尋 ね て い た が ，
本 研 究 で は ， 減 量 行 動 に 対 す る 援 助 度 合 い を 詳 細 に 調 査 す る た め ， 3 項
目 の 質 問 （「 つ ら い と き や 悲 し い と き に 精 神 的 に 支 え て く れ る 」「 あ な た
の 食 生 活 に 対 す る 助 言 や 心 配 を し て く れ る 」「減 量 に 関 す る 情 報 を 与 え て
く れ る 」） に つ い て ，「 と て も そ う 思 う 」 か ら 「 全 く そ う は 思 わ な い 」 ま
で の 6 件 法 （ 0 ～ 5 点 ） で 尋 ね ， こ れ ら の 合 計 得 点 （ 0 ~ 1 5 点 ） を 3 者 別
に 算 出 す る こ と で ，減 量 行 動 に 関 す る ソ ー シ ャ ル・ サ ポ ー ト 得 点 と し た ． 
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第 2 節  減 量 教 室  
減 量 教 室 は ， 筑 波 大 学 へ の 来 学 ・ 講 義 型 と し た ． 対 象 者 は ， 1 回 9 0 分
の 教 室 に 最 大 で 1 2 回 参 加 し た ． 教 室 は 毎 週 水 曜 日 と 金 曜 日 の 1 9 時 か ら
2 0 時 3 0 分 に か け て 開 催 し ， 対 象 者 個 人 の 予 定 に 合 わ せ て ， 毎 週 ど ち ら
か 1 日 に 参 加 す る よ う 促 し た ． 支 援 内 容 は ， 食 習 慣 の 改 善 お よ び 運 動 の
楽 し み 方 の 紹 介 と し ， 第 5 章 第 2 節 に 示 し た 内 容 と 同 一 と し た ．  
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第 7 章  研 究 方 法 4 （ 課 題 2 ）  
第 1 節  測 定 項 目 と 測 定 方 法  
下 記 の す べ て の 項 目 は ， 体 重 再 増 加 防 止 支 援 の 前 後 に 測 定 し た ．  
1 .  年 齢 と 身 体 的 特 徴  
年 齢 ， 身 長 ， 体 重 ， 体 脂 肪 率 ， 腹 囲 （ へ そ 位 ）． B M I を 測 定 し た ． 測
定 機 器 ・ 測 定 方 法 に つ い て は ， 第 6 章 第 1 節 に 詳 述 し た ．   
 
2 .  社 会 的 支 援 状 況 （ ソ ー シ ャ ル ・ サ ポ ー ト ）  
 減 量 行 動 に 関 す る ソ ー シ ャ ル ・ サ ポ ー ト を 質 問 紙 に て 評 価 し た ． 質 問
紙 の 詳 細 や 評 価 方 法 に つ い て は ， 第 6 章 第 1 節 に 詳 述 し た ．  
 
3 .  T w i t t e r T M の 利 用 状 況  
課 題 2 で は S N S を 活 用 し た 減 量 後 の 体 重 再 増 加 防 止 支 援 を 提 供 す る た
め に ， T w i t t e r T M（ h t t p s : / / t w i t t e r . c o m ） を 用 い た ． T w i t t e r T M は ， イ ン タ ー
ネ ッ ト 上 の 掲 示 板 の よ う な も の で あ る ． 利 用 者 は 一 つ の メ イ ル ア ド レ ス
に つ き ， 一 つ の 掲 示 板 を 所 有 で き る ． 掲 示 板 に は ， 日 々 の 出 来 事 や 感 じ
た こ と 等 を 1 4 0 字 以 内 の 文 章 で 記 録 で き る ．T w i t t e r T M 上 の 記 録 は「 発 言 」
や 「 つ ぶ や き 」 と 呼 称 さ れ る ． 発 言 の 内 容 は T w i t t e r T M 利 用 者 で あ れ ば
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誰 で も 閲 覧 で き る こ と か ら ，T w i t t e r T M を 介 し て 多 様 な 情 報 の 発 信 や 共 有
が 可 能 で あ り ， 利 用 者 同 士 の 活 発 な 交 流 が 期 待 で き る ． ま た ， T w i t t e r 利
用 者 は ， 他 者 の 発 言 を お 気 に 入 り （「 い い ね 」） 登 録 す る こ と も で き る ．  
T w i t t e r T M 上 に 記 録 さ れ た 発 言 を 月 ご と （ 1 ヵ 月 目 ， 2 ヵ 月 目 ， … 1 2 ヵ
月 目 ） に ， 支 援 者 か ら の 情 報 提 供 に 対 す る 「 い い ね 」 登 録 者 数 を 情 報 提
供 ご と （ 1 回 目 ， 2 回 目 ， … 2 4 回 目 ） に 算 出 し た ．  
 
第 2 節  減 量 後 の 体 重 再 増 加 防 止 支 援  
体 重 再 増 加 防 止 支 援 の 内 容  
減 量 教 室 後 の 測 定 終 了 後 ， 対 象 者 を ラ ン ダ ム に 2 群 （ 支 援 者 か ら 電 子
メ イ ル に て 健 康 情 報 を 受 け 取 る 情 報 提 供 群 ： 2 5 名 ，支 援 者 か ら の 情 報 提
供 に 加 え T w i t t e r T M を 活 用 す る 情 報 提 供 ＋ T w i t t e r T M 活 用 群 ： 2 6 名 ） に 分
け た ． 両 群 に ， 月 2 回 （ 毎 月 第 1 ， 第 3 月 曜 日 ）， 1 年 間 に わ た っ て 体 重
再 増 加 防 止 を 目 的 と し た 食 事 の 工 夫 や 運 動 実 践 に 関 す る 情 報 を 文 章 の み
で 提 供 し た （ 例 ① 「 食 事 だ け で な く ， 運 動 も 大 事 で す ． 愛 犬 の 散 歩 で も
何 で も 結 構 な の で で き る こ と か ら コ ツ コ ツ や っ て み ま し ょ う ．」，例 ②「 ま
だ ま だ 暑 い 日 が 続 き ま す ね … ．暑 い 時 期 の 運 動 は ① 朝 o r 夕 方 に す る（ 日
中 は 気 温 が 上 昇 し ， 熱 中 症 や 脱 水 症 状 に な り や す い で す ） ② 水 分 補 給 を
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こ ま め に す る ③ た く さ ん 汗 を か い た 日 は ス ポ ー ツ ド リ ン ク も O K （ 粉 末
の も の を 溶 か し て 作 る と 濃 さ や 甘 さ が 調 整 で き お す す め ） と す る よ う に
注 意 し ま し ょ う ．」， 例 ③ 「 今 日 は 寒 い と き に 家 で で き る 簡 単 な 筋 ト レ を
紹 介 し ま す ．仰 向 け に 寝 て ，両 膝 は 9 0 度 に 立 て ，脚 を 肩 幅 に 開 く（ 両 手
は 身 体 の 横 に 自 然 に 置 く ）．息 を 吐 き な が ら ゆ っ く り と お 尻 を 上 げ る（ お
尻 を 締 め る ． 肩 ・ 腰 ・ 膝 が 一 直 線 上 に な る ま で 上 げ る ．）． 息 を 吸 い な が
ら ゆ っ く り と 戻 る ．お 試 し く だ さ い ．」）．両 群 へ の 情 報 提 供 は ，T w i t t e r T M
活 用 群 に は T w i t t e r T M を ， 情 報 提 供 群 に は 電 子 メ イ ル を 介 し て お こ な っ
た ． 提 供 す る 健 康 情 報 の 内 容 は ， 両 群 で 同 一 と し ， 著 者 ら の 現 場 で の 指
導 経 験 を 基 に 設 定 し た ． な お ， 提 供 す る 情 報 量 （ 文 字 数 ） は 一 回 に つ き
1 4 0 字 以 内 と し た ．  
情 報 提 供 ＋ T w i t t e r T M 活 用 群 で は 毎 月 2 回 の 情 報 提 供 に 加 え ，T w i t t e r T M
を 活 用 し て も ら っ た ．情 報 提 供 ＋ T w i t t e r T M 活 用 群 に は ，ラ ン ダ ム 割 付 後
か ら 体 重 再 増 加 防 止 支 援 開 始 ま で に T w i t t e r T M の 使 用 方 法 に つ い て 説 明
し た 上 で ，T w i t t e r T M に 対 象 者 自 身 が 保 有 す る メ イ ル ア ド レ ス を 登 録 し て
も ら っ た ．情 報 提 供 ＋ T w i t t e r T M 活 用 群 に は ，体 重 再 増 加 防 止 支 援 期 間 中 ，
T w i t t e r T M を 通 じ て 同 一 群 内 で 自 由 に 交 流 し て も ら い ，体 重 再 増 加 防 止 に
取 り 組 む よ う 促 し た ．支 援 者 は ， T w i t t e r T M を 通 じ て 対 象 者 に 対 し 積 極 的
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に T w i t t e r T M 上 で 交 流 す る よ う 求 め た ． と く に ， 自 ら が 体 重 再 増 加 の た
め に 取 り 組 ん だ 内 容 （ 運 動 や 食 事 ） に つ い て 発 言 し ， 情 報 を 共 有 す る よ
う 適 宜 促 し た ． 対 象 者 が 支 援 者 か ら の 健 康 情 報 を 確 認 し て い る か 否 か を
把 握 す る た め に ， 対 象 者 に は ， 確 認 し た 健 康 情 報 （ 研 究 担 当 者 の 発 言 ）
を 「 い い ね 」 登 録 す る よ う 指 示 し た ． な お ， 体 重 再 増 加 防 止 支 援 開 始 以
前 か ら T w i t t e r T M を 利 用 し た こ と の あ る 者 は い な か っ た ．  
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第 8 章  研 究 課 題 1 - 1 - a  
【 関 連 論 文 】  
若 葉 京 良 ,  片 山 靖 富 ,  笹 井 浩 行 ,  田 中 喜 代 次 .  日 本 の 成 人 男 女 が 減 量 支
援 プ ロ グ ラ ム に 対 し て 抱 く ニ ー ズ ～ イ ン タ ー ネ ッ ト 調 査 の 結 果 を 用 い た
記 述 的 研 究 ～ :  肥 満 研 究 ,  2 2 ( 3 ) :  1 9 5 - 2 0 6 ,  2 0 1 6 .  
 
第 1 節  目 的  
 減 量 教 室 の 効 果 （ 減 量 効 果 や 途 中 離 脱 率 の 抑 制 ） に 影 響 を 及 ぼ す 要 因
と し て ， 減 量 支 援 プ ロ グ ラ ム の 教 育 条 件 （ 講 義 形 式 （ 集 団 型 や 個 別 型 ），
週 当 た り の 支 援 頻 度 ， 教 室 の 開 催 期 間 な ど ） が 挙 げ ら れ る ． 先 行 研 究 で
は 週 当 た り の 支 援 頻 度 を 増 や す ， 教 室 の 開 催 期 間 を 延 長 す る な ど 教 育 条
件 を 充 実 さ せ る こ と で ， よ り 大 き な 減 量 効 果 が 得 ら れ る と 報 告 さ れ て い
る （ 片 山 ら ,  2 0 1 3 ）． 一 方 で ， 教 育 条 件 を 充 実 さ せ た と し て も ， あ る 一 定
以 上 の 効 果 は 得 ら れ な い 例 も 報 告 さ れ て い る こ と か ら （ R o s s  &  J a n s s e n ,  
2 0 0 1 ），教 育 条 件 以 外 に も 減 量 効 果 に 影 響 を 及 ぼ す 要 因 が 存 在 す る と 考 え
ら れ る ．  
こ れ ま で に ， 教 室 参 加 者 の 減 量 ニ ー ズ と 教 室 の 効 果 に 関 す る 研 究 は い
く つ か な さ れ て い る ． そ れ ら の 研 究 に よ る と ， 内 容 の 異 な る 複 数 の 減 量
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教 室 を 参 加 者 に 自 由 選 択 す る よ う 求 め た 結 果 ， 希 望 通 り の 教 室 を 選 択 で
き た 参 加 者 は ， 選 択 で き な か っ た 参 加 者 と 比 べ て ， 体 重 減 少 量 が 大 き い
だ け で な く 出 席 率 が 高 く ， 途 中 離 脱 率 が 低 か っ た と 報 告 さ れ て い る
（ J o l l y  e t  a l . ,  2 0 1 1 ;  片 山 ら ,  2 0 1 3 ）． こ こ か ら ， 出 席 率 の 向 上 と 途 中 離 脱
率 の 抑 制 に は ， 支 援 方 法 や 形 態 な ど に 対 す る 参 加 者 の 希 望 （ ニ ー ズ ） を
考 慮 す る 必 要 性 を 指 摘 し て い る ．田 中（ 2 0 1 7 ）に よ る と ，B M I が 2 5  k g / m 2
に 満 た な く て も 減 量 を 希 望 す る 者 が 多 い こ と を 示 し て い る ． わ が 国 に お
け る 減 量 希 望 者 の 幅 広 い ニ ー ズ に 応 え る に は ，支 援 方 法 や 形 態 ，価 格（ 参
加 費 ） に 対 す る ニ ー ズ を 把 握 す る 必 要 が あ る が ， そ の よ う な 調 査 報 告 は
少 な い ．  
そ こ で 本 課 題 で は ， 減 量 希 望 者 が 減 量 教 室 に 対 し て 抱 く ニ ー ズ を 明 ら
か に す る た め ，日 本 人 成 人 男 女 に 対 し イ ン タ ー ネ ッ ト 調 査 を お こ な っ た ． 
 
第 2 節  方 法  
1 .  対 象 （ 回 答 ） 者 お よ び 調 査 方 法  
回 答 者 の 抽 出 方 法 は 図 2 に 示 し た ．イ ン タ ー ネ ッ ト 調 査 会 社（ 以 下 ， I
社 ）の イ ン タ ー ネ ッ ト 調 査 モ ニ タ に 登 録 す る 1 , 1 4 0 , 0 1 2 名（ 男 性： 4 4 4 , 9 8 7
名 ， 女 性 ： 6 9 5 , 0 2 5 名 ； 2 0 1 3 年 5 月 1 日 現 在 ） か ら ， 2 0 ～ 6 9 歳 の モ ニ タ
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1 7 , 5 7 9 名 （ 男 性 ： 7 , 7 8 3 名 ， 女 性 ： 9 , 7 9 6 名 ） を 無 作 為 に 抽 出 し ， ス ク リ
ー ニ ン グ 調 査 を お こ な っ た ． ス ク リ ー ニ ン グ 調 査 は 2 段 階 で 構 成 し た ．
ま ず ， 美 容 ， フ ァ ッ シ ョ ン ， ダ イ エ ッ ト の 各 々 に つ い て 興 味 が あ る か を
調 査 し ，ダ イ エ ッ ト に 興 味・関 心 が あ る と 回 答 し た 者 を 抽 出 し た ．な お ，
本 調 査 で は 体 重 減 少 や 減 量 を 一 般 の 人 々 に 明 瞭 に 伝 え る た め に ， ダ イ エ
ッ ト と い う 語 を あ え て 用 い た ． 次 に ， ダ イ エ ッ ト プ ロ グ ラ ム （ 教 室 ） に
参 加 し て み た い か に つ い て 調 査 し ， 有 料 ・ 無 料 問 わ ず 参 加 し て み た い と
回 答 し た 5 , 2 2 6 名 （ 男 性 ： 1 , 4 7 2 名 ， 女 性 ： 3 , 7 5 4 名 ） に 本 調 査 の U R L を
電 子 メ イ ル に て 送 付 し た ． 本 調 査 に は ， 3 , 9 5 4 名 か ら 回 答 が あ っ た が ，
有 効 回 答 は 2 , 5 7 0 名 か ら 得 ら れ た ． 有 効 回 答 が 得 ら れ た 2 , 5 7 0 名 か ら 無
作 為 に 抽 出 し た 1 , 0 3 0 名 （ 男 性 ： 2 8 5 名 ， 女 性 ： 7 4 5 名 ） を 本 研 究 の 分 析
対 象 と し た ．  
な お ， I 社 の モ ニ タ は ， 性 ， 年 齢 ， 住 所 ， メ イ ル ア ド レ ス 等 を 登 録 し
て お り ， そ れ に よ っ て I 社 は ， 登 録 情 報 の 虚 偽 申 請 や ， 同 一 人 物 に よ る
モ ニ タ の 重 複 登 録 お よ び 架 空 の メ イ ル ア ド レ ス に よ る 登 録 な ど を 利 用 し
た 同 一 人 物 の 重 複 回 答 を 防 止 し ， イ ン タ ー ネ ッ ト 調 査 に お け る 回 答 結 果
の 信 頼 性 を 確 保 し て い る ．   
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図 2  回 答 者 の 抽 出 方 法  
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2 .  倫 理 的 配 慮  
本 調 査 を 依 頼 し た I 社 は ， 日 本 マ ー ケ テ ィ ン グ リ サ ー チ 協 会 マ ー ケ テ
ィ ン グ リ サ ー チ 綱 領 に 基 づ き 調 査 を 受 託 し て い る ． 対 象 者 （ モ ニ タ ） の
個 人 情 報 の 管 理 お よ び 保 護 責 任 は 全 て I 社 に あ り ， I 社 と モ ニ タ と の 間
で 契 約 が 取 り 交 わ さ れ て い る ． 著 者 ら は ， 個 人 を 特 定 し う る 情 報 を 含 ま
な い 調 査 回 答 の み し か 知 り 得 な い こ と か ら ， モ ニ タ の 個 人 情 報 は 保 護 さ
れ て い る ． ま た ， I 社 で は イ ン タ ー ネ ッ ト 調 査 の 回 答 は モ ニ タ の 自 由 意
思 に よ る も の で あ り ， イ ン タ ー ネ ッ ト 調 査 の 回 答 を も っ て 調 査 協 力 の 同
意 を 得 た も の と 定 め て い る ． 本 研 究 は ， 皇 學 館 大 学 研 究 倫 理 委 員 会 の 承
認 を 得 て お こ な わ れ た （ 承 認 日 ： 平 成 2 5 年 5 月 2 4 日 ， 承 認 番 号 ： 1 ）．  
 
3 .  調 査 方 法  
 減 量 教 室 に 対 す る ニ ー ズ に つ い て は ， 第 4 章 第 1 節 に 示 し た 方 法 に よ
り 調 査 し た ．  
 
4 .  統 計 解 析  
減 量 教 室 に 対 す る ニ ー ズ に 関 し て は ，性 差 の 存 在 が 予 想 さ れ る た め（ 住
信 S B I ネ ッ ト 銀 行 ,  2 0 1 1 ;  厚 生 労 働 省 ,  2 0 1 4 ）， 本 研 究 で は 調 査 結 果 を す
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べ て 性 別 に 集 計 し た ． 希 望 す る 減 量 教 室 の 提 供 団 体 に よ っ て 教 室 内 容 に
関 す る 希 望 も 異 な る こ と が 予 想 さ れ る た め ， 減 量 方 法 や 支 援 形 態 等 の 結
果 に つ い て は ， 性 お よ び 希 望 す る 教 室 提 供 団 体 別 に 集 計 し た ． さ ら に ，
居 住 地 域 の 特 徴 （ 都 市 圏 と 地 方 ） が 健 康 行 動 や 平 均 所 得 と 関 連 す る と の
報 告 が あ る た め （ B a l l  e t  a l . ,  2 0 0 7 ;  S h i b a t a  e t  a l . ,  2 0 0 9 ;  T r a p p  e t  a l . ,  2 0 1 5 ;  
総 務 省 ,  2 0 1 3 ）， 教 室 の 開 催 会 場 ま で の ア ク セ ス 方 法 と 教 室 参 加 費 の 価 格
感 に つ い て は ， 性 お よ び 居 住 地 域 別 （ 都 市 圏 ： 東 京 都 ， 大 阪 府 ， 愛 知 県
の 三 都 府 県 ， 地 方 ： 東 京 都 ， 大 阪 府 ， 愛 知 県 以 外 の 道 府 県 ） に 結 果 を 集
計 し た ． 調 査 結 果 で 回 答 頻 度 が 少 な い 選 択 肢 に つ い て は ， 類 似 の 選 択 肢
と 結 果 を ま と め た ． 連 続 変 数 は 平 均 値  ±  標 準 偏 差 で ， 離 散 変 数 は 度 数
（ 割 合 ） で 示 し た ． 連 続 変 数 の 比 較 に は 対 応 の な い t 検 定 を ， 離 散 変 数
で は χ 2 検 定 を 施 し た ． 統 計 処 理 に は S P S S  S t a t i s t i c s  2 2 . 0 ,  f o r  W i n d o w s
（ I B M 社 製 ） を 用 い ， 統 計 学 的 有 意 水 準 は 5 % 未 満 （ P  <  0 . 0 5 ） に 設 定 し
た ．  
教 室 参 加 費 の 価 格 感 に つ い て は ， 価 格 に 関 す る 4 つ の 質 問 （ 高 い と 感
じ る 価 格 ， 安 い と 感 じ る 価 格 ， こ れ 以 上 高 い と 高 す ぎ て 教 室 に 参 加 し た
く な い と 感 じ る 価 格 ， こ れ 以 上 安 い と 安 す ぎ て 効 果 が 出 る か 不 安 と 感 じ
る 価 格 ） の 回 答 結 果 か ら ， 価 格 感 度 分 析 を 施 し ， 上 限 価 格 （ こ の 価 格 を
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超 え る と 参 加 費 が 高 す ぎ て 教 室 に 参 加 で き な い ），下 限 価 格（ こ の 価 格 を
下 回 る と 参 加 費 が 安 す ぎ て 不 安 を 感 じ る ），理 想 価 格（ 価 格 に 対 す る 抵 抗
感 が 最 も 弱 く ， 多 く の 人 に 受 け 入 れ ら れ や す い ）， 妥 協 価 格 （「 高 い 」 と
も 「 安 い 」 と も 感 じ に く い ） を 算 出 し た ．  
 
第 3 節  結 果  
1 .  身 体 的 特 徴 と 社 会 経 済 的 特 徴  
回 答 者 の 身 体 的 特 徴 お よ び 社 会 経 済 的 特 徴 を 表 1 に 示 し た ． 回 答 者 は
女 性 が 7 2 . 3 % を 占 め ，女 性 で は 3 0 歳 台（ 2 7 . 4 % ），男 性 で は 4 0 歳 台（ 3 2 . 3 % ）
の 回 答 者 が 最 も 多 か っ た ． ま た ， B M I が 2 5  k g / m 2 以 上 の 肥 満 者 は 全 体 で
2 3 . 7 ％ ， 性 別 で は 男 性 が 4 4 . 9 % ， 女 性 が 1 5 . 6 % を 占 め た ．  
就 労 状 況 に つ い て は ，男 性 で 正 規 雇 用（ 6 8 . 8 % ），女 性 で 専 業 主 婦（ 3 6 . 8 % ）
が 最 も 多 か っ た ． 最 終 学 歴 に つ い て は ， 男 性 で は 4 年 制 大 学 （ 5 4 . 7 % ）
が 最 も 多 く ，女 性 で は 4 年 制 大 学（ 3 4 . 1 % ）と 専 門 学 校・短 期 大 学（ 3 4 . 0 % ）
が 多 か っ た ．最 終 学 歴 が 4 年 制 大 学 で あ っ た 者 は 全 体 の 3 9 . 8 % を 占 め た ．
世 帯 年 収 に つ い て は ， 男 性 で は 6 0 0 ～ 8 0 0 万 円 未 満 （ 2 1 . 4 % ）， 8 0 0 ～ 1 2 0 0
万 円 未 満 （ 2 0 . 4 % ）， 4 0 0 ～ 6 0 0 万 円 未 満 （ 2 0 . 0 % ） の 順 に 多 く ， 女 性 で は
4 0 0 ～ 6 0 0 万 円 未 満 （ 2 4 . 6 % ） が 最 も 多 か っ た ．  
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2 .  減 量 教 室 に 対 す る ニ ー ズ  
減 量 教 室 に 対 す る ニ ー ズ 調 査 の 結 果 の う ち ， 支 援 形 態 や 支 援 頻 度 に つ
い て 性 お よ び 希 望 す る 開 催 団 体 で 層 別 し た ク ロ ス 集 計 を 表 2 に 示 し た ．
希 望 す る 減 量 方 法 に つ い て ， 男 女 と も 運 動 実 践 と 食 習 慣 改 善 の 併 用 （ 併
用 支 援 ） を 希 望 し た 者 が 最 も 多 か っ た （ 男 性 ： 5 5 . 8 % ， 女 性 ： 6 4 . 2 % ）．
運 動 実 践 の み の 希 望 者 は 全 体 の 2 3 . 9 %（ 男 性 ： 2 5 . 3 % ， 女 性 ： 2 3 . 4 % ）， 食
習 慣 改 善 の み を 希 望 し た 者 は 全 体 の 1 3 . 4 %（ 男 性 ： 1 8 . 2 % ，女 性 ： 1 1 . 5 % ）
で あ っ た ．支 援 形 態 は 対 面 式 の 個 別 型（ 男 性 ： 3 2 . 6 % ，女 性 ： 3 6 . 0 % ）を ，
支 援 頻 度 は 週 1 回 （ 男 性 ： 3 5 . 4 % ， 女 性 ： 3 5 . 7 % ） を ， 支 援 期 間 は 1 2 週
間 （ 男 性 ： 2 7 . 0 % ， 女 性 ： 3 8 . 7 % ） を 希 望 す る 者 が 最 も 多 か っ た ． 運 動 種
目 に つ い て は ， 男 性 の 2 8 . 1 % が 筋 力 ト レ ー ニ ン グ を ， 女 性 の 3 3 . 8 % が ヨ
ガ ・ ス ト レ ッ チ を 希 望 し て い た ． な お ， 支 援 形 態 や 支 援 頻 度 に つ い て ，
性 お よ び 肥 満 者・非 肥 満 者 で 層 別 し た ク ロ ス 集 計 は A p p e n d i c e s に 示 し た ． 
教 室 の 提 供 元 に つ い て は ， 男 女 と も ス ポ ー ツ ク ラ ブ ・ フ ィ ッ ト ネ ス ク
ラ ブ （ 男 性 ： 4 2 . 5 % ， 女 性 ： 4 5 . 2 % ） を 希 望 す る 者 が 最 も 多 か っ た ． ス ポ
ー ツ ク ラ ブ ・ フ ィ ッ ト ネ ス ク ラ ブ で の 教 室 提 供 希 望 者 で は ， 男 女 と も 減
量 方 法 は 併 用 支 援 （ 男 性 ： 5 1 . 2 % ， 女 性 ： 6 5 . 6 % ）， 支 援 形 態 は 個 別 型 （ 男
性：3 6 . 4 % ，女 性：3 8 . 9 % ），支 援 頻 度 は 週 1 回（ 男 性：3 0 . 6 % ，女 性：3 5 . 6 % ），
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支 援 期 間 は 1 2 週 間 （ 男 性 ： 2 9 . 8 % ， 女 性 ： 4 2 . 1 % ）， 1 回 あ た り の 支 援 時
間 は 6 0 分 （ 男 性 ： 4 4 . 6 % ， 女 性 ： 6 0 . 2 % ） を 回 答 す る 者 が 多 か っ た ． 運
動 種 目 は 男 性 で 筋 力 ト レ ー ニ ン グ （ 3 4 . 7 % ）， 女 性 で ヨ ガ ・ ス ト レ ッ チ
（ 4 2 . 1 % ） を 希 望 す る 者 が 最 も 多 か っ た ． 都 市 圏 居 住 者 と 地 方 居 住 者 の
そ れ ぞ れ で 層 別 解 析 を お こ な っ た 結 果 ， 都 市 ・ 地 方 に か か わ ら ず ス ポ ー
ツ ク ラ ブ ・ フ ィ ッ ト ネ ス ク ラ ブ で 教 室 の 提 供 を 希 望 す る 者 が 多 い 傾 向 に
あ っ た（ 都 市 圏 居 住 者： 4 2 . 9 % ，地 方 居 住 者： 4 2 . 3 % ，P  =  0 . 0 2；χ 2 検 定 ）．
な お ， 市 町 村 （ 行 政 ） や 病 院 で 教 室 の 提 供 を 希 望 す る 者 は ， フ ィ ッ ト ネ
ス ク ラ ブ を 希 望 す る 者 と 同 様 ，週 1 回 ， 6 0 分 ， 1 2 週 間 の 運 動 実 践 と 食 習
慣 改 善 を 併 用 し た 個 別 対 応 を 受 け る こ と を 望 む 傾 向 に あ っ た ． た だ し ，
大 学 ・ 研 究 機 関 で 教 室 の 提 供 を 希 望 す る 男 性 の み ， 個 別 型 と 集 団 型 の 併
用 （ 2 8 . 8 % ） や 非 対 面 式 （ 3 6 . 5 % ） の 支 援 形 態 を 望 ん で い た ．  
希 望 す る 曜 日 ・ 時 間 帯 や 開 催 会 場 ま で の ア ク セ ス 方 法 に つ い て 性 お よ
び 都 市 圏 居 住 者 と 地 方 居 住 者 で 層 別 し た ク ロ ス 集 計 を 表 3 に 示 し た ． 希
望 す る 曜 日 ・ 時 間 帯 に つ い て は ， 男 性 全 体 で は 平 日 の 夜 （ 2 7 . 4 % ） や 土
日 祝 の 午 前 中 （ 2 4 . 6 % ） を 希 望 す る 者 が 多 く ， 女 性 全 体 で は 平 日 の 午 前
中 （ 2 8 . 5 % ） を 希 望 す る 者 が 最 も 多 か っ た ． 都 市 圏 居 住 者 と 地 方 居 住 者
で 比 較 し た と こ ろ ， 都 市 圏 居 住 の 男 性 は 土 日 祝 日 の 午 前 （ 2 8 . 6 ％ ）， 平 日
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の 夜 （ 2 5 . 9 ％ ） の 順 に ， 地 方 居 住 の 男 性 は 平 日 の 夜 （ 2 8 . 4 % ）， 土 日 祝 の
午 前 （ 2 3 . 1 % ） の 順 に 回 答 者 が 多 か っ た ． 都 市 圏 ・ 地 方 居 住 の 女 性 は ，
平 日 の 午 前 （ 都 市 圏 居 住 女 性 ： 2 6 . 9 % ， 地 方 居 住 女 性 ： 2 9 . 1 % ）， 平 日 の
夜 （ 都 市 圏 居 住 女 性 ： 1 8 . 5 % ， 地 方 居 住 女 性 ： 1 6 . 8 % ） の 順 で 回 答 者 が 多
か っ た ．  
教 室 の 開 催 会 場 ま で の ア ク セ ス 方 法 に つ い て は ， 主 に 徒 歩 の 場 合 ， 男
性 で は 2 0 分 以 内（ 3 2 . 6 % ），1 0 分 以 内（ 3 0 . 9 % ）の 順 に 回 答 者 が 多 か っ た ．
女 性 で は 徒 歩 1 0 分 以 内 （ 3 8 . 5 % ） を 希 望 す る 者 が 最 も 多 か っ た ． 主 に 自
家 用 車 を 使 用 す る 場 合 ， 男 性 で は 3 0 分 以 内 （ 3 5 . 1 % ） が 最 も 多 く ， 女 性
で は こ の 方 法 で は 行 き た く な い（ 2 7 . 7 % ）と 回 答 す る 者 が 最 も 多 か っ た ．
主 に 公 共 交 通 機 関 を 使 用 す る 場 合 ， 男 女 と も 3 0 分 以 内 （ 男 性 ： 3 8 . 9 % ，
女 性 ： 3 2 . 8 % ） を 希 望 す る 者 が 最 も 多 か っ た ． こ れ ら に つ い て ， 都 市 圏
居 住 者 と 地 方 居 住 者 で 層 別 し た と こ ろ ， 都 市 圏 居 住 者 の 男 女 は 全 体 の 男
女 の 結 果 と 同 様 で あ っ た ． し か し ， 地 方 居 住 者 は ， 主 に 徒 歩 の 場 合 ， 男
女 と も 1 0 分 以 内 （ 男 性 ： 3 1 . 7 % ， 女 性 ： 3 5 . 9 % ） を ， 主 に 自 家 用 車 の 場
合 ，男 性 は 3 0 分 以 内（ 3 3 . 7 % ），女 性 は 2 0 分 以 内（ 2 7 . 6 % ），3 0 分 以 内（ 2 5 . 0 % ）
の 順 に 回 答 者 が 多 か っ た ． 主 に ， 公 共 交 通 機 関 を 使 用 す る 場 合 に つ い て
は ，対 象 者 全 体 や 都 市 圏 居 住 者 同 様 ，男 女 と も 3 0 分 以 内（ 男 性： 3 6 . 1 % ，
43 
 
女 性 ： 2 8 . 9 % ） を 希 望 す る 者 が 最 も 多 か っ た ．  
教 室 参 加 費 の 価 格 感 を 図 3 に 示 し た ． 併 用 支 援 希 望 者 に お け る 参 加 費
の 上 限 価 格 は 2 0 , 0 0 0 円 ，理 想 価 格 は 9 , 0 0 0 円 ，妥 協 価 格 は 1 0 , 0 0 0 円 ，下
限 価 格 は 3 , 0 0 0 円 で あ っ た ． な お ， 運 動 実 践 希 望 者 の 上 限 価 格 は 1 5 , 0 0 0
円 ，理 想 価 格 は 5 , 0 0 0 円 ，妥 協 価 格 は 8 , 0 0 0 円 ，下 限 価 格 は 3 , 0 0 0 円 で あ
っ た ． 食 習 慣 改 善 希 望 者 の 上 限 価 格 は 1 0 , 0 0 0 円 ， 理 想 価 格 は 5 , 0 0 0 円 ，
妥 協 価 格 は 5 , 0 0 0 円 ， 下 限 価 格 は 1 , 9 8 0 円 で あ っ た ．  
ま た ， 希 望 す る 減 量 方 法 を 問 わ ず 性 別 に 結 果 を 整 理 し た と こ ろ ， 教 室
の 参 加 費 の 上 限 価 格 は 男 性 で は 1 6 , 0 0 0 円 ， 女 性 で は 1 5 , 0 0 0 円 だ っ た ．
理 想 価 格 ， 妥 協 価 格 お よ び 下 限 価 格 は 男 女 同 じ で ， そ れ ぞ れ 7 , 0 0 0 円 ，
1 0 , 0 0 0 円 ， 3 , 0 0 0 円 で あ っ た ．   
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表 1  対 象 者 の 身 体 的 特 徴 お よ び 社 会 経 済 的 特 徴  
n （%）
年齢（歳） 43.9 ± 11.0 38.0 ± 9.9 ≺ 0.01
身長（cm） 170.7 ± 5.7 158.3 ± 5.1 ≺ 0.01
体重（kg） 73.4 ± 11.4 55.2 ± 9.8 ≺ 0.01
BMI（kg/m2） 25.2 ± 3.5 22.0 ± 3.7 ≺ 0.01
20～29歳
30～39歳
40～49歳
50～59歳
60～69歳
正規雇用
非正規雇用
（パート・アルバイト含む）
自営業/自由業
専業主婦（主夫）
学生，無職，その他
中学校，高校
専門学校，短期大学
（高専を含む）
4年制大学
大学院，その他
200万円未満
200～400万円未満
400～600万円未満
600～800万円未満
800～1200万円未満
1200万円以上
職業
n （%）
196（68.8）
平均値 ± 標準偏差（年齢，身長，体重，BMI）．
a，対応のないt検定（年齢，身長，体重，BMI）もしくはχ2検定（BMIが25 kg/m2以上の者，社会経済的特徴の各項目）
P値a
最終学歴
n （%）
74（26.0）
18（6.3）
156（54.7） 254（34.1）
23（8.1） 23（3.1）
BMIが25 kg/m2以上の者
n（%）
年齢層
n （%）
128 （44.9） 116 （15.6）
80（28.1）
世帯年収
n （%）
57（20.0） 183（24.6）
61（21.4） 95（12.8）
58（20.4） 77（10.3）
21（7.4）
144（19.3）
51（6.8）
39（13.7）
≺ 0.01
≺ 0.01
2（0.7） 274（36.8）
28（9.8） 51（6.8）
215（28.9）
24（3.2）
≺ 0.01
171（23.0）
21（7.4） 203（27.2）
38（13.3） 38（5.1）
32（11.2） 253（34.0）
男性 女性
285 （27.7） 745 （72.3）
25（8.8） 163（15.8）
身体的特徴
社会経済的特徴
≺ 0.01
25（8.8） 21（2.8）
≺ 0.01
204（19.8）
63（22.1） 75（10.1）
282（27.4）
92（32.3）
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表 2  減 量 教 室 に 対 す る ニ ー ズ 調 査 結 果  
スポーツクラブ・
フィットネスクラブ 市町村 （ 行政 ） 病院 大学・研究機関 その他 合計
スポーツクラブ・
フィットネスクラブ 市町村 （ 行政 ） 病院 大学・研究機関 その他 合計
121（42.5） 63（22.1） 48（16.8） 52（18.2） 1（0.4） 285（100） 337（45.2） 136（18.3） 151（20.3） 117（15.7） 4（0.5） 745（100）
運動実践 46（38.0） 12（19.0） 4（8.3） 10（19.2） 0（0.0） 72（25.3） 94（27.9） 33（24.3） 21（13.9） 24（20.5） 2（50.0） 174（23.4）
食習慣改善 13（10.7） 14（22.2） 14（29.2） 11（21.2） 0（0.0） 52（18.2） 22（6.5） 16（11.8） 32（21.2） 16（13.7） 0（0.0） 86（11.5）
運動実践と食習慣改善の併用 62（51.2） 36（57.1） 29（60.4） 31（59.6） 1（100.0） 159（55.8） 221（65.6） 87（64.0） 92（60.9） 76（65.0） 2（50.0） 478（64.2）
その他 0（0.0） 1（1.6） 1（2.1） 0（0.0） 0（0.0） 2（0.7） 0（0.0） 0（0.0） 6（4.0） 1（0.9） 0（0.0） 7（0.9）
対面式・個別 44（36.4） 19（30.2） 21（43.8） 9（17.3） 0（0.0） 93（32.6） 131（38.9） 47（34.6） 54（35.8） 34（29.1） 2（50.0） 268（36.0）
対面式・集団 21（17.4） 12（19.0） 4（8.3） 9（17.3） 0（0.0） 46（16.1） 72（21.4） 25（18.4） 22（14.6） 16（13.7） 0（0.0） 135（18.1）
対面式・個人と集団の併用 27（22.3） 15（23.8） 7（14.6） 15（28.8） 0（0.0） 64（22.5） 78（23.1） 34（25.0） 31（20.5） 41（35.0） 2（50.0） 186（25.0）
非対面式 29（24.0） 17（27.0） 16（33.3） 19（36.5） 1（100.0） 82（28.8） 55（16.3） 29（21.3） 43（28.5） 25（21.4） 0（0.0） 152（20.4）
月2回 18（14.9） 9（14.3） 5（10.4） 9（17.3） 1（100.0） 42（14.7） 46（13.6） 22（16.2） 23（15.2） 24（20.5） 1（25.0） 116（15.6）
週1回 37（30.6） 23（36.5） 21（43.8） 20（38.5） 0（0.0） 101（35.4） 120（35.6） 47（34.6） 60（39.7） 39（33.3） 0（0.0） 266（35.7）
週2回 30（24.8） 16（25.4） 10（20.8） 8（15.4） 0（0.0） 64（22.5） 103（30.6） 34（25.0） 31（20.5） 29（24.8） 2（50.0） 199（26.7）
4週間または8週間b 48（39.7） 24（38.1） 19（39.6） 23（44.2） 1（100.0） 115（40.4） 134（39.8） 54（39.7） 62（41.1） 44（37.6） 1（25.0） 295（39.6）
12週間 36（29.8） 14（22.2） 12（25.0） 15（28.8） 0（0.0） 77（27.0） 142（42.1） 46（33.8） 51（33.8） 47（40.2） 2（50.0） 288（38.7）
24週間 19（15.7） 14（22.2） 8（16.7） 8（15.4） 0（0.0） 49（17.2） 33（9.8） 22（16.2） 19（12.6） 19（16.2） 1（25.0） 94（12.6）
30分 28（23.1） 13（20.6） 13（27.1） 16（30.8） 0（0.0） 70（24.6） 56（16.6） 32（23.5） 41（27.2） 27（23.1） 0（0.0） 156（20.9）
60分 54（44.6） 43（68.3） 29（60.4） 27（51.9） 1（100.0） 154（54.0） 203（60.2） 74（54.4） 88（58.3） 57（48.7） 4（100.0） 426（57.2）
90分 29（24.0） 5（7.9） 4（8.3） 9（17.3） 0（0.0） 47（16.5） 66（19.6） 23（16.9） 14（9.3） 26（22.2） 0（0.0） 129（17.3）
上限価格 ¥20,000 ¥15,000 ¥18,000 ¥20,000 ¥16,000 ¥15,000 ¥13,000 ¥15,000 ¥20,000 ¥15,000
妥協価格 ¥10,000 ¥8,000 ¥8,000 ¥10,000 ¥10,000 ¥10,000 ¥7,000 ¥8,000 ¥10,000 ¥10,000
理想価格 ¥8,000 ¥5,000 ¥8,000 ¥7,000 ¥7,000 ¥7,000 ¥5,500 ¥6,000 ¥10,000 ¥7,000
下限価格 ¥3,000 ¥3,000 ¥3,000 ¥3,000 ¥3,000 ¥3,000 ¥2,000 ¥3,000 ¥5,000 ¥3,000
ダンス・エアロビクス 4（3.3） 1（1.6） 1（2.1） 1（1.9） 0（0.0） 7（2.5） 55（16.3） 22（16.2） 14（9.3） 22（18.8） 1（25.0） 114（15.3）
ウォーキング 14（11.6） 16（25.4） 8（16.7） 3（5.8） 0（0.0） 41（17.7） 23（6.8） 18（13.2） 13（8.6） 15（12.8） 0（0.0） 69（10.6）
水泳・水中運動 9（7.4） 6（9.5） 5（10.4） 8（15.4） 0（0.0） 28（12.1） 28（8.3） 16（11.8） 17（11.3） 8（6.8） 0（0.0） 69（10.6）
筋力トレーニング 42（34.7） 13（20.6） 9（18.8） 16（30.8） 0（0.0） 80（28.1） 50（14.8） 16（11.8） 23（15.2） 15（12.8） 2（50.0） 106（14.2）
ヨガ・ストレッチ 13（10.7） 4（6.3） 4（8.3） 6（11.5） 0（0.0） 27（9.5） 142（42.1） 38（27.9） 40（26.5） 31（26.5） 1（25.0） 252（33.8）
a, χ2検定．b,  回答頻度が等しかったため合計し，表記した．c, 回答頻度が低いため分析できなかった．
―
c
P値a
0.194
―
0.043
0.303
0.524
0.083
≺ 0.01
P値a
0.07
0.202
0.613
0.78
n（%）
男性
285（27.7）
運動種目
n（%）
減量方法
n（%）
指導形態
n（%）
指導頻度
n（%）
指導期間
n（%）
1回あたりの指導時間
n（%）
プログラム参加費
の価格感 ―
c
745（72.3）
女性
―
0.025
0.042
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都市圏居住者 地方居住者 合計 都市圏居住者 地方居住者 合計
77（27.0） 208（73.0） 216（29.0） 529（71.0）
平日・午前 5（6.5） 19（9.1） 24（8.4） 58（26.9） 154（29.1） 212（28.5）
平日・夜 20（25.9） 59（28.4） 79（27.7） 40（18.5） 89（16.8） 129（17.3）
土日祝・午前 22（28.6） 48（23.1） 70（24.6） 35（16.2） 83（15.7） 118（15.8）
土日祝・午後 14（18.1） 35（16.8） 49（17.2） 25（11.6） 62（11.7） 87（11.7）
土日祝・夜 8（10.4） 20（9.6） 28（9.8） 9（4.2） 15（2.8） 24（3.2）
この方法では
行きたくない 4（5.2） 27（13.0） 31（10.9） 9（4.2） 53（10.0） 62（8.3）
5分以内 1（1.3） 16（7.7） 17（6.0） 17（7.9） 46（8.7） 63（8.5）
10分以内 22（28.6） 66（31.7） 88（30.9） 97（44.9） 190（35.9） 287（38.5）
20分以内 32（41.6） 61（29.3） 93（32.6） 70（32.4） 166（31.4） 236（31.7）
30分以内 12（15.6） 34（16.3） 46（16.1） 22（10.2） 66（12.5） 88（11.8）
60分以内または
それ以上 6（7.8） 4（1.9） 10（3.5） 1（0.5） 8（1.5） 9（1.2）
この方法では
行きたくない 16（20.8） 20（9.6） 36（12.6） 93（43.1） 113（21.4） 206（27.7）
5分以内，10分以内 4（5.2） 48（23.1） 52（18.2） 36（16.7） 109（20.6） 145（19.5）
20分以内 20（26.0） 53（25.5） 73（25.6） 38（17.6） 146（27.6） 184（24.7）
30分以内 30（39.0） 70（33.7） 100（35.1） 44（20.4） 132（25.0） 176（23.6）
60分以内または
それ以上 7（9.1） 17（8.2） 24（8.4） 5（2.3） 29（5.5） 34（4.6）
この方法では
行きたくない 10（13.0） 52（25.0） 62（21.8） 41（19.0） 134（25.3） 175（23.5）
5分以内，10分以内 7（9.1） 22（10.6） 29（10.2） 30（13.9） 66（12.5） 96（12.9）
20分以内 11（14.3） 31（14.9） 42（14.7） 32（14.8） 120（22.7） 152（20.4）
30分以内 36（46.8） 75（36.1） 111（38.9） 91（42.1） 153（28.9） 244（32.8）
60分以内または
それ以上 13（16.9） 28（13.5） 41（14.4） 22（10.2） 56（10.6） 78（10.5）
上限価格 ¥20,000 ¥15,000 ¥16,000 ¥15,000 ¥15,000 ¥15,000
妥協価格 ¥10,000 ¥8,500 ¥10,000 ¥10,000 ¥9,400 ¥10,000
理想価格 ¥9,900 ¥5,750 ¥7,000 ¥7,000 ¥7,000 ¥7,000
下限価格 ¥3,000 ¥3,000 ¥3,000 ¥3,000 ¥3,000 ¥3,000
a, χ2検定．b，午前: ~12:00 p.m./午後: 1:00 p.m.~ 6:00 p.m./夜: 6:00 p.m.~ 9:00 p.m.
都市圏，三大都市（東京都区部・名古屋市・大阪市）を含む都道府県．地方，東京都・大阪府・愛知県以外の道府県
0.065
≺ 0.01
≺ 0.01
主に，徒歩の場合
n（%） 0.017
主に，自家用車
を使用する場合
n（%）
0.011
主に，公共交通機関
を使用する場合
n（%）
0.340
プログラム参加費
の価格感 ― ―
0.777
曜日・時間帯b
n（%）
男性
285（27.7）
女性
745（72.3）
0.302
P値a P値a
n（%）
表 3  希 望 す る 曜 日 ・ 時 間 帯 お よ び ア ク セ ス 方 法 と 教 室 参 加 費 の 価 格 感 （ 性 お よ び 居 住 地 域 別 ）  
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図 3  減 量 教 室 に 対 す る 参 加 費 の 価 格 感   
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分 析 結 果 の 縦 軸 は 価 格 の 累 計 構 成 比 （ 累 積 回 答 者 比 率 ）， 横 軸 は 価
格 で あ る ． 価 格 の 累 計 構 成 比 と は ， あ る 価 格 の と き に 回 答 者 の 何 % が
高 い （ 安 い ） と 感 じ て い る か を 示 し て い る ． 例 え ば ， 価 格 が 0 円 の と
き 高 い と 感 じ る 人 は 0  % で あ り ， 安 い と 感 じ る 人 は 1 0 0  % で あ る ． 分
析 結 果 は ，「 高 す ぎ る 」と「 安 く な い 」の 交 点 が 上 限 価 格 ，「 高 す ぎ る 」
と 「 安 す ぎ る 」 の 交 点 が 理 想 価 格 ，「 高 く な い 」「 安 く な い 」 の 交 点 が
妥 協 価 格 ，「 安 す ぎ る 」と「 安 く な い 」の 交 点 が 下 限 価 格 と 解 釈 す る ．
な お ， 本 調 査 に お け る 質 問 項 目 は ， 高 い と 感 じ る 価 格 ， 安 い と 感 じ る
価 格 ， 高 す ぎ る と 感 じ る 価 格 ， 安 す ぎ る と 感 じ る 価 格 で あ っ た が ， 図
で は 各 交 点 を 明 瞭 に す る た め ，「 高 い 」 と 「 安 い 」 を 反 転 し ，「 高 く な
い 」「 安 く な い 」 と し た ．  
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第 4 節  考 察  
本 研 究 は ， 日 本 人 成 人 男 女 を 対 象 に イ ン タ ー ネ ッ ト 調 査 を お こ な い ，
減 量 教 室 に 対 し て 有 す る ニ ー ズ を 明 ら か に す る こ と を 目 的 と し た ．  
 
1 .  教 室 の 提 供 元  
減 量 教 室 に 対 す る ニ ー ズ に つ い て ， 対 象 者 の 多 く は 教 室 の 提 供 元 と し
て フ ィ ッ ト ネ ス ク ラ ブ を 希 望 し て お り ， 1 回 6 0 分 ，週 1 回 ， 1 2 週 間 の 運
動 と 食 習 慣 改 善 を 組 み 合 わ せ た 個 別 対 応 を 男 性 は 筋 力 ト レ ー ニ ン グ ， 女
性 は ヨ ガ ・ ス ト レ ッ チ で ， 料 金 は 男 性 の 場 合 ， 8 , 0 0 0 円 ， 女 性 の 場 合 ，
7 , 0 0 0 円 で 受 け る こ と を 望 ん で い た ． 市 町 村 自 治 体 の 施 設 利 用 を 望 む 者
は ， フ ィ ッ ト ネ ス ク ラ ブ と 同 様 の プ ロ グ ラ ム を 男 性 は 5 , 0 0 0 円 ， 女 性 は
5 , 5 0 0 円 で 受 け る こ と を 望 ん で い た ．  
本 研 究 の 回 答 者 は 余 暇 時 間 が 少 な い （ I s h i i  e t  a l . ,  2 0 0 9 ） と 報 告 さ れ て
い る 2 0 ～ 4 0 歳 台 の 正 規 雇 用 者 が 最 も 多 か っ た こ と か ら ，減 量 教 室 な ど の
事 業 や イ ベ ン ト に 参 加 す る 時 間 が 限 ら れ た 集 団 で あ っ た ． そ の こ と が ，
週 1 回 ， 1 回 あ た り 6 0 分 ， 1 2 週 間 と い う 低 頻 度 ，短 時 間 ，短 期 間 の 教 室
を 希 望 し た 者 が 多 く な っ た と 考 え ら れ る ． 3 0 ～ 5 0 歳 台 の 日 本 人 男 性 の
4 1 . 5 % が 肥 満 者 で ， 5 8 . 5 % が 運 動 習 慣 の な い 者 と さ れ て い る こ と か ら （ 厚
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生 労 働 省 ,  2 0 1 6 a ）， こ れ ら の 年 齢 は ， 生 活 習 慣 病 に 罹 患 す る リ ス ク を 保
有 し 始 め る 年 頃 と 考 え ら れ る ． 本 研 究 で は ， こ れ ら に 近 い 年 頃 の 肥 満 者
か ら 回 答 を 得 る こ と が で き た た め ， 今 後 ， よ り 効 果 的 な 健 康 づ く り 支 援
事 業 の 推 進 に 役 立 つ と 期 待 で き る ．  
教 室 の 提 供 元 と し て ， 全 回 答 者 の 4 4 . 5 % が ス ポ ー ツ ク ラ ブ ・ フ ィ ッ ト
ネ ス ク ラ ブ を 希 望 し て い た ． わ が 国 で は ス ポ ー ツ ク ラ ブ 事 業 を 展 開 す る
団 体 が 1 , 2 9 3 あ り （ 経 済 産 業 省 ,  2 0 1 7 ）， 店 舗 数 は 3 , 5 0 0 軒 超 と さ れ て い
る こ と か ら ， そ の 施 設 数 は 少 な く な い ． 一 施 設 内 で 複 数 の プ ロ グ ラ ム が
設 定 さ れ ， 時 間 を 気 に せ ず 参 加 で き る こ と か ら ， 国 民 に と っ て 利 便 性 の
高 い 施 設 で あ る ． そ の よ う な ス ポ ー ツ ク ラ ブ に よ る 教 室 提 供 を 希 望 す る
者 の 多 く は ， 運 動 実 践 と 食 習 慣 改 善 の 併 用 を 用 い た 個 別 対 応 を 希 望 し て
い た ． こ れ は ， ス ポ ー ツ ク ラ ブ の よ う な 自 身 の 都 合 の よ い 時 間 に 利 用 で
き る 施 設 に お い て ， 個 別 で よ り 丁 寧 な 支 援 を 受 け ら れ る 教 室 に 参 加 し た
い と 考 え る 者 が 多 か っ た と 推 察 さ れ る ． こ れ は 余 暇 時 間 の 少 な い 正 規 雇
用 者 に と っ て ， 大 き な 利 点 で あ ろ う ． 一 方 で ， ス ポ ー ツ ク ラ ブ で し か 上
記 の よ う な 教 室 に 参 加 す る こ と が で き な い と 認 識 す る 回 答 者 が 多 か っ た
可 能 性 も 考 え ら れ る ． 減 量 方 法 と し て ， 運 動 実 践 と 食 習 慣 改 善 の 併 用 支
援 を 希 望 す る 者 が 多 か っ た の は ， 減 量 に お け る 運 動 や 食 事 そ れ ぞ れ の 重
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要 性 を 理 解 し て い た 者 が 回 答 者 に 多 く 含 ま れ て い た た め と 考 え ら れ る ．
さ ら に ， ス ポ ー ツ ク ラ ブ と い う 運 動 実 践 を 主 目 的 と し た 施 設 で ， 運 動 だ
け で な く ， 食 習 慣 改 善 も 希 望 し て い る と い う こ と は ， 単 な る 運 動 ・ ス ポ
ー ツ ・ エ ク サ サ イ ズ の 提 供 に 留 ま ら ず ， 食 生 活 に 関 す る ア ド バ イ ス ・ 食
生 活 の 管 理 な ど も 含 め た 総 合 的 支 援 （ ト ー タ ル ・ サ ポ ー ト ） が 求 め ら れ
て い る と 言 え よ う ． 施 設 数 が 多 い こ と か ら ， 減 量 ニ ー ズ に 応 じ ， ス ポ ー
ツ ク ラ ブ で 減 量 支 援 を 展 開 す る こ と で ， よ り 大 き な 効 果 が 得 ら れ る だ け
で な く ， よ り 多 く の 人 々 の 健 康 づ く り に 貢 献 で き る 可 能 性 が あ る ．  
 
2 .  教 室 ま で の ア ク セ ス 方 法  
教 室 の 開 催 会 場 ま で の ア ク セ ス 方 法 に つ い て ，男 性 で は 徒 歩 の 場 合 2 0
分 以 内 （ 3 2 . 6 % ）， 1 0 分 以 内 （ 3 0 . 9 % ） の 順 に 回 答 者 が 多 く ， 自 家 用 車 で
は 3 0 分 以 内 を ， 女 性 は 徒 歩 1 0 分 以 内 を 希 望 し ， 自 家 用 車 で は 行 き た く
な い と 考 え て い た ．公 共 交 通 機 関 を 利 用 す る 場 合 は ，男 女 と も 3 0 分 以 内
を 希 望 し て い た ． 本 調 査 回 答 者 の 女 性 は 専 業 主 婦 が 多 か っ た ． 専 業 主 婦
の 者 は ，日 常 生 活 に お い て ，男 性 よ り も 行 動（ 移 動 ）範 囲 が 狭 い こ と（ 自
宅 近 く の ス ー パ ー へ の 買 い 物 や 子 供 の 送 迎 な ど ） が 予 想 さ れ る ． ま た ，
女 性 は 男 性 に 比 べ 自 動 車 免 許 の 保 有 率 が 低 い こ と か ら （ 警 察 庁 交 通 局 運
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転 免 許 課 ,  2 0 1 6 ）， 本 調 査 回 答 者 の 女 性 が 自 家 用 車 を 用 い た ア ク セ ス を 敬
遠 し て い た と 考 え ら れ る ． 一 方 ， 男 性 回 答 者 に は ， 正 規 雇 用 者 が 多 か っ
た こ と か ら ， 通 勤 等 で 行 動 範 囲 が 女 性 よ り も 広 く ， 自 家 用 車 や 公 共 交 通
機 関 を 利 用 す る 機 会 や 経 験 が 多 い こ と が 予 想 さ れ ， こ の こ と が ， 希 望 す
る ア ク セ ス 方 法 や 時 間 に 影 響 を 及 ぼ し た と 考 え ら れ る ． C e r v e r o （ 1 9 9 6 ）
や 石 井 ら （ 2 0 1 0 ） は 住 居 密 度 と 居 住 者 の 歩 行 ， 自 転 車 ， 公 共 交 通 機 関 の
利 用 に 関 連 が あ り ， 住 居 密 度 が 高 い 地 域 に 居 住 し て い る 者 ほ ど 活 動 的 な
通 勤 手 段（ 歩 行 ，自 転 車 な ど ）を 用 い る 傾 向 に あ る こ と を 報 告 し て い る ．
わ が 国 の 都 市 圏 居 住 者 は ，自 動 車 を 利 用 す る こ と が 少 な い（ 桑 野 と 塚 井 ,  
2 0 1 5 ）．一 方 ，地 方 居 住 者 は 自 動 車 の 利 用 が 多 く 身 体 活 動 量 が 少 な い こ と
が 報 告 さ れ て い る （ S h i b a t a  e t  a l . ,  2 0 0 9 ）． 本 研 究 の 回 答 者 に お い て も ，
住 居 密 度 が 高 い と 予 想 さ れ る 都 市 圏 居 住 者 は ， 自 家 用 車 を 用 い た ア ク セ
ス を 敬 遠 す る（ 自 家 用 車 で は 行 き た く な い ； 全 体 ： 3 7 . 2 % ，男 性 ： 2 0 . 8 % ，
女 性 ： 4 3 . 1 % ） 傾 向 に あ っ た ． 一 方 ， 地 方 居 住 者 で は ， 自 家 用 車 を 使 用
す る 場 合 ， 地 方 居 住 者 全 体 の 5 4 . 4 % が 2 0 分 以 内 （ 全 体 ： 2 7 . 0 % ， 男 性 ：
2 5 . 5 % ， 女 性 ： 2 7 . 6 % ） や 3 0 分 以 内 （ 全 体 ： 2 7 . 4 % ， 男 性 ： 3 3 . 7 % ， 女 性 ：
2 5 . 0 % ） を 希 望 し て お り ， 都 市 圏 居 住 者 に 比 べ 自 家 用 車 で の ア ク セ ス を
許 容 す る 傾 向 に あ っ た こ と か ら ， 居 住 地 域 の 違 い も 希 望 す る ア ク セ ス 方
53 
 
法 に 影 響 を 及 ぼ し た 可 能 性 が あ る ．  
 
3 .  教 室 が 開 催 さ れ る 曜 日 ・ 時 間 帯  
開 催 す る 曜 日 ・ 時 間 帯 に つ い て は ， 男 性 全 体 は 平 日 の 夜 ， 女 性 全 体 は
平 日 の 午 前 を 希 望 し て い た ． 都 市 圏 居 住 者 と 地 方 居 住 者 で 比 較 し た と こ
ろ ， 都 市 圏 居 住 の 男 性 は 土 日 祝 日 の 午 前 （ 2 8 . 6 ％ ）， 平 日 の 夜 （ 2 5 . 9 ％ ）
の 順 に ， 地 方 居 住 の 男 性 は 平 日 の 夜 （ 2 8 . 4 % ）， 土 日 祝 の 午 前 （ 2 3 . 1 % ）
の 順 に 回 答 者 が 多 か っ た ． 都 市 圏 ・ 地 方 居 住 の 女 性 は ， 平 日 の 午 前 （ 都
市 圏 居 住 女 性 ： 2 6 . 9 ％ ， 地 方 居 住 女 性 ： 2 9 . 1 ％ ）， 平 日 の 夜 （ 都 市 圏 居 住
女 性 ； 1 8 . 5 ％ ， 地 方 居 住 女 性 ： 1 6 . 8 ％ ） の 順 で 回 答 者 が 多 か っ た ． 男 性
は 正 規 雇 用 が 多 か っ た こ と か ら ， 仕 事 が 終 わ っ た 後 も し く は 休 日 ， 女 性
は 専 業 主 婦 が 多 か っ た こ と か ら ， 子 ど も が 学 校 へ 行 っ て い る 間 な ど に 教
室 へ の 参 加 を そ れ ぞ れ 希 望 し て い る と 推 察 さ れ る ．  
し た が っ て ， 参 加 者 を 募 集 す る 際 に は ， 減 量 方 法 や 支 援 形 態 だ け で な
く ， 女 性 を 対 象 と す る 際 に は ， 住 宅 街 に 近 い 会 場 や ， 公 共 交 通 機 関 に よ
る ア ク セ ス が 良 好 な 会 場 で ， 平 日 の 午 前 に 教 室 を 開 催 し ， 男 性 で は ， 自
宅 か ら 比 較 的 遠 い 場 所 で も 構 わ な い が ， 電 車 や バ ス ， 車 な ど の ア ク セ ス
が 良 好 な 会 場 で ， 夕 刻 以 降 の 時 間 に 設 定 す る こ と が 望 ま し い と い え る ．  
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4 .  教 室 参 加 費 の 価 格 感  
ス ポ ー ツ ク ラ ブ で の 教 室 提 供 を 希 望 す る 者 が 減 量 教 室 に か け ら れ る 参
加 費 の 理 想 価 格 は ， 7 , 0 0 0 円 （ 男 性 ： 8 , 0 0 0 円 ， 女 性 ： 7 , 0 0 0 円 ） で あ っ
た ． 居 住 地 域 別 に み る と ， 都 市 圏 居 住 者 の 理 想 価 格 は 8 , 0 0 0 円 （ 男 性 ：
9 , 9 0 0 円 ，女 性： 7 , 0 0 0 円 ），地 方 居 住 者 の 理 想 価 格 は 6 , 5 0 1 円（ 男 性： 5 , 7 5 0
円 ， 女 性 ： 7 , 0 0 0 円 ） こ の 結 果 は ， 先 行 研 究 で 報 告 さ れ て い る 価 格 よ り
も 約 2 倍 程 度 高 い 金 額 で あ っ た （ 住 信 S B I ネ ッ ト 銀 行 ,  2 0 1 1 ;  厚 生 労 働
省 ,  2 0 1 4 ）． 平 成 2 8 年 の 一 世 帯 あ た り の 平 均 所 得 金 額 は 5 4 5 万 8 千 円 だ
が ，平 均 所 得 以 下 の 世 帯 が 6 1 . 4 % を 占 め て い る（ 厚 生 労 働 省 ,  2 0 1 6 b ）．本
研 究 の 回 答 者 の 世 帯 年 収 は 男 性 で 6 0 0 ～ 8 0 0 万 円 ， 女 性 で 4 0 0 ～ 6 0 0 万 円
と 回 答 す る 者 が 最 も 多 く ， 日 本 人 の 平 均 所 得 で あ る 約 5 3 7 万 円 を 超 え ，
経 済 的 に 余 裕 が あ る 回 答 者 が 多 か っ た と 予 想 さ れ る ． ま た ， 本 研 究 で は
高 収 入 の 者 は 低 収 入 の 者 に 比 べ ，参 加 費 の 理 想 価 格 が 高 い 傾 向 に あ っ た ．
以 上 よ り ， 収 入 に よ っ て ダ イ エ ッ ト （ 減 量 ） の た め に か け よ う と す る 参
加 費 が 異 な る と 考 え ら れ る ． 教 室 参 加 費 を 設 定 す る 際 に は ， 想 定 す る 参
加 者 の 多 く が 無 理 な く 支 払 え る 価 格 帯 に 参 加 費 を 設 定 す る 必 要 が あ ろ う ．
ま た ， 本 研 究 で 用 い た 価 格 感 度 分 析 に お い て ， 価 格 に 対 す る 抵 抗 感 が 最
も 弱 い 価 格 で あ る ， 理 想 価 格 を 参 考 に 価 格 設 定 す る こ と で ， よ り 多 く の
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参 加 者 を 集 め る こ と が で き る と 考 え ら れ る ．  
本 課 題 に お い て ， わ が 国 の 成 人 男 女 の 多 く は ， 週 1 回 ， 6 0 分 の 運 動 と
食 事 の 併 用 支 援 を 個 別 で 受 け た い と の 減 量 ニ ー ズ を 有 し て い る こ と が 明
ら か と な っ た ． 減 量 ニ ー ズ に 応 じ た プ ロ グ ラ ム を 活 用 し た 減 量 教 室 を 開
催 す る こ と に よ っ て ， 参 加 者 数 を 増 や し ， 減 量 効 果 を 大 き く で き る 可 能
性 が あ る ． し か し な が ら ， 複 数 回 に わ た る 対 面 式 の 集 団 支 援 は 個 別 支 援
に 比 べ ， 減 量 効 果 が 大 き い と の 報 告 （ R e n j i l i a n  e t  a l . ,  2 0 0 1 ） や ， 希 望 に
応 じ た （ 自 由 に 教 室 を 選 択 で き た ） と し て も ， 支 援 頻 度 が 少 な い と 効 果
が 小 さ く な る こ と を 示 唆 す る 報 告 （ 片 山 ら ,  2 0 1 3 ） が あ る こ と か ら ． 減
量 ニ ー ズ が ど の 程 度 減 量 効 果 に 影 響 を 及 ぼ す か 今 後 検 証 す べ き あ ろ う ．
ま た ， 健 康 づ く り 支 援 事 業 ・ イ ベ ン ト 参 加 者 を 増 や す こ と が 課 題 に な っ
て い る こ と か ら ， 参 加 者 数 の 増 加 に 寄 与 し 得 る か 否 か ， 価 格 ニ ー ズ に 応
じ た 減 量 教 室 の 提 供 の 可 能 性 な ど ， 減 量 ニ ー ズ に 応 じ た 減 量 教 室 の 有 用
性 を 多 面 的 に 検 討 す る 必 要 が あ る ．  
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第 9 章  研 究 課 題 1 - 1 - b  
第 1 節  目 的  
課 題 1 - 1 - a で は ， 日 本 人 成 人 男 女 が 1 回 6 0 分 ， 週 1 回 の 運 動 と 食 事 を
組 み 合 わ せ た 支 援 を 1 2 週 間 に わ た っ て 受 け ら れ る 減 量 教 室 に 参 加 し た
い と の 減 量 ニ ー ズ を 有 し て い る こ と が 明 ら か に な っ た ． こ の 結 果 は ， 肥
満 女 性 の み で 集 計 し て も 同 様 で あ っ た ． そ こ で 課 題 1 - 1 - b で は ， こ れ ら
の 減 量 ニ ー ズ を 考 慮 し た 減 量 教 室 を 肥 満 女 性 に 提 供 す る こ と で ， 減 量 効
果 と 減 量 後 の 体 重 維 持 効 果 ， プ ロ グ ラ ム へ の 継 続 率 に ど の よ う な 影 響 を
及 ぼ す か に つ い て ， 検 討 を 進 め て い く こ と と し た ．  
J o l l y  e t  a l（ 2 0 1 1 ） や 片 山 ら （ 2 0 1 3 ） は ， 複 数 の 教 室 か ら 参 加 者 に 自 由
に 選 択 し て も ら う こ と に よ っ て ， 参 加 者 の 減 量 ニ ー ズ と 教 室 の 効 果 の 関
係 を 検 討 し て い る ． し か し ， 先 行 研 究 で 活 用 さ れ て い る 教 室 は 減 量 ニ ー
ズ を 考 慮 し て 立 案 さ れ た も の で は な い ．  
本 課 題 で は ， 課 題 1 - 1 - a の 調 査 結 果 を 考 慮 し た 減 量 教 室 （ 個 別 型 ） と
集 団 型 の 減 量 教 室 の 効 果 を 比 較 検 討 す る こ と を 目 的 と し た ．  
 
第 2 節  方 法  
1 .  対 象 者 お よ び 群 分 け  
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参 加 者 は 成 人 （ 2 0 ～ 6 4 歳 ） 女 性 で ， 体 格 指 数 （ b o d y  m a s s  i n d e x :  B M I ）
が 2 5  k g / m 2 以 上 の 肥 満 ま た は ， 肥 満 で な く と も メ タ ボ リ ッ ク シ ン ド ロ ー
ム の 評 価 項 目 （ 腹 囲 ： 9 0  c m 以 上 ， 血 圧 高 値 ： 収 縮 期 血 圧 が 1 3 0  m m H g
以 上 ま た は 拡 張 期 血 圧 が 8 5  m m H g 以 上 ，脂 質 異 常 症 ： 血 中 の 高 比 重 リ ポ
蛋 白 コ レ ス テ ロ ー ル （ H D L C ） 濃 度 が 4 0  m g / d L 未 満 ま た は 空 腹 時 の 血 中
中 性 脂 肪（ T G ）濃 度 が 1 5 0  m g / d L 以 上 ，血 糖 高 値（ 空 腹 時 の 血 糖（ F P G ）
が 1 1 0  m g / d L 以 上 ））の い ず れ か に 該 当 す る な ど ，主 治 医 や 健 康 診 断 結 果
よ り 減 量 す る こ と が 望 ま し い と 判 断 さ れ ， 食 習 慣 の 改 善 お よ び 運 動 の 実
践 に よ る 減 量 が 禁 忌 で な い 者 と し た ．  
 参 加 者 は ， 三 重 県 伊 勢 市 お よ び 伊 勢 市 近 隣 の 地 域 情 報 誌 を 通 じ て 自 ら
の 意 思 で 集 ま っ た ． な お ， 減 量 教 室 へ の 参 加 申 込 は ， 教 室 専 用 の 携 帯 電
話 に ， 希 望 者 が 自 ら 電 話 す る こ と で お こ な っ た ． 減 量 ニ ー ズ を 考 慮 し た
個 別 講 義 型 の 減 量 教 室 は 2 0 1 4 年 度 に 1 回 開 催 し ， 1 2 名 を 個 別 型 群 と し
た ． 一 方 ， 対 照 群 と し て 設 定 し た 集 団 講 義 型 の 減 量 教 室 は ， 2 0 0 9 年 度 お
よ び 2 0 1 0 年 度 に そ れ ぞ れ 1 回 開 催 し ， 合 計 で 4 2 名 を 集 団 型 群 と し た ．  
 す べ て の 参 加 者 に は 教 室 参 加 に 先 立 ち ， 本 活 動 の 目 的 と 教 室 の 内 容 に
つ い て 説 明 し ， 書 面 に て 本 活 動 の 参 加 の 同 意 を 得 た ． な お ， 本 活 動 は 皇
學 館 大 学 研 究 倫 理 委 員 会 の 承 認 を 得 て お こ な っ た（ 承 認 日 ： 平 成 2 5 年 5
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月 2 4 日 ， 承 認 番 号 ： 2 3 0 2 ）．  
2 .  測 定 項 目 お よ び 方 法  
年 齢 と 身 体 的 特 徴  
年 齢 は ， 生 年 月 日 を 自 己 申 告 し て も ら う こ と で ， 減 量 教 室 開 始 前 の 測
定 時 点 で の 年 齢 を 算 出 し た ． 身 長 は 身 長 計 （ Y G 2 0 0 ， ヤ ガ ミ 社 製 ） を 用
い ， 0 . 1  c m 単 位 で 測 定 し た ． 体 重 ， 体 脂 肪 率 は 体 組 成 計 （ H B F - 1 9 0 ， タ
ニ タ 社 製 ） を 用 い ， そ れ ぞ れ 0 . 0 1  k g 単 位 ， 0 . 1 % 単 位 で 測 定 し た ． 腹 囲
（ へ そ 位 ） は 非 伸 縮 性 の メ ジ ャ ー を 用 い ， 0 . 1  c m 単 位 で 測 定 し た ． こ れ
ら は 教 室 開 始 前 と 終 了 直 後 に 測 定 し ， 教 室 後 か ら 一 年 後 の 時 点 で は ， 電
話 聴 取 （ 個 別 型 群 ） ま た は 質 問 票 の 郵 送 （ 集 団 型 群 ） に よ る 自 己 申 告 に
て 調 査 し た ． B M I は 身 長 （ m ） を 体 重 （ k g ） の 2 乗 で 除 す こ と に よ っ て
算 出 し た ．   
 
3 .  減 量 教 室 の 内 容  
減 量 教 室 の 詳 細 な 内 容 は 第 5 章 第 2 節 に 詳 述 し た ． 課 題 1 - 1 - b で は ，
講 義 形 態 の 違 い に よ り ， 集 団 （ 支 援 者 1 名 と 参 加 者 複 数 名 ） で 講 義 を 受
け る 集 団 型 群 と 個 別 （ 支 援 者 と 参 加 者 そ れ ぞ れ 1 名 ） で 講 義 を 受 け る 個
別 型 群 の 2 群 に 分 け た も の の ， 教 室 に て 提 供 す る 情 報 内 容 は す べ て 統 一
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し た ．両 群 間 で 講 義 内 容 が 異 な る こ と の な い よ う ，提 供 す る 資 料 や 知 識 ・
情 報 は す べ て 同 一 と し た ． 集 団 型 群 の 講 義 は 1 名 （ 減 量 支 援 ・ 健 康 教 育
に 長 け た 大 学 教 員 ） で お こ な い ， 個 別 型 群 の 講 義 は 3 名 （ 減 量 支 援 ・ 健
康 教 育 に 長 け た 大 学 教 員 1 名 ， 管 理 栄 養 士 1 名 ， 健 康 運 動 指 導 士 1 名 ）
で 分 担 し て お こ な っ た ． 個 別 型 群 の 講 義 で は ， 講 義 担 当 者 の 違 い に よ る
影 響 が 生 じ な い よ う ， そ れ ぞ れ の 講 義 回 数 が 均 等 に な る よ う 留 意 し た ．  
 対 象 者 が 参 加 し た 減 量 教 室 は ，皇 學 館 大 学 へ の 来 学・講 義 型 で あ っ た ．
対 象 者 は ， 1 回 6 0 分 の 教 室 に 最 大 で 1 2 回 参 加 し た ． 個 別 型 群 に は ， 毎
週 1 回 ，月 曜 日 か ら 土 曜 日 の 朝 9 時 ～ 1 8 時 ま で の 時 間 帯 で ，対 象 者 個 人
の 都 合 に 合 わ せ て 教 室 を 開 催 し た ． 集 団 型 の 教 室 は ， 毎 週 1 回 ， 火 曜 日
の 1 5 時 ～ 1 7 時 ま で の 時 間 帯 に 来 学 し て も ら う こ と で 教 室 を 開 催 し た ．
な お ， 集 団 型 と 個 別 型 の 減 量 教 室 は そ れ ぞ れ 異 な る 時 期 に 対 象 者 を 募 集
し ， 教 室 を 開 催 し た ． 両 群 へ の 教 授 内 容 は こ れ ま で に 3 ヵ 月 間 で 7 ～ 8 %
以 上 の 減 量 を 達 成 し て い る プ ロ グ ラ ム を 活 用 し た ． プ ロ グ ラ ム の 内 容 は
食 習 慣 の 改 善 と 運 動 実 践 と し ， そ の 内 容 は 第 5 章 第 2 節 に 詳 述 し た ．   
 
4 .  統 計 解 析  
 結 果 は ， 平 均 値  ±  標 準 偏 差 で 表 し た ． 教 室 前 か ら 教 室 後 に か け て の
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身 体 的 特 徴 の 変 化 に つ い て の 解 析 に は ， 教 室 期 間 中 の 途 中 離 脱 者 を 解 析
対 象 か ら 除 外 し た ． ま た ， 教 室 後 か ら 1 年 後 に か け て の 調 査 項 目 の 分 析
に は ，未 回 答 者 と 教 室 期 間 中 の 途 中 離 脱 者 を 除 外 し た ．教 室 前 と 教 室 後 ，
1 年 後 に お け る 各 測 定 項 目 の 平 均 値 の 群 間 比 較 に つ い て は ，対 応 の な い t
検 定 を 用 い て 有 意 性 を 検 証 し た ． 各 測 定 項 目 の 教 室 前 と 教 室 後 ， 1 年 後
の 変 化 に お け る 群 間 差 を 検 証 す る た め に ， 時 間 （ 教 室 前 と 教 室 後 ， 1 年
後 ） お よ び 群 （ 個 別 型 群 と 集 団 型 群 ） を 要 因 と す る 繰 り 返 し の あ る 二 元
配 置 分 散 分 析 を 用 い た ． 教 室 へ の 継 続 率 の 比 較 は ， 二 項 検 定 を 用 い て 検
証 し た ． 本 研 究 の 結 果 は ， 体 重 再 増 加 防 止 支 援 期 間 中 の 途 中 離 脱 者 や 支
援 終 了 後 の 測 定 を 欠 席 し た 者 の デ ー タ は 除 外 せ ず ，i n t e n t i o n  t o  t r e a t（ I T T ）
解 析 の 原 則 に 基 づ き ， 欠 損 値 が あ っ た 項 目 に は 減 量 教 室 開 始 前 の 測 定 値
を 投 入 し た 結 果 と 研 究 を 完 遂 し た 者 の み の 結 果 （ p e r  p r o t o c o l  b a s e d :  P P B ）
の 両 方 を 示 し た ．  
統 計 処 理 に は ， S P S S  S t a t i s t i c s  2 2 . 0 ,  f o r  W i n d o w s（ I B M 社 製 ） を 用 い ，
統 計 学 的 有 意 水 準 は 5 % 未 満 に 設 定 し た ．  
 
第 3 節  結 果  
1 .  教 室 前 後 の 身 体 的 特 徴 の 変 化 と 途 中 離 脱 者 の 割 合  
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教 室 前 か ら 教 室 後 に か け て ， 身 体 的 特 徴 の 変 化 （ P P B 解 析 の 結 果 ） と
途 中 離 脱 者 の 割 合 は 表 4 - 1 に ， 身 体 的 特 徴 の 変 化 （ I T T 解 析 結 果 ） は 表
4 - 2 に 示 し た ． 教 室 開 始 前 お よ び 終 了 時 点 で の 各 測 定 項 目 の 平 均 値 に つ
い て ， 有 意 な 群 間 差 は 認 め ら れ な か っ た ． 教 室 前 か ら 教 室 後 に か け て ，
両 群 と も 体 重 ， 腹 囲 ， 体 脂 肪 率 が 有 意 に 減 少 し ， 各 項 目 に 有 意 な 交 互 作
用 は 認 め ら れ な か っ た ．  集 団 型 群 と 個 別 型 群 の 途 中 離 脱 者 率 （ 継 続 率 ）
に 有 意 な 群 間 差 は 認 め ら れ な か っ た ．  
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表 4 - 1  両 群 の 年 齢 ，身 体 的 特 徴 の 変 化 と 途 中 離 脱 者 の 割 合（ 教 室 前 後 ：
P P B ）  
 
  
P b
交互作用
（群×時間） χ
2検定
年齢, 歳 50 ± 12 55 ± 7 0.600 - -
身長, cm 教室前 155.8 ± 5.4 155 ± 7.0 0.748 - -
体重, kg 教室前 64.7 ± 12.2 65.3 ± 10.2 0.854 -
教室後 58.9 ± 10.9a 60.4 ± 9.7a 0.647 -
BMI, kg/m2 教室前 26.5 ± 3.5 27.1 ± 3.6 0.587 -
教室後 24.1 ± 3.2a 25.1 ± 3.4a 0.393 -
腹囲, cm 教室前 90.2 ± 4.8 95.0 ± 9.3 0.094 -
教室後 83.7 ± 5.1a 87.7 ± 9.3a 0.17 -
体脂肪率, % 教室前 37.0 ± 5.8 38.5 ± 5.9 0.424 -
教室後 32.7 ± 6.6a 34.4 ± 6.2a 0.408 -
途中離脱者, 人（%） - - 0.165
集団型群
（36名）
個別型群
（12名）
0（0.0） 6（14.3）
a 教室前と比べて有意な差（対応のあるt検定, P  < 0.05）
b 個別型群と集団型群の比較（対応のないt検定, P  < 0.05）
0.371
0.440
0.949
0.403
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表 4 - 2  両 群 の 年 齢 ，身 体 的 特 徴 の 変 化 と 途 中 離 脱 者 の 割 合（ 教 室 前 後 ：
I T T 解 析 ）  
P b
交互作用
（群×時間）
年齢, 歳 50 ± 12 55 ± 7 0.053 -
身長, cm 教室前 155.8 ± 5.4 155.1 ± 6.9 0.779 -
体重, kg 教室前 64.7 ± 12.2 66.1 ± 10.0 0.681
教室後 58.9 ± 10.9* 61.9 ± 10.1* 0.375
BMI, kg/m2 教室前 26.5 ± 3.5 27.4 ± 3.5 0.420
教室後 24.1 ± 3.2* 25.7 ± 3.6* 0.185
腹囲, cm 教室前 90.2 ± 4.8 95.0 ± 9.3 0.094
教室後 83.7 ± 5.1* 89.5 ± 9.8* 0.057
体脂肪率, % 教室前 37.0 ± 5.8 38.5 ± 5.9 0.424
教室後 32.7 ± 6.6* 35.4 ± 6.3* 0.201
a 教室前と比べて有意な差（対応のあるt検定, P  < 0.05）
0.563
0.147
個別型群
（12名）
集団型群
（42名）
0.086
0.113
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2 .  教 室 後 か ら 1 年 後 の 追 跡 調 査 回 答 率 と 身 体 的 特 徴 の 変 化  
追 跡 調 査 結 果 に つ い て ， P P B 解 析 の 結 果 は 表 5 - 1 に ， I T T 解 析 の 結 果
は 表 5 - 2 に 示 し た ． 教 室 後 か ら 1 年 後 の 追 跡 調 査 に 応 じ た 者 の 体 重 変 化
率 は 図 4 に 示 し た ． 個 別 型 群 の 追 跡 調 査 回 答 率 は 集 団 型 群 に 比 べ 高 値 を
示 し た （ 個 別 型 群 ： 1 1 名 ， 9 1 . 7 % ； 集 団 型 群 ： 1 8 名 ， 5 0 . 0 % ）． 教 室 後 か
ら 1 年 後 に か け て ， 集 団 型 群 の み 有 意 に 増 加 し た が ， 個 別 型 群 と の 間 に
有 意 な 交 互 作 用 は 認 め ら れ な か っ た ． 体 重 変 化 率 に 有 意 な 群 間 差 は 認 め
ら れ な か っ た ．  
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表 5 - 1  教 室 後 か ら 1 年 後 の 追 跡 調 査 に 回 答 し た 者 に お け る 教 室 前 か ら 1
年 後 に か け て の 身 体 的 特 徴 の 変 化 （ P P B 解 析 ）  
  
P b 交互作用
年齢, 歳 52 ± 11 56 ± 7 0.248 -
身長, cm 教室前 155 ± 5.0 155 ± 6.7 1.000 -
体重, kg 教室前 61.7 ± 7.1 61.7 ± 7.1 0.271
教室後 56.3 ± 6.8 59.5 ± 8.6 0.307
1年後 56.9 ± 7.4 60.5 ± 8.2a 0.243
BMI, kg/m2 教室前 25.6 ± 1.8 27.3 ± 3.8 0.188
教室後 23.4 ± 2.0 24.8 ± 3.3 0.220
1年後 23.6 ± 2.4 25.2 ± 3.1a 0.165
個別型群
（11名）
集団型群
（18名）
a 教室後と比べて有意な差（対応のあるt検定, P  < 0.05）
b 個別型群と集団型群の比較（対応のないt検定, P  < 0.05）
0.800
0.793
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表 5 - 2  教 室 後 か ら 1 年 後 の 追 跡 調 査 に 回 答 し た 者 に お け る 教 室 前 か ら 1
年 後 に か け て の 身 体 的 特 徴 の 変 化 （ I T T 解 析 ）  
 
  
P b
交互作用
（群×時間）
年齢, 歳 50 ± 12 55 ± 7 0.053 -
身長, cm 教室前 155.8 ± 5.4 155.1 ± 6.9 0.779 -
体重, kg 教室前 64.7 ± 12.2 66.1 ± 10.0 0.681
教室後 58.9 ± 10.9 61.9 ± 10.1 0.375
1年後 60.3 ± 13.5 63.9 ± 9.8* 0.301
BMI, kg/m2 教室前 26.5 ± 3.5 27.4 ± 3.5 0.420
教室後 24.1 ± 3.2 25.7 ± 3.6 0.185
1年後 24.7 ± 4.3 26.5 ± 3.4* 0.124
個別型群
（12名）
集団型群
（42名）
0.049
0.054
a 教室後と比べて有意な差（対応のあるt検定, P  < 0.05）
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図 4  教 室 後 か ら 1 年 後 の 追 跡 調 査 に 応 じ た 者 の 体 重 変 化 率  
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第 4 節  考 察  
教 室 開 始 前 お よ び 終 了 時 点 で ， 身 体 的 特 徴 の 各 項 目 に 有 意 な 群 間 差 は
認 め ら れ な か っ た ． 教 室 前 か ら 教 室 後 に か け て ， 集 団 型 群 ， 個 別 型 群 の
両 群 と も 体 重 が 有 意 に 減 少 し ， 各 項 目 の 変 化 に 有 意 な 交 互 作 用 は 認 め ら
れ な か っ た ． 体 重 変 化 率 に 有 意 な 群 間 差 は 認 め ら れ な か っ た ． 教 室 期 間
中 の 途 中 離 脱 者 の 割 合 （ 継 続 率 ） に 有 意 な 群 間 差 は 認 め ら れ な か っ た ．
教 室 終 了 時 点 か ら 1 年 後 の 追 跡 調 査 の 結 果 ， 集 団 型 群 の み 体 重 が 有 意 に
増 加 し た も の の ， 体 重 変 化 に 有 意 な 交 互 作 用 は 認 め ら れ な か っ た ． 両 群
の 体 重 変 化 率 に 有 意 な 群 間 差 は 認 め ら れ な か っ た ． 以 上 よ り ， 減 量 ニ ー
ズ は 減 量 効 果 や 減 量 体 重 の 維 持 効 果 ， 継 続 率 に 影 響 し な い こ と が 示 唆 さ
れ た ．   
減 量 教 室 の 減 量 効 果 や 減 量 体 重 の 維 持 効 果 に つ い て ， 吉 村 ら （ 2 0 1 3 ）
は ， 個 別 型 と 集 団 型 の 減 量 支 援 の 効 果 に つ い て メ タ 解 析 し た 結 果 を 報 告
し て い る ． 吉 村 ら （ 2 0 1 3 ） に よ る と ， 個 別 型 と 集 団 型 の 減 量 効 果 や 減 量
体 重 の 維 持 効 果 は 同 等 で あ る こ と が 示 唆 さ れ て お り ， 個 別 型 と 集 団 型 の
減 量 効 果 や 減 量 体 重 の 維 持 効 果 に 有 意 な 差 は 認 め ら れ な か っ た と い う 本
研 究 の 結 果 は ， 先 行 研 究 と 一 致 す る ． 本 研 究 で は ， 個 別 型 群 と 集 団 型 群
に 同 一 の 減 量 教 室 を 活 用 し ，参 加 者 に 提 供 す る 情 報 の 質 や 量 を 統 制 し た ．
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し た が っ て ， 減 量 教 室 の 減 量 効 果 や 減 量 体 重 の 維 持 効 果 は ， 減 量 ニ ー ズ
に 比 べ ， 活 用 す る プ ロ グ ラ ム の 内 容 や 提 供 す る 情 報 の 質 や 量 に よ る 影 響
が 大 き い の か も し れ な い ． 実 際 に N a k a t a  e t  a l . （ 2 0 1 1 ） は ， 肥 満 男 女 を
ラ ン ダ ム に 3 群 （ 一 度 の 講 義 と 減 量 に 関 す る 教 材 （ テ キ ス ト や ノ ー ト ）
提 供 の み を お こ な う 群 ， 教 材 提 供 ＋ 対 面 式 ・ 集 団 型 の 減 量 教 室 に 参 加 す
る 群 ， 一 度 の 講 義 の み を お こ な う 対 照 群 ） に 分 け ， 6 ヵ 月 間 の 減 量 介 入
に よ る 減 量 効 果 を 比 較 し た と こ ろ ， 集 団 型 群 は 7 . 7  k g ， 教 材 提 供 の み 群
は 4 . 7  k g の 減 量 を 達 成 し た こ と を 報 告 し て お り ， 被 支 援 者 へ の 教 材 （ 情
報 ） 提 供 の み で も 十 分 な 減 量 効 果 が 得 ら れ る 可 能 性 を 示 し て い る ．  
J o l l y  e t  a l（ 2 0 1 1 ） は ， W e i g h t  W a t c h e r s © や S l i m m i n g  W o r l d © な ど 複 数 の
減 量 教 室 に ラ ン ダ ム に 割 り 付 け た 群 と 参 加 者 自 身 が 希 望 す る 教 室 に 参 加
し て も ら っ た 群 を 比 較 し た と こ ろ ， 希 望 す る 教 室 に 参 加 し た 群 は 他 の 群
に 比 べ 出 席 率 が 高 値 を 示 し た こ と を 報 告 し て い る ． 片 山 ら （ 2 0 1 3 ） は ，
支 援 頻 度 が 異 な る 減 量 教 室 （ 週 1 回 ま た は 週 2 回 ） を 用 意 し ， 希 望 通 り
の 教 室 に 参 加 で き た 群 と 希 望 通 り の 教 室 に 参 加 で き な か っ た 群 を 比 較 し
た と こ ろ ， 希 望 通 り の 教 室 に 参 加 で き た 群 は 継 続 率 が 高 か っ た こ と を 報
告 し て い る ． 以 上 よ り ， 参 加 者 が 減 量 教 室 に 対 し て 有 す る 希 望 （ 減 量 ニ
ー ズ ） は ， 教 室 の 継 続 率 に 影 響 を 及 ぼ す こ と を 指 摘 し て い る ． 本 研 究 で
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は ， 課 題 1 - 1 - a の 結 果 を 考 慮 し ， わ が 国 の 成 人 男 女 の 多 く が 希 望 す る 個
別 型 の 減 量 教 室 を 提 供 し た ．そ の 結 果 ，個 別 型 群 は 全 員 が 教 室 を 完 遂 し ，
集 団 型 群 は 6 名 （ 1 4 . 3 % ） が 教 室 を 途 中 離 脱 し た ． 個 別 型 群 と 集 団 型 群
の 途 中 離 脱 者 の 割 合 に 有 意 な 群 間 差 は 認 め ら れ な か っ た ． 以 上 よ り ， 減
量 ニ ー ズ を 考 慮 し た 減 量 教 室 は 継 続 率 の 向 上 に 貢 献 す る 可 能 性 が あ る も
の の ，そ の 影 響 度 は 小 さ い こ と が 示 唆 さ れ た ．L e m s t r a  e t  a l .（ 2 0 1 6 ）は ，
2 7 の 研 究 を メ タ 解 析 し た 結 果 ，教 室 へ の 継 続 に 影 響 を 及 ぼ す 要 因 と し て ，
ソ ー シ ャ ル ・ サ ポ ー ト を 高 め る （ 支 援 者 や 同 じ 教 室 に 参 加 す る 他 の 参 加
者 と 良 好 な 関 係 を 構 築 す る ） こ と を 挙 げ て い る ． 本 研 究 の 集 団 型 群 に お
け る 減 量 教 室 で は グ ル ー プ ワ ー ク を 取 り 入 れ ， 参 加 者 同 士 の 交 流 を 生 み
出 す 工 夫 を お こ な っ た ． 一 方 で 個 別 型 群 で は ， 集 団 型 群 の よ う な グ ル ー
プ ワ ー ク を お こ な う こ と が で き な か っ た も の の ， 支 援 者 が 参 加 者 と 密 に
コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を 取 る よ う 努 め た ． 本 研 究 で は ， 参 加 者 の コ ミ ュ ニ
ケ ー シ ョ ン や ソ ー シ ャ ル ・ サ ポ ー ト の 質 ・ 量 に つ い て 調 査 し て い な い た
め 推 察 に 留 め る も の の ， 集 団 型 群 で は グ ル ー プ ワ ー ク を 通 し て 参 加 者 同
士 が ， 個 別 型 群 で は 教 室 全 体 を 通 し て 支 援 者 と 参 加 者 が 良 好 な 関 係 を 構
築 し ， 減 量 教 室 へ 参 加 す る モ テ ィ ベ ー シ ョ ン を 維 持 で き た こ と が 継 続 率
に 影 響 し た の か も し れ な い ．  
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本 課 題 に お い て ， 減 量 ニ ー ズ を 考 慮 し た 個 別 型 の 減 量 教 室 と 集 団 型 の
減 量 教 室 の 減 量 効 果 や 減 量 体 重 の 維 持 効 果 ， 継 続 率 を 比 較 し た が ， 両 者
の 間 で 違 い は な か っ た ． こ の こ と か ら ， 減 量 ニ ー ズ が 減 量 教 室 の 効 果 に
影 響 を 及 ぼ す 可 能 性 は 少 な い こ と が 示 唆 さ れ た ．  
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第 1 0 章  研 究 課 題 1 - 2  
【 関 連 論 文 】  
若 葉 京 良 ,  辻 本 健 彦 ,  趙 暁 光 ,  王 震 男 ,  田 中 喜 代 次 .  集 団 型 減 量 教 室 へ
の 参 加 に 伴 う 社 会 的 支 援 状 況 の 変 化 が 減 量 効 果 に 及 ぼ す 影 響 ～ 教 室 参 加
者 と 援 助 者 の 関 係 性 に 着 目 し て ～ .  健 康 支 援 ,  2 0 ( 1 ) :  1 - 8 ,  2 0 1 8 .  
 
第 1 節  目 的  
先 行 研 究 （ C h r i s t a k i s  &  F o w l e r ,  2 0 0 7 ） に よ る と ， 肥 満 は 社 会 的 ネ ッ ト
ワ ー ク （ 家 族 ， 友 人 な ど ） を 通 じ て 伝 播 す る こ と が 示 唆 さ れ て い る ． ま
た ， 社 会 的 ネ ッ ト ワ ー ク を 通 じ て 質 の 高 い 援 助 （ 家 族 や 友 人 か ら の 強 い
ソ ー シ ャ ル ・ サ ポ ー ト ） を 受 け て い る 者 ほ ど B M I が 良 好 で ， 心 血 管 疾 患
リ ス ク が 低 い こ と が 報 告 さ れ て い る （ Ya n g  e t  a l . ,  2 0 1 6 ）． 以 上 よ り ， 教
室 参 加 者 の 社 会 的 な ネ ッ ト ワ ー ク を 利 用 し ， 参 加 者 に 対 す る ソ ー シ ャ
ル ・ サ ポ ー ト の 質 を 高 め れ ば ， よ り 効 率 的 ・ 効 果 的 な 減 量 支 援 に 貢 献 す
る も の と 期 待 で き る ．  
先 行 研 究 （ W i n g  &  J e f f e r y ,  1 9 9 9 ） で は ， 単 独 （ 一 人 ） で 減 量 教 室 に 申
込 ・ 参 加 し た 群 と 複 数 名 の 友 人 と と も に 申 込 ・ 参 加 し た 群 の 体 重 減 少 量
を 比 較 し た 結 果 ， 友 人 と と も に 参 加 し た 群 は 単 独 で 参 加 し た 群 に 比 べ ，
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体 重 減 少 量 が 大 き か っ た こ と か ら ， ソ ー シ ャ ル ・ サ ポ ー ト を 受 け る と 減
量 効 果 が 大 き く な る と 示 唆 し て い る ． た だ し ， 同 じ 減 量 教 室 に 参 加 し て
も ， 友 人 か ら の サ ポ ー ト を 受 け た 者 は 家 族 か ら の サ ポ ー ト を 受 け た 者 に
比 べ ， 減 量 効 果 が 大 き い と 報 告 さ れ て い る こ と か ら （ 久 保 田 ら ,  2 0 0 8 ），
教 室 参 加 者 と 援 助 者 の 関 係 性 に よ っ て 減 量 効 果 に も 異 な る 影 響 が 生 じ る
と 考 え ら れ る ．  
減 量 教 室 の 参 加 者 に と っ て は 家 族 や 友 人 の み な ら ず ， 減 量 教 室 の 支 援
者 （ ス タ ッ フ ） か ら の 援 助 も 重 要 で あ ろ う ． こ れ ま で 家 族 や 友 人 に よ る
サ ポ ー ト の 有 無 が 減 量 効 果 に 及 ぼ す 影 響 や そ れ ら の 関 連 性 を 明 ら か に し
た 知 見 は 蓄 積 さ れ つ つ あ る も の の （ Ve r h e i j d e n  e t  a l . ,  2 0 0 5 ;  S c h i e r b e r l  
S c h e r r  e t  a l . ,  2 0 1 3 ;  W a n g  e t  a l . ,  2 0 1 4 ;  Ya n g  e t  a l . ,  2 0 1 6 ）， 減 量 教 室 へ の 参
加 を 通 じ ， 家 族 ， 友 人 ， 減 量 教 室 の ス タ ッ フ の う ち ， 誰 か ら の サ ポ ー ト
が 減 量 に よ り 効 果 的 で あ る か に つ い て は 十 分 に 検 討 さ れ て い な い ．  
そ こ で 本 課 題 で は 集 団 型 減 量 教 室 を 開 催 し ， 教 室 前 後 の 体 重 変 化 と 社
会 的 支 援 状 況 の 変 化 を 減 量 教 室 参 加 者 と の 関 係 性 （ 家 族 ， 友 人 ， 減 量 教
室 の ス タ ッ フ ） ご と に 後 ろ 向 き に 検 討 す る こ と で ， 教 室 期 間 中 の 社 会 的
支 援 状 況 の 変 化 が 減 量 効 果 に 及 ぼ す 影 響 を 詳 細 に 明 ら か に す る こ と を 目
的 と し た ．  
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第 2 節  方 法  
1 .  対 象 者 お よ び 群 分 け  
対 象 者 は ， B M I が 2 3  k g / m 2 以 上 で あ り ， 健 康 診 断 や 医 師 の 判 断 に よ っ
て 減 量 す る こ と が 望 ま し い と 判 断 さ れ た 者 お よ び 自 身 の 意 思 に よ っ て 減
量 を 希 望 し た 者 で あ っ た ． 減 量 教 室 へ の 参 加 申 込 は ， 氏 名 ， 生 年 月 日 年
齢 ， 身 長 ， 体 重 ， B M I を 記 載 し た 電 子 メ イ ル を 減 量 教 室 専 用 の メ イ ル ア
ド レ ス に 送 付 し て も ら う こ と で お こ な っ た ．2 0 1 6 年 2 月 か ら 4 月 に か け
て 筑 波 大 学 で 開 催 さ れ た 減 量 教 室 に 参 加 し ， 教 室 終 了 後 の 測 定 に 参 加 し
た 3 5 ～ 6 4 歳 の 成 人 女 性 5 4 名 （ 5 1  ±  7 歳 ） と し た ．  
本 研 究 で は ， 減 量 教 室 前 か ら 教 室 後 に か け て の 社 会 的 支 援 状 況 の 変 化
が 減 量 効 果 に 及 ぼ す 影 響 を 明 ら か に す る た め ， 対 象 者 を 減 量 教 室 前 か ら
終 了 後 に か け て の 体 重 変 化 率 を 基 に 2 群 に 分 け た ． 過 体 重 ／ 肥 満 者 は
1 0 % 以 上 の 減 量 達 成 に よ り 心 血 管 疾 患 リ ス ク が 軽 減 す る と 報 告 さ れ て い
る （ P a s a n i s i  e t  a l . ,  2 0 0 1 ）． し た が っ て ， 本 研 究 で は 減 量 教 室 前 後 の 体 重
減 少 率 が 1 0 % 以 上 の 者 を 達 成 群 （ 2 2 名 ）， 1 0 % 未 満 の 者 を 未 達 成 群 （ 3 2
名 ） と し た ． す べ て の 対 象 者 に は 教 室 参 加 に 先 立 ち ， 本 活 動 の 目 的 と 教
室 の 内 容 に つ い て 説 明 し ， 書 面 に て 本 活 動 の 参 加 の 同 意 を 得 た ． な お ，
本 研 究 は ， 筑 波 大 学 体 育 系 研 究 倫 理 委 員 会 の 承 認 を 得 て お こ な っ た （ 承
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認 日 ： 平 成 2 8 年 1 月 5 日 ． 課 題 番 号 ： 体 2 7 - 8 2 ）．  
 
2 .  統 計 解 析  
身 体 的 特 徴 は 平 均 値  ±  標 準 偏 差 で ，日 常 生 活 お よ び 減 量 行 動 に 関 す る
ソ ー シ ャ ル ・ サ ポ ー ト 得 点 は ， 中 央 値 [ 四 分 位 範 囲 ] で 示 し た ． 身 体 的 特
徴 の 各 測 定 項 目 に つ い て ， 減 量 教 室 前 後 の 同 一 群 内 の 比 較 に は 対 応 の あ
る t 検 定 を ， 達 成 群 と 未 達 成 群 の 比 較 に は 対 応 の な い t 検 定 を 用 い て 検
討 し た ． 日 常 生 活 お よ び 減 量 行 動 に 関 す る ソ ー シ ャ ル ・ サ ポ ー ト 得 点 に
つ い て ， 減 量 教 室 前 後 の 同 一 群 内 の 比 較 に は W i l c o x o n の 符 号 順 位 検 定
を ， 達 成 群 と 未 達 成 群 の 比 較 に は M a n n -  W h i t e n e y の U 検 定 を 用 い て 検
討 し た ． 減 量 の 達 成 ， 未 達 成 を 従 属 変 数 と し ， ソ ー シ ャ ル ・ サ ポ ー ト 得
点 と の 関 連 を 二 項 ロ ジ ス テ ィ ッ ク 回 帰 分 析 に て 検 討 し た ． 調 整 変 数 は ，
教 室 前 の 年 齢 ， B M I と し た ． す べ て の 統 計 処 理 に は 統 計 解 析 ソ フ ト I B M  
S P S S  S t a t i s t i c s  Ve r s i o n  2 1 を 用 い ，統 計 学 的 有 意 水 準 は 5 % 未 満（ P  <  0 . 0 5 ）
に 設 定 し た ．  
 
第 3 節  結 果  
1 .  身 体 的 特 徴 の 変 化  
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両 群 の 身 体 的 特 徴 の 変 化 は 表 6 に 示 し た ． 減 量 教 室 前 お よ び 終 了 後 の
身 体 的 特 徴 の 各 項 目 に つ い て ， 教 室 前 の 時 点 で 有 意 な 群 間 差 は 認 め ら れ
な か っ た が ， 教 室 終 了 後 の 時 点 で 体 重 ， B M I ， 腹 囲 （ へ そ 位 ） に 有 意 な
群 間 差 が 認 め ら れ た ． 達 成 群 と 未 達 成 群 の 両 群 と も 教 室 前 か ら 終 了 後 に
か け て ， 体 重 （ 達 成 群 ： - 8 . 4  ±  1 . 3  k g ， 未 達 成 群 ： - 4 . 9  ±  1 . 6  k g ）， B M I
（ 達 成 群 ： - 3 . 3  ±  0 . 5  k g / m 2 ， 未 達 成 群 ： - 2 . 0  ±  0 . 6  k g / m 2 ）， 体 脂 肪 率 （ 達
成 群 ： - 6 . 1  ±  1 . 3 % ， 未 達 成 群 ： - 4 . 0  ±  1 . 7 % ）， 腹 囲 （ へ そ 位 ）（ 達 成 群 ：
- 8 . 0  ±  3 . 2  c m ， 未 達 成 群 ： - 5 . 2  ±  2 . 2  c m ） が 有 意 に 減 少 し た ．  
 
2 .  社 会 的 支 援 状 況 （ ソ ー シ ャ ル ・ サ ポ ー ト 得 点 ） の 変 化  
両 群 の 日 常 生 活 お よ び 減 量 行 動 に 関 す る ソ ー シ ャ ル ・ サ ポ ー ト 得 点 の
変 化 は 表 7 に 示 し た ． 日 常 生 活 に 関 す る ソ ー シ ャ ル ・ サ ポ ー ト 得 点 に つ
い て ， 教 室 前 後 の 得 点 に 有 意 な 群 間 差 は 認 め ら れ な か っ た ． 教 室 前 か ら
終 了 後 に か け て ， 達 成 群 の み ， 友 人 か ら の ソ ー シ ャ ル ・ サ ポ ー ト 得 点 が
有 意 に 増 加 し た ．減 量 行 動 に 関 す る ソ ー シ ャ ル・サ ポ ー ト 得 点 に つ い て ，
教 室 前 後 の 得 点 に 有 意 な 群 間 差 は 認 め ら れ な か っ た ． 教 室 前 か ら 終 了 後
に か け て ， 両 群 と も 減 量 教 室 の ス タ ッ フ か ら の ソ ー シ ャ ル ・ サ ポ ー ト 得
点 が 有 意 に 増 加 し た ．  
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3 .  減 量 達 成 と 日 常 生 活 お よ び 減 量 行 動 に 関 す る ソ ー シ ャ ル・サ ポ ー ト 得
点 の 関 連  
 減 量 の 達 成 ， 未 達 成 を 従 属 変 数 と し ， 日 常 生 活 お よ び 減 量 行 動 に 関 す
る ソ ー シ ャ ル ・ サ ポ ー ト 得 点 と の 関 連 を 二 項 ロ ジ ス テ ィ ッ ク 回 帰 分 析 に
て 検 討 し た 結 果 は 表 8 に 示 し た ． 日 常 生 活 に 関 す る ソ ー シ ャ ル ・ サ ポ ー
ト 得 点 に つ い て ， 教 室 後 に お け る 友 人 か ら の ソ ー シ ャ ル ・ サ ポ ー ト 得 点
が 高 い こ と と 減 量 達 成 に 有 意 な 関 連 が 認 め ら れ た ． 減 量 行 動 に 関 す る ソ
ー シ ャ ル ・ サ ポ ー ト 得 点 に つ い て ， 教 室 前 に お け る 家 族 か ら の ソ ー シ ャ
ル ・ サ ポ ー ト 得 点 が 低 い こ と や 教 室 後 の 友 人 か ら の ソ ー シ ャ ル ・ サ ポ ー
ト 得 点 が 高 い こ と と 減 量 達 成 に 有 意 な 関 連 が 認 め ら れ た ．  
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表 6  両 群 の 身 体 的 特 徴 の 変 化  
 
P a
年齢，歳 教室前 51 ± 8 52 ± 7 0.788
身長，cm 教室前 158.8 ± 4.4 157.6 ± 6.5 0.424
教室前 66.4 ± 6.6 67.4 ± 9.5 0.683
教室後 58.0 ± 6.0b 62.5 ± 9.2b 0.049
教室前 26.3 ± 2.4 27.1 ± 3.0 0.313
教室後 23.0 ± 2.2b 25.1 ± 2.9b 0.005
教室前 38.0 ± 4.2 38.3 ± 51.4 0.831
教室後 31.9 ± 4.7b 34.3 ± 5.7b 0.108
教室前 90.1 ± 60.8 92.4 ± 8.1 0.264
教室後 82.1 ± 4.7b 87.2 ± 8.5b 0.025
平均値 ± 標準偏差
a，達成群と未達成群における各項目の比較（対応のないt検定，P  < 0.05）
b，教室前と比べて有意な差（対応のあるt検定，P  < 0.05）
達成群（22人） 未達成群（32人）
体重，kg
体脂肪率，%
腹囲（へそ位），cm
BMI, kg/m2
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表 7  両 群 の 日 常 生 活 お よ び 減 量 行 動 に 関 す る ソ ー シ ャ ル ・ サ ポ ー ト 得
点 の 変 化  
 
最小値 最大値 最小値 最大値
教室前 37.0 [31.5 - 40.0] 23 40 38.0 [33.3 - 40.0] 18 40 0.792
教室後 38.0 [32.8 - 40.0] 27 40 39.0 [35.0 - 40.0] 26 40 0.839
教室前 27.5 [24.0 - 34.5] 22 40 30.5 [25.0 - 35.0] 10 40 0.628
教室後 31.5 [28.0 - 36.0]b 23 40 29.5 [25.3 - 35.8] 17 40 0.230
教室前 24.0 [19.8 - 25.3] 10 31 23.0 [18.3 - 28.0] 10 40 0.525
教室後 25.0 [20.8 - 27.0] 10 29 22.5 [19.0 - 31.0] 13 38 1.000
教室前 7.5 [5.8 - 9.0] 3 15 10.0 [6.0 - 11.8] 0 15 0.063
教室後 7.0 [3.8 - 11.3] 1 15 9.0 [5.3 - 12.8] 2 15 0.411
教室前 9.0 [4.5 - 10.3] 2 15 9.0 [5.0 - 12.0] 0 15 0.762
教室後 8.5 [5.5 - 12.0] 0 15 9.0 [3.3 - 12.0] 0 15 0.831
教室前 10.0 [8.3 - 15.0] 3 15 12.0 [9.0 - 14.8] 0 15 0.468
教室後 13.0 [9.0 - 15.0]b 6 15 15.0 [12.0 - 15.0]b 6 15 0.199
減量教室のスタッフ，得点
a，達成群と未達成群における各項目の比較（Mann- WhitneyのU検定）
b，教室前と比べて有意な差（Wilcoxonの符号順位検定，P  < 0.05）
P値a中央値
 [四分位範囲] 中央値 [四分位範囲]
日常生活に関するソーシャル・サポート得点
減量行動に関するソーシャル・サポート得点
家族，得点
達成群（22人） 未達成群（32人）
友人，得点
家族，得点
友人，得点
減量教室のスタッフ，得点
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表 8  減 量 の 達 成 ， 未 達 成 を 従 属 変 数 と し た 二 項 ロ ジ ス テ ィ ッ ク 回 帰 分
析 の 結 果  
 
 
下限 上限
教室前 0.931 0.685 - 1.265 0.646
教室後 0.886 0.608 - 1.292 0.530
教室前 0.813 0.641 - 1.030 0.087
教室後 1.568 1.110 - 2.215 0.011
教室前 1.053 0.864 - 1.284 0.610
教室後 0.886 0.716 - 1.097 0.267
教室前 0.541 0.315 - 0.928 0.026
教室後 0.691 0.468 - 1.021 0.063
教室前 1.463 0.850 - 2.520 0.170
教室後 1.676 1.043 - 2.694 0.033
教室前 0.733 0.496 - 1.084 0.120
教室後 0.905 0.630 - 1.299 0.587
「達成群」を1，「未達成群」を0とした
減量教室前の年齢，BMIで調整した
減量教室のスタッフ
オッズ比 95%信頼区間 P値
日常生活に関するソーシャル・サポート得点
減量行動に関するソーシャル・サポート得点
家族
友人
家族
友人
減量教室のスタッフ
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第 4 節  考 察  
本 研 究 は ， 減 量 教 室 前 か ら 終 了 後 に か け て の 体 重 変 化 率 に よ っ て 対 象 者
を 2 群 （ 達 成 群 ， 未 達 成 群 ） に 分 け ， 減 量 教 室 期 間 中 の 社 会 的 支 援 状 況
の 変 化 が 減 量 効 果 に 及 ぼ す 影 響 を 教 室 参 加 者 と 援 助 者 の 関 係 性 ご と に 検
討 し た ． そ の 結 果 ， 教 室 前 の 時 点 で 身 体 的 特 徴 の 各 項 目 に 有 意 な 群 間 差
は 認 め ら れ な か っ た も の の ， 達 成 群 ， 未 達 成 群 の 両 群 と も ， 教 室 前 後 に
体 重 ， B M I ， 体 脂 肪 率 ， 腹 囲 （ へ そ 位 ） が 有 意 に 減 少 し ， 教 室 後 の 体 重 ，
B M I ， 腹 囲 （ へ そ 位 ） に 有 意 な 群 間 差 が 認 め ら れ た ． 日 常 生 活 に 関 す る
ソ ー シ ャ ル ・ サ ポ ー ト 得 点 の 変 化 に つ い て ， 達 成 群 の み ， 教 室 前 後 に 友
人 か ら の ソ ー シ ャ ル ・ サ ポ ー ト 得 点 が 有 意 に 増 加 し た ． 減 量 行 動 に 関 す
る ソ ー シ ャ ル ・ サ ポ ー ト 得 点 の 変 化 に つ い て ， 両 群 と も 教 室 前 後 に 減 量
教 室 の ス タ ッ フ か ら の ソ ー シ ャ ル ・ サ ポ ー ト 得 点 が 有 意 に 増 加 し た ． 減
量 の 達 成 ， 未 達 成 を 従 属 変 数 と し ， 日 常 生 活 お よ び 減 量 行 動 に 関 す る ソ
ー シ ャ ル ・ サ ポ ー ト 得 点 と の 関 連 を 二 項 ロ ジ ス テ ィ ッ ク 回 帰 分 析 に て 検
討 し た 結 果 ， 日 常 生 活 に 関 す る ソ ー シ ャ ル ・ サ ポ ー ト 得 点 に つ い て ， 教
室 後 に お け る 友 人 か ら の ソ ー シ ャ ル ・ サ ポ ー ト 得 点 が 高 い こ と と 減 量 達
成 に 有 意 な 関 連 が 認 め ら れ た ． 減 量 行 動 に 関 す る ソ ー シ ャ ル ・ サ ポ ー ト
得 点 に つ い て ， 教 室 前 に お け る 家 族 か ら の ソ ー シ ャ ル ・ サ ポ ー ト 得 点 が
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低 い こ と や 教 室 後 に お け る 友 人 か ら の ソ ー シ ャ ル ・ サ ポ ー ト 得 点 が 高 い
こ と と 減 量 達 成 に 有 意 な 関 連 が 認 め ら れ た ．  
家 族 か ら の ソ ー シ ャ ル ・ サ ポ ー ト 得 点 の 変 化 に つ い て ， 両 群 と も 日 常
生 活 お よ び 減 量 行 動 に 関 す る ソ ー シ ャ ル ・ サ ポ ー ト 得 点 に 有 意 な 変 化 や
群 間 差 は 認 め ら れ な か っ た ． 教 室 前 に お い て ， 減 量 行 動 に 関 す る 家 族 か
ら の ソ ー シ ャ ル ・ サ ポ ー ト 得 点 が 低 い こ と と 減 量 達 成 に 有 意 な 関 連 が 認
め ら れ た ． 内 閣 府 （ 2 0 0 7 ） に よ る と ， 婚 姻 の 有 無 に 関 わ ら ず パ ー ト ナ ー
と 共 に 暮 ら し て い る 者 の 約 8 割 は ， 女 性 が 食 事 の 支 度 を 担 っ て い る ． こ
の た め ， 本 研 究 の 対 象 者 も 家 族 内 で 食 事 の 支 度 を 担 っ て い た 可 能 性 は 十
分 に 高 い と 考 え ら れ る ． 先 行 研 究 に よ れ ば ， 自 分 で 食 事 の 支 度 を し て い
る 女 性 は ， 野 菜 を 摂 る な ど の 健 康 行 動 を 起 こ す 頻 度 が 高 い （ 高 橋 ら ,  
2 0 0 8 ）．こ の こ と か ら ，家 族 内 で 食 事 の 支 度 を 担 当 し て い れ ば ，自 ら 食 生
活 の 改 善 に 取 り 組 み や す い と 推 察 さ れ る ． し た が っ て ， 教 室 開 始 当 初 よ
り 家 族 か ら 自 立 （ 自 律 ） し ， 主 体 的 に 食 生 活 の 改 善 に 取 り 組 む 姿 勢 を 持
っ て い る 者 ほ ど 減 量 を 達 成 し や す い の か も し れ な い ．  
友 人 か ら の ソ ー シ ャ ル ・ サ ポ ー ト 得 点 の 変 化 に つ い て ， 達 成 群 の み 日
常 生 活 に 関 す る ソ ー シ ャ ル・サ ポ ー ト 得 点 が 増 加 し た ．教 室 後 に お い て ，
日 常 生 活 お よ び 減 量 行 動 に 関 す る 友 人 か ら の ソ ー シ ャ ル ・ サ ポ ー ト 得 点
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が 高 い こ と と 減 量 達 成 に 有 意 な 関 連 が 認 め ら れ た ．久 保 田 ら（ 久 保 田 ら ,  
2 0 0 8 ） は ， 3 人 一 組 で 参 加 す る こ と を 条 件 と し た 減 量 教 室 を 開 催 し た と
こ ろ ， 家 族 同 士 に 比 べ 友 人 同 士 で 参 加 し た グ ル ー プ の 体 重 減 少 量 が 大 き
か っ た と 報 告 し て い る ． 本 研 究 に お い て ， 達 成 群 で は 減 量 教 室 の 前 後 で
日 常 生 活 に 関 す る 友 人 か ら の ソ ー シ ャ ル ・ サ ポ ー ト 得 点 が 増 加 し た だ け
で な く ， 教 室 後 に お け る 日 常 生 活 お よ び 減 量 行 動 に 関 す る 友 人 か ら の ソ
ー シ ャ ル ・ サ ポ ー ト 得 点 が 高 い こ と と 減 量 達 成 に 有 意 な 関 連 が 認 め ら れ
た こ と か ら ， 先 行 研 究 と 同 様 ， 友 人 か ら の ソ ー シ ャ ル ・ サ ポ ー ト を 強 化
す る こ と で よ り 大 き な 減 量 効 果 を 導 く 可 能 性 が 示 唆 さ れ た ． さ ら に ， 女
性 は 男 性 に 比 べ ， 減 量 支 援 プ ロ グ ラ ム へ の 参 加 を 通 じ て ， 新 た な 人 間 関
係 を 構 築 し ， ソ ー シ ャ ル ・ サ ポ ー ト を 得 や す い こ と が 報 告 さ れ て い る
（ K i e r n a n  e t  a l . ,  2 0 1 2 ）． 本 研 究 に お い て も ， 減 量 教 室 の 参 加 者 同 士 が 交
流 し ， 良 好 な 友 人 関 係 を 築 い て い た 可 能 性 は 十 分 に 高 い と 考 え ら れ る ．
し た が っ て ， 教 室 内 で 良 好 な 友 人 関 係 を 築 き ， 援 助 を 受 け る こ と が 減 量
に 対 す る モ テ ィ ベ ー シ ョ ン を 強 化 し ， 減 量 達 成 に つ な が る の か も し れ な
い ．  
減 量 教 室 の ス タ ッ フ か ら の ソ ー シ ャ ル・サ ポ ー ト 得 点 の 変 化 に つ い て ，
両 群 と も 日 常 生 活 に 関 す る ソ ー シ ャ ル ・ サ ポ ー ト 得 点 に 有 意 な 変 化 は 認
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め ら れ な か っ た も の の ， 減 量 行 動 に 関 す る ソ ー シ ャ ル ・ サ ポ ー ト 得 点 が
有 意 に 増 加 し た ． 大 須 賀 ら （ 2 0 1 5 ） は ， 高 齢 者 を 対 象 と し た 運 動 教 室 を
開 催 し ， 教 室 に 夫 婦 で 参 加 し た 群 と 単 独 で 参 加 し た 群 の 運 動 実 践 率 や ソ
ー シ ャ ル ・ サ ポ ー ト の 変 化 に つ い て 比 較 し て い る ． そ の 結 果 ， 夫 婦 参 加
群 ， 単 独 参 加 群 と も に ， 教 室 前 後 で 運 動 指 導 者 か ら の ソ ー シ ャ ル ・ サ ポ
ー ト が 高 ま っ た と 報 告 し て い る ． そ の 要 因 と し て ， 運 動 教 室 中 に 運 動 指
導 者 が 参 加 者 に 対 し ，励 ま し や 動 機 づ け を お こ な っ た こ と を 挙 げ て い る ．
本 研 究 で は ，減 量 教 室 の ス タ ッ フ は 対 象 者 の 食 事 日 記 を 毎 週 チ ェ ッ ク し ，
栄 養 素 の 過 不 足 が な く な る よ う な ア ド バ イ ス や 対 象 者 の 日 々 の 取 り 組 み
に 対 す る 称 賛 ， 励 ま し を お こ な っ て い た ． 本 研 究 と 先 行 研 究 で は 対 象 者
や プ ロ グ ラ ム 内 容 に 違 い が あ る も の の ， 教 室 を 通 じ た 減 量 教 室 に お け る
ス タ ッ フ と 対 象 者 の 関 わ り が 対 象 者 の 減 量 行 動 に 好 影 響 を 及 ぼ し た と 推
察 さ れ る ．  
減 量 教 室 の 前 後 で ， 両 群 と も 減 量 行 動 に 関 す る 減 量 教 室 の ス タ ッ フ か
ら の ソ ー シ ャ ル ・ サ ポ ー ト 得 点 が 増 加 し た 一 方 で ， 達 成 群 の み 日 常 生 活
に 関 す る 友 人 か ら の ソ ー シ ャ ル ・ サ ポ ー ト 得 点 が 増 加 し た ． さ ら に ， 日
常 生 活 お よ び 減 量 行 動 に 関 す る ソ ー シ ャ ル ・ サ ポ ー ト 得 点 に つ い て ， 教
室 後 に お け る 友 人 か ら の ソ ー シ ャ ル ・ サ ポ ー ト 得 点 が 高 い こ と ， 減 量 行
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動 に 関 す る ソ ー シ ャ ル ・ サ ポ ー ト 得 点 に つ い て ， 教 室 前 に お け る 家 族 か
ら の ソ ー シ ャ ル ・ サ ポ ー ト 得 点 が 低 い こ と と 減 量 達 成 に 有 意 な 関 連 が 認
め ら れ た ． し た が っ て ， よ り 大 き な 減 量 効 果 を 得 る た め に は ， 減 量 場 面
だ け で な く ， 日 常 生 活 場 面 に お い て も サ ポ ー ト し て く れ る 家 族 以 外 の 者
の 存 在 が 重 要 か も し れ な い ．  
吉 村 ら （ 2 0 1 3 ） は ， 集 団 型 支 援 と 個 別 型 支 援 の 減 量 支 援 に 関 す る メ タ
ア ナ リ シ ス の 結 果 ， 集 団 型 支 援 は 個 別 型 支 援 に 比 べ 減 量 効 果 が 大 き い こ
と を 示 し て い る ． 集 団 型 支 援 で は ， 周 囲 の 人 間 関 係 や 社 会 的 支 援 を 活 用
で き る こ と が 減 量 効 果 に 好 影 響 を 及 ぼ し て い る と 推 察 し て い る ．さ ら に ，
女 性 は 減 量 支 援 プ ロ グ ラ ム へ の 参 加 を 通 じ て 新 た な 人 間 関 係 や ソ ー シ ャ
ル ・ サ ポ ー ト を 得 ら れ る こ と が 明 ら か に さ れ て い る （ K i e r n a n  e t  a l . ,  
2 0 1 2 ）．こ れ ら の 先 行 研 究 と 本 課 題 の 結 果 を 踏 ま え る と ，女 性 を 対 象 と し
た 集 団 型 減 量 教 室 の 減 量 効 果 を 最 大 化 す る た め に は ， グ ル ー プ ワ ー ク を
多 く 取 り 入 れ る な ど ， 参 加 者 同 士 の 活 発 な 交 流 を 促 し ， 良 好 な 人 間 関 係
を 構 築 で き る よ う な 取 り 組 み が 必 要 で あ る と 考 え ら れ る ．  
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第 1 1 章  研 究 課 題 2  
第 1 節  目 的  
 課 題 1 - 2 で は ， 集 団 型 減 量 教 室 の 完 遂 者 に お い て ， 教 室 終 了 時 点 で の
友 人 か ら の ソ ー シ ャ ル ・ サ ポ ー ト 得 点 が 高 い こ と は 減 量 達 成 と 有 意 に 関
連 し て い た ． ソ ー シ ャ ル ・ サ ポ ー ト は 減 量 だ け で な く 減 量 後 の 体 重 維 持
に も 好 影 響 を 及 ぼ す と の 報 告 が あ り ， 減 量 後 も 友 人 同 士 の ソ ー シ ャ ル ・
サ ポ ー ト を 強 化 す る 仕 組 み を 構 築 す る こ と で 減 量 体 重 維 持 に 貢 献 で き る
と 考 え ら れ る ．  
こ れ ま で 減 量 後 の 体 重 再 増 加 防 止 支 援 は 、 電 子 メ イ ル や 電 話 な ど を 通
じ て お こ な わ れ て き た （ 山 口 ら ,  2 0 0 7 ;  H a u g e n  e t  a l . ,  2 0 0 7 ）． な か で も ，
電 子 メ イ ル を は じ め と す る イ ン タ ー ネ ッ ト を 活 用 し た 支 援 は 、 支 援 者 と
被 支 援 者 の 物 理 的 な 距 離 を 問 わ ず 即 座 に 情 報 を 提 供 で き る 利 点 が あ る た
め （ G r i f f i t h s  e t  a l . ,  2 0 0 6 ;  W e b b  e t  a l . ,  2 0 1 0 ;  S .  P a g o t o  e t  a l . ,  2 0 1 4 ）， わ
が 国 に お け る 余 暇 の 少 な い 現 代 人 （ I s h i i  e t  a l . ,  2 0 0 9 ） に も 受 け 入 れ ら れ
や す い と 考 え ら れ る ．  
近 年 ， 特 定 多 数 の 利 用 者 が 同 時 に 交 流 で き る 方 法 と し て イ ン タ ー ネ ッ
ト 上 の S N S が 注 目 さ れ て い る （ W i l l i a m s  e t  a l . ,  2 0 1 4 ）． S N S と は イ ン タ
ー ネ ッ ト 上 の 交 流 の 場 で あ り ， イ ン タ ー ネ ッ ト を 利 用 で き る 環 境 下 で あ
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れ ば 地 理 的 な 条 件 を 問 わ ず ，誰 と で も 自 由 に 活 用 す る こ と が で き る ．S N S
は ， 電 子 メ イ ル と 同 様 ， 情 報 を 即 座 に 提 供 で き る だ け で な く ， S N S 利 用
者 同 士 の 交 流 を 促 進 し ， ソ ー シ ャ ル ・ サ ポ ー ト を 強 化 す る 可 能 性 が 示 唆
さ れ て い る （ E y s e n b a c h  e t  a l . ,  2 0 0 4  T u r n e r - M c G r i e v y  &  T a t e ,  2 0 1 3 ）． ソ ー
シ ャ ル ・ サ ポ ー ト を 高 め る こ と は ， 減 量 効 果 だ け で な く 減 量 後 の 体 重 再
増 加 防 止 効 果 に も 好 影 響 を 及 ぼ す と 期 待 さ れ て い る （ W i n g  &  J e f f e r y ,  
1 9 9 9 ）．  
先 行 研 究 （ S e p a h  e t  a l . ,  2 0 1 5 ） で は ， 独 自 開 発 の S N S を 活 用 し て 1 6
週 間 の 減 量 支 援 プ ロ グ ラ ム と ，3 6 週 間 の 体 重 再 増 加 防 止 支 援 プ ロ グ ラ ム
を 提 供 し た と こ ろ ， 参 加 者 の ソ ー シ ャ ル ・ サ ポ ー ト に 好 影 響 を 及 ぼ し ，
体 重 再 増 加 防 止 に 貢 献 し た と 報 告 し て い る ．し か し 先 行 研 究（ S e p a h  e t  a l . ,  
2 0 1 5 ） は ， S N S を 活 用 す る 群 の み の 単 群 試 験 で あ る ． S N S を 活 用 す る こ
と で ， 対 象 者 同 士 の 交 流 を 創 出 し ， ソ ー シ ャ ル ・ サ ポ ー ト を 高 め ， 減 量
後 の 体 重 再 増 加 を 防 止 す る 可 能 性 が 期 待 さ れ る が ， そ の 効 果 を 検 証 す る
た め に は S N S を 活 用 し た 支 援 法 と イ ン タ ー ネ ッ ト を 活 用 し た 他 の 支 援 法
（ 電 子 メ イ ル な ど ） を 比 較 す る 必 要 が あ る ．  
ま た 先 行 研 究 （ T u r n e r - M c G r i e v y  &  T a t e ,  2 0 1 3 ） で は ，  T w i t t e r T M を 活
用 す る こ と で 対 象 者 （ T w i t t e r T M 利 用 者 ） 同 士 の 交 流 を 創 出 し ， ソ ー シ ャ
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ル ・ サ ポ ー ト の 強 化 に つ な が る 可 能 性 を 指 摘 し て い る ． 以 上 よ り ，
T w i t t e r T M を 活 用 す る こ と で ，対 象 者 同 士 の ソ ー シ ャ ル ・ サ ポ ー ト を 強 化
し ， 減 量 後 の 体 重 再 増 加 防 止 に 貢 献 す る こ と が 期 待 で き る ． そ こ で 本 課
題 で は ， 減 量 教 室 完 遂 者 （ 減 量 達 成 者 ） を 対 象 に ， S N S （ T w i t t e r T M ） と
電 子 メ イ ル を 活 用 し た 体 重 再 増 加 防 止 支 援 を 提 供 し ， そ の 効 果 を 比 較 検
討 す る こ と を 目 的 と し た ．  
 
第 2 節  方 法  
1 .  対 象 者 お よ び 群 分 け  
課 題 2 の フ ロ ー は 図 5 に 示 し た ．先 行 研 究（ S t e v e n s  e t  a l . ,  2 0 0 6 ）で は ，
少 な く と も 5 % 以 上 の 減 量 を 達 成 す る こ と で 心 血 管 疾 患 リ ス ク が 軽 減 す
る な ど の 健 康 利 益 が 得 ら れ る こ と を 示 し て い る ． し た が っ て ， 本 課 題 で
は 減 量 教 室 完 遂 者（ 5 4 名 ）の う ち 初 期 体 重 の 5 % 以 上 を 減 量 し た 5 1 名（ 5 1  
±  7 歳 ） を 体 重 再 増 加 防 止 支 援 の 対 象 者 と し た ． 対 象 者 は 教 室 終 了 時 点
で の 測 定 直 後 に ラ ン ダ ム に 2 群 （ 研 究 担 当 者 か ら 電 子 メ イ ル に て 健 康 情
報 を 提 供 す る 情 報 提 供 群 ： 2 5 名 ， 情 報 提 供 に 加 え 対 象 者 に T w i t t e r T M を
活 用 し て も ら う 情 報 提 供 ＋ T w i t t e r T M 活 用 群 ： 2 6 名 ，） に 分 け た ．  
す べ て の 対 象 者 に は 減 量 教 室 へ の 参 加 に 先 立 ち ， 本 活 動 の 目 的 と 体 重
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再 増 加 防 止 支 援 の 内 容 に つ い て 説 明 し ， 書 面 に て 本 活 動 の 参 加 の 同 意 を
得 た ． な お 本 研 究 は ， 筑 波 大 学 体 育 系 研 究 倫 理 委 員 会 の 承 認 を 得 て お こ
な っ た （ 承 認 日 ： 平 成 2 8 年 1 月 5 日  課 題 番 号 ： 2 7 - 8 2 ）．  
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図 5  課 題 2 の フ ロ ー  
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2 .  統 計 解 析  
年 齢 や 身 体 的 特 徴 は 平 均 値  ±  標 準 偏 差 ， 減 量 行 動 に 関 す る ソ ー シ ャ
ル ・ サ ポ ー ト の 各 得 点 は 中 央 値 [ 四 分 位 範 囲 ] で 示 し た ． 体 重 再 増 加 防 止
支 援 対 象 者 の 身 体 的 特 徴 の 変 化 を 減 量 教 室 前 後 で 比 較 す る た め に 対 応 の
あ る t 検 定 を 施 し た ． 体 重 再 増 加 防 止 支 援 前 後 の 身 体 的 特 徴 の 変 化 に お
け る 群 間 差 を 比 較 す る た め に ， 時 間 お よ び 群 を 要 因 と し た 二 元 配 置 分 散
分 析 を 施 し た ．情 報 提 供 ＋ T w i t t e r T M 活 用 群 と 情 報 提 供 群 の 身 体 的 特 徴 に
お け る 各 項 目 の 比 較 に は 対 応 の な い t 検 定 を 施 し た ． 減 量 行 動 に 関 す る
ソ ー シ ャ ル ・ サ ポ ー ト 得 点 に つ い て ， 減 量 教 室 前 後 お よ び 体 重 再 増 加 防
止 支 援 前 後 の 同 一 群 内 の 比 較 に は W i l c o x o n の 符 号 順 位 検 定 を ，体 重 再 増
加 防 止 支 援 前 後 の 情 報 提 供 ＋ T w i t t e r T M 活 用 群 と 情 報 提 供 群 の 比 較 に は ，
減 量 教 室 開 始 時 点 で の 年 齢 ， B M I を 共 変 量 と し た 共 分 散 分 析 を 施 し た ．
体 重 再 増 加 防 止 支 援 前 後 の 体 重 再 増 加 者 の 割 合 お よ び 支 援 終 了 時 点 で の
測 定 を 欠 席 し た 者 の 割 合 を 両 群 で 比 較 す る た め に χ 2 検 定 を 施 し た ．  
本 研 究 で は ， 体 重 再 増 加 防 止 支 援 期 間 中 の 途 中 離 脱 者 や 支 援 終 了 後 の
測 定 を 欠 席 し た 者 の デ ー タ は 除 外 せ ず ， i n t e n t i o n  t o  t r e a t （ I T T ） 解 析 の
原 則 に 基 づ き ， 欠 損 値 が あ っ た 項 目 に は 減 量 教 室 開 始 前 の 測 定 値 を 投 入
し た ．す べ て の 統 計 処 理 に は 統 計 ソ フ ト I B M  S P S S  S t a t i s t i c s  Ve r s i o n  2 2 . 0
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を 用 い ， 統 計 学 的 有 意 水 準 は 5 % 未 満 （ P  <  0 . 0 5 ） に 設 定 し た ．  
 
第 3 節  結 果  
1 .  年 齢 ， 身 体 的 特 徴 の 変 化 と 体 重 再 増 加 者 の 人 数 （ 割 合 ）  
体 重 再 増 加 防 止 支 援 前 か ら 終 了 後 に か け て の 年 齢 ，身 体 的 特 徴 の 変 化 ，
体 重 再 増 加 者 お よ び 途 中 離 脱 者 の 人 数 （ 割 合 ） は 表 9 に 示 し た ． 1 年 間
の 体 重 再 増 加 防 止 支 援 を 完 遂 し ， 支 援 後 の 測 定 に 参 加 し た 者 は 3 3 名
（ 6 4 . 7 % ） で あ っ た ． 両 群 と も 途 中 離 脱 者 は い な か っ た が ， 都 合 が 合 わ
ず 測 定 を 欠 席 し た 者 （ 測 定 欠 席 者 ） に つ い て ， 情 報 提 供 ＋ T w i t t e r T M 活 用
群 は 1 0 名 （ 3 8 . 5 % ）， 情 報 提 供 群 は 8 名 （ 3 2 . 0 % ） で あ っ た ．  
支 援 前 か ら 支 援 後 に か け て ，両 群 と も 体 重（ 情 報 提 供 ＋ T w i t t e r T M 活 用
群： + 2 . 9  ±  3 . 6  k g ，情 報 提 供 群： + 2 . 9  ±  3 . 0  k g ），B M I（ 情 報 提 供 ＋ T w i t t e r T M
活 用 群 ： + 1 . 2  ±  1 . 5  k g / m 2 ， 情 報 提 供 群 ： + 1 . 1  ±  1 . 2  k g / m 2 ）， 体 脂 肪 率 （ 情
報 提 供 ＋ T w i t t e r T M 活 用 群 ： + 2 . 5  ±  3 . 0 % ， 情 報 提 供 群 ： + 1 . 8  ±  2 . 6 % ）， 腹
囲 （ へ そ 位 ）（ 情 報 提 供 ＋ T w i t t e r T M 活 用 群 ： + 3 . 2  ±  3 . 9  c m ， 情 報 提 供 群 ：
+ 2 . 8  ±  4 . 4  c m ） が 有 意 に 増 加 し た ． 支 援 前 か ら 支 援 後 に か け て の 体 重 変
化 に 群 ×時 間 の 有 意 な 交 互 作 用 は 認 め ら れ な か っ た ． 支 援 前 後 の 各 測 定
項 目 に つ い て ， 有 意 な 群 間 差 は 認 め ら れ な か っ た ． ま た ， 体 重 再 増 加 者
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の 割 合 に つ い て ， 有 意 な 群 間 差 は 認 め ら れ な か っ た （ 情 報 提 供 ＋
T w i t t e r T M 活 用 群 ： 1 1 名 ， 4 2 . 3 % ； 情 報 提 供 群 ： 8 名 ， 3 2 . 0 % ）． な お ， 体
重 再 増 加 防 止 支 援 を 完 遂 し た 者 （ 情 報 提 供 ＋ T w i t t e r T M 活 用 群 ： 1 6 名 ，
6 1 . 5 %； 情 報 提 供 群 ： 1 7 名 ， 6 8 . 0 % ） の う ち の 体 重 再 増 加 者 の 割 合 に も 有
意 な 群 間 差 は 認 め ら れ な か っ た （ 情 報 提 供 ＋ T w i t t e r T M 活 用 群 ： 1 名 ，
6 . 2 % ； 情 報 提 供 群 ： 1 名 ， 5 . 9 % ）．  
減 量 教 室 前 か ら 体 重 再 増 加 防 止 支 援 後 ま で に お け る 両 群 の 体 重 変 化 率
の 推 移 は 図 6 に 示 し た ． 支 援 前 か ら 支 援 後 に か け て の 体 重 変 化 率 に 有 意
な 群 間 差 は 認 め ら れ な か っ た（ 情 報 提 供 ＋ T w i t t e r T M 活 用 群：+ 5 . 0  ±  6 . 0 % ，
情 報 提 供 群 ： + 4 . 8  ±  4 . 9 % ）．  
 
2 .  減 量 行 動 に 関 す る ソ ー シ ャ ル ・ サ ポ ー ト 得 点 の 変 化  
減 量 教 室 前 か ら 体 重 再 増 加 防 止 支 援 終 了 後 に か け て の 減 量 行 動 に 関 す
る ソ ー シ ャ ル・ サ ポ ー ト 得 点 の 変 化 は 表 1 0 に 示 し た ．支 援 前 か ら 支 援 後
に か け て ， 両 群 と も ， 家 族 と 友 人 か ら の 得 点 に 有 意 な 変 化 は 認 め ら れ な
か っ た が ， 支 援 者 か ら の 得 点 が 有 意 に 減 少 し た ． 減 量 行 動 に 関 す る ソ ー
シ ャ ル ・ サ ポ ー ト の 各 得 点 に 有 意 な 群 間 差 は 認 め ら れ な か っ た ．  
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3 .  T w i t t e r T M の 利 用 状 況  
T w i t t e r T M の 利 用 状 況 に つ い て ， T w i t t e r T M 上 に 記 録 さ れ た 発 言 数 （ 月
ご と ）， 支 援 者 か ら の 各 情 報 提 供 に 対 す る 「 い い ね 」 登 録 者 数 を 表 1 1 に
示 し た ． T w i t t e r T M 上 に 記 録 さ れ た 発 言 数 に つ い て ， 1 ヵ 月 目 は 5 5 回 ， 2
ヵ 月 目 は 2 4 回 ， 3 ヵ 月 目 は 6 回 と 2 ヵ 月 目 以 降 減 少 傾 向 が み ら れ ， 1 2
ヵ 月 目 は 発 言 が 一 度 も な か っ た ．支 援 者 の 各 情 報 提 供 に 対 す る「 い い ね 」
登 録 者 数 に つ い て ，1 回 目 は 2 2 名 ，2 回 目 は 1 8 名 ，3 回 目 は 1 5 名 と 徐 々
に 減 少 し ， 2 4 回 目 は 1 0 名 で あ っ た ．  
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表 9  減 量 教 室 前 か ら 体 重 再 増 加 防 止 支 援 後 に お け る 年 齢 ， 身 体 的 特 徴
の 変 化 と 体 重 再 増 加 者 ， 途 中 離 脱 者 ， 支 援 後 測 定 欠 席 者 の 人 数 （ 割 合 ）  
P b
交互作用
（群×時間） χ
2検定
年齢と身体的特徴（平均値
 ± 標準偏差）
年齢, 歳 教室前 51 ± 7 53 ± 8 50 ± 7 0.102 - -
身長, cm 教室前 158.0 ± 5.8 156.8 ± 6.1 159.0 ± 5.3 0.184 - -
教室前 66.7 ± 8.3 - - -
教室後（支援前） 60.0 ± 7.9a 60.2 ± 9.9 59.9 ± 5.1 0.919 -
支援後 62.8 ± 9.8 60.9 ± 5.8 0.411 -
教室前 26.7 ± 2.7 - -
教室後（支援前） 24.1 ± 2.7a 24.4 ± 3.1 23.7 ± 2.2 0.379 -
支援後 25.4 ± 3.2 24.1 ± 2.4 0.091 -
教室前 38.2 ± 4.8 - - -
教室後（支援前） 33.2 ± 5.4a 33.0 ± 5.8 33.3 ± 5.1 0.875 -
支援後 35.3 ± 5.5 33.0 ± 5.6 0.432 -
教室前 91.3 ± 7.5 - - -
教室後（支援前） 84.9 ± 8.3a 85.3 ± 9.2 84.5 ± 7.4 0.733 -
支援後 88.4 ± 9.5 86.0 ± 7.8 0.321 -
体重再増加者, 人（%） 4 4 - - 0.565
1 1 - - 0.485
途中離脱者, 人（%） 10 8 - - 0.771
支援完遂者のうちの体重再増加者, 人（%）
-
-
-
a, 教室前と比べて有意な差（対応のあるt検定, P  < 0.05）
b, SNS活用群と情報提供群における各項目の比較（対応のないt検定）
（38.5）
（6.2）
（15.4）
（32.0）
（5.9）
（16.0）
- -
- -
情報提供＋
TwitterTM活用群
（26名）
情報提供群
（25名）
0.133
0.116
0.133
0.207
- -
- -
体重, kg
腹囲（へそ位）, cm
体脂肪率, %
BMI, kg/m2
体重再増加防止
支援対象者
（51名）
-
-
-
-
96 
 
表 1 0  減 量 教 室 前 か ら 体 重 再 増 加 防 止 支 援 後 に お け る 減 量 行 動 に 関 す
る ソ ー シ ャ ル ・ サ ポ ー ト 得 点 の 変 化  
最小値 最大値 最小値 最大値 最小値 最大値
減量行動に関するソーシャル・サポート得点
教室前 9.0 [5.0 - 12.3] 0 15
教室後（支援前） 9.0 [4.8 - 10.3] 1 15 8.0 [5.0 - 12.3] 2 15 9.0 [5.5 - 12.0] 1 15 0.067
支援後 8.0 [4.8 - 10.3] 1 15 8.0 [3.0 - 12.0] 0 15 0.292
教室前 9.0 [1.0 - 12.0] 0 15
教室後（支援前） 9.0 [3.0 - 9.5] 0 15 9.0 [1.0 - 12.0] 0 15 9.0 [6.0 - 12.0] 1 15 0.394
支援後 6.0 [3.0 - 9.5] 0 15 8.0 [4.5 - 10.0] 1 15 0.050
教室前 12.0 [11.8 - 15.0] 0 15
教室後（支援前） 14.0 [4.8 - 12.5]b 6 15 15.0 [11.8 - 15.0] 6 15 13.0 [12.0 - 15.0] 6 15 0.728
支援後 6.0 [4.8 - 12.5]c 0 15 11.0 [6.0 - 13.0]c 2 15 0.814
a, SNS活用群と情報提供群における各項目の比較（共分散分析）
b, 教室前と比べて有意な差（Wilcoxonの符号順位検定, P  < 0.05）
c, 支援前と比べて有意な差（Wilcoxonの符号順位検定, P  < 0.05）
-
情報提供＋TwitterTM活用群（26名） 情報提供群（25名）
P値a
中央値
 [四分位範囲] 中央値 [四分位範囲]中央値 [四分位範囲]
体重再増加防止支援対象者（51名）
家族, 得点
友人, 得点
支援者, 得点
-
-
-
-
--
-
-
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表 1 1  T w i t t e r T M 上 の 発 言 数 と 各 情 報 提 供 に 対 す る 「 い い ね 」 登 録 数  
 
支援開始
〇ヵ月目
発言数
（回） 情報提供
「いいね」登録数
（人）
1ヵ月目 55 1回目 22
2回目 18
2ヵ月目 24 3回目 15
4回目 17
3ヵ月目 6 5回目 17
6回目 16
4ヵ月目 1 7回目 16
8回目 16
5ヵ月目 5 9回目 15
10回目 15
6ヵ月目 1 11回目 15
12回目 15
7ヵ月目 5 13回目 16
14回目 15
8ヵ月目 1 15回目 15
16回目 15
9ヵ月目 1 17回目 15
18回目 15
10ヵ月目 1 19回目 12
20回目 15
11ヵ月目 2 21回目 14
22回目 13
12ヵ月目 0 23回目 10
24回目 10
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図 6  両 群 の 体 重 再 増 加 防 止 支 援 前 か ら 終 了 後 ま で の 体 重 変 化 率
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第 4 節  考 察  
本 研 究 で は ， 3 ヵ 月 間 の 減 量 教 室 を 終 了 し ， 且 つ ， 5 % 以 上 の 減 量 を 達
成 し た 者 を 対 象 に T w i t t e r T M ま た は 電 子 メ イ ル を 活 用 し た 体 重 再 増 加 防
止 支 援 を お こ な い ， そ の 効 果 を 比 較 し た ． そ の 結 果 ， 支 援 前 か ら 支 援 後
に か け て ， 両 群 と も 体 重 ， B M I ， 体 脂 肪 率 ， 腹 囲 （ へ そ 位 ） が 有 意 に 増
加 し た ． 体 重 の 変 化 に つ い て 群 ×時 間 の 有 意 な 交 互 作 用 は 認 め ら れ な か
っ た ． 体 重 再 増 加 者 の 人 数 （ 割 合 ） は ， 情 報 提 供 ＋ T w i t t e r T M 活 用 群 で
1 0 名 （ 4 2 . 3 % ）， 情 報 提 供 群 で 8 名 （ 3 2 . 0 % ） で あ り ， 有 意 な 群 間 差 は 認
め ら れ な か っ た ．減 量 行 動 に 関 す る ソ ー シ ャ ル・サ ポ ー ト 得 点 に つ い て ，
両 群 と も ， 支 援 前 か ら 支 援 後 に か け て 家 族 お よ び 友 人 か ら の ソ ー シ ャ
ル ・ サ ポ ー ト 得 点 に 有 意 な 変 化 は 認 め ら れ な か っ た が ， 支 援 者 か ら の ソ
ー シ ャ ル ・ サ ポ ー ト 得 点 が 有 意 に 減 少 し た ． 減 量 行 動 に 関 す る ソ ー シ ャ
ル ・ サ ポ ー ト の 各 得 点 に 有 意 な 群 間 差 は 認 め ら れ な か っ た ．  
S e p a h  e t  a l .（ 2 0 1 5 ） は ， 対 象 者 （ 2 2 0 名 ） を 1 0 ～ 1 5 名 一 組 の グ ル ー プ
に 分 け ， S N S を 活 用 し た 1 6 週 間 の 減 量 支 援 プ ロ グ ラ ム と 3 6 週 間 の 体 重
再 増 加 防 止 支 援 プ ロ グ ラ ム を 提 供 す る こ と で ， S N S 支 援 の 減 量 効 果 と 減
量 後 の 体 重 再 増 加 防 止 効 果 を 検 証 し て い る ． 研 究 期 間 中 ， S N S 上 で 減 量
や 減 量 体 重 維 持 に 関 す る 学 習 プ ロ グ ラ ム を 週 に 一 回 提 供 し ， 対 象 者 に は
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学 習 プ ロ グ ラ ム を 受 講 す る こ と に 加 え ， S N S を 活 用 し て グ ル ー プ 内 で 交
流 す る よ う 促 し た ． そ の 結 果 ， 全 て の 学 習 プ ロ グ ラ ム を 修 了 し た 者 （ 全
体 の 7 0 % 程 度 ）の 体 重 は 減 量 支 援 プ ロ グ ラ ム 前 後 で 5 . 2 % 減 少 し ，体 重 再
増 加 防 止 支 援 プ ロ グ ラ ム 前 後 の 体 重 変 化 率 が 1 ～ 2 % 程 度 の 増 加 に と ど ま
っ た と 報 告 し て い る ． こ れ ら の こ と か ら ， S N S を 活 用 し た 支 援 は 減 量 だ
け で な く 減 量 後 の 体 重 再 増 加 防 止 に も 貢 献 す る と 結 論 づ け て い る ． 本 研
究 で は ， 対 面 式 の 集 団 型 減 量 教 室 に 参 加 し ， 5 % 以 上 の 減 量 達 成 者 を 情 報
提 供 ＋ T w i t t e r T M 活 用 群 と 情 報 提 供 群 の 2 群 に ラ ン ダ ム に 割 り 付 け ，両 群
の 体 重 再 増 加 防 止 効 果 を 比 較 し た ．情 報 提 供 ＋ T w i t t e r T M 活 用 群 に は ，体
重 再 増 加 防 止 支 援 期 間 中 ，T w i t t e r T M を 活 用 し て 対 象 者 同 士 が 自 由 に 交 流
し ， 体 重 再 増 加 防 止 に 取 り 組 む よ う 促 し た ． そ の 結 果 ， 本 研 究 に お け る
体 重 再 増 加 率 は ， 両 群 と も 5 % 程 度 で あ り ， 群 （ 情 報 提 供 ＋ T w i t t e r T M 活
用 群 と 情 報 提 供 群 ） ×時 間 （ 支 援 前 後 ） の 有 意 な 交 互 作 用 は 認 め ら れ な
か っ た ．以 上 よ り ， T w i t t e r T M 支 援 は 体 重 再 増 加 防 止 に 特 別 な 好 影 響 を も
た ら さ な い こ と が 示 唆 さ れ た ． S e p a h  e t  a l . （ 2 0 1 5 ） の 研 究 で は ， 対 象 者
の S N S 活 用 頻 度 が 示 さ れ て い な い も の の ， 研 究 期 間 中 ， 対 象 者 は 学 習 プ
ロ グ ラ ム を 受 講 す る た め に 少 な く と も 週 に 1 回 S N S を 活 用 し て い た ．一
方 ，本 研 究 の S N S 活 用 群 に お け る S N S 上 の 発 言 数 は 支 援 開 始 3 ヵ 月 目 で
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月 6 回 に 減 少 し て お り ， 先 行 研 究 （ S e p a h  e t  a l . ,  2 0 1 5 ） に 比 べ S N S の 活
用 頻 度 が 低 か っ た と 考 え ら れ る ． 本 研 究 と 先 行 研 究 で は 研 究 デ ザ イ ン が
異 な る た め 推 察 に 留 め る も の の ，本 研 究 の 情 報 提 供 ＋ T w i t t e r T M 活 用 群 で
は T w i t t e r T M の 活 用 頻 度 が 低 か っ た た め に ， 先 行 研 究 に 比 べ 体 重 再 増 加
率 が 3 ～ 4 ポ イ ン ト 程 度 高 値 を 示 し ， T w i t t e r T M 支 援 に よ る 体 重 再 増 加 防
止 効 果 が 得 ら れ な か っ た の か も し れ な い ．  
減 量 行 動 に 関 す る 家 族 か ら の ソ ー シ ャ ル ・ サ ポ ー ト 得 点 に つ い て ， 両
群 と も 有 意 な 変 化 や 群 間 差 は 認 め ら れ な か っ た ． W a n g  e t  a l . （ 2 0 1 4 ） は
成 人 男 女 6 3 3 名 を 対 象 と し て ，2 4 ヵ 月 間 に わ た る 食 習 慣 の 改 善 と 運 動 実
践 に よ る 健 康 支 援 プ ロ グ ラ ム の 効 果 を 検 討 し て い る ． そ の 結 果 ， プ ロ グ
ラ ム 開 始 か ら 2 4 ヵ 月 後 の 時 点 で ，食 行 動 に 関 す る 家 族 か ら の サ ポ ー ト を
受 け て い る こ と と 体 重 変 化 に は 有 意 な 関 連 が 認 め ら れ な か っ た と 報 告 し
て い る ．本 研 究 に お い て も ，両 群 と も 支 援 前 後 に 家 族 か ら の ソ ー シ ャ ル ・
サ ポ ー ト 得 点 に 有 意 な 変 化 が 認 め ら れ な か っ た こ と か ら ， 家 族 か ら の サ
ポ ー ト が 長 期 的 な 健 康 支 援 の 効 果 に 及 ぼ す 影 響 度 は 低 い の か も し れ な い ．
ま た 本 研 究 の 対 象 者 は ， 3 ヵ 月 間 の 減 量 教 室 を 完 遂 し て お り ， 食 習 慣 の
改 善 に 関 す る 知 識 を 十 分 に 身 に 付 け て い た と 考 え ら れ る ． わ が 国 に お い
て は ， 女 性 が 家 庭 内 で 食 事 の 支 度 を 担 当 す る こ と が 多 い と 報 告 さ れ て お
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り （ 内 閣 府 ,  2 0 0 7 ）， 本 研 究 の 対 象 者 の 多 く も ， 家 庭 内 で 食 事 の 支 度 を 担
当 し て い た 可 能 性 は 十 分 に 高 い ． 家 庭 内 で 食 事 の 支 度 を 担 当 し て い れ ば
減 量 教 室 で 身 に 付 け た 知 識 を 自 ら の 日 常 生 活 で 活 か し や す い と 考 え ら れ
る ． 減 量 教 室 終 了 以 後 ， 支 援 方 法 の 違 い に よ ら ず ， 対 象 者 自 身 が 家 族 か
ら 自 立 （ 自 律 ） し て 日 々 取 り 組 ん だ こ と が 家 族 か ら の ソ ー シ ャ ル ・ サ ポ
ー ト 得 点 に 影 響 を 及 ぼ し た の か も し れ な い ．  
減 量 行 動 に 関 す る 友 人 か ら の ソ ー シ ャ ル ・ サ ポ ー ト 得 点 に つ い て ， 両
群 と も 有 意 な 変 化 や 群 間 差 は 認 め ら れ な か っ た ． T u r n e r - M c G r i e v y  e t  a l .
（ 2 0 1 3 ） は ， 肥 満 成 人 男 女 9 6 名 を P o d c a s t （ イ ン タ ー ネ ッ ト 上 の ラ ジ オ
番 組 ） 活 用 群 と P o d c a s t と T w i t t e r T M の 併 用 群 に 分 け ， 両 群 に 同 じ 内 容 の
減 量 支 援 プ ロ グ ラ ム を 6 ヵ 月 間 に わ た っ て 提 供 し ， 減 量 効 果 を 比 較 し て
い る ． そ の 結 果 ， 両 群 の 減 量 効 果 は 同 程 度 で あ っ た こ と や P o d c a s t ＋
T w i t t e r T M 群 で は T w i t t e r T M を 通 じ た 対 象 者 同 士 の 交 流 （ 減 量 を 達 成 す る
た め の 情 報 交 換 な ど ）が お こ な わ れ て い た こ と を 示 し て い る ．以 上 よ り ，
T w i t t e r T M を 活 用 す る こ と で 対 象 者 （ T w i t t e r T M 利 用 者 ） 同 士 の 交 流 を 創
出 し ， ソ ー シ ャ ル ・ サ ポ ー ト の 強 化 に つ な が る 可 能 性 を 示 唆 し て い る ．
し か し 本 研 究 で は ，情 報 提 供 ＋ T w i t t e r T M 活 用 群 と 情 報 提 供 群 の 減 量 行 動
に 関 す る 友 人 か ら の ソ ー シ ャ ル ・ サ ポ ー ト 得 点 に つ い て ， 支 援 前 後 に 有
103 
 
意 な 変 化 や 群 間 差 は 認 め ら れ な か っ た こ と か ら ，T w i t t e r T M の 活 用 は 友 人
か ら の ソ ー シ ャ ル・サ ポ ー ト に 影 響 を も た ら さ な い 可 能 性 が 示 唆 さ れ た ．
情 報 提 供 ＋ T w i t t e r T M 活 用 群 に お い て ， T w i t t e r T M 上 の 発 言 数 や 支 援 者 か
ら の 各 情 報 提 供 に 対 す る 「 い い ね 」 登 録 者 数 は 体 重 再 増 加 防 止 支 援 開 始
直 後 に 高 値 を 示 し た も の の ， そ の 後 減 少 し た ． 体 重 再 増 加 防 止 支 援 期 間
中 ， T w i t t e r T M 上 で の 交 流 頻 度 が 減 少 し た た め に ， 情 報 提 供 ＋ T w i t t e r T M
活 用 群 内 の 関 係 性 が 変 化 せ ず ， ソ ー シ ャ ル ・ サ ポ ー ト 得 点 が 変 化 し な か
っ た の か も し れ な い ． 先 行 研 究 （ T u r n e r - M c G r i e v y  &  T a t e ,  2 0 1 3 ） に お い
て も ， プ ロ グ ラ ム の 進 行 に 伴 い T w i t t e r T M の 活 用 頻 度 が 減 少 す る と 報 告
さ れ て い る ． T w i t t e r T M の 活 用 に よ っ て 活 発 な 交 流 を 創 出 し ，そ れ を 長 期
間 持 続 さ せ る た め に は 支 援 者 （ 研 究 担 当 者 ） に よ る 積 極 的 な フ ァ シ リ テ
ー シ ョ ン が 必 要 か も し れ な い ． な お ， イ ン タ ー ネ ッ ト を 活 用 し た 支 援 が
ソ ー シ ャ ル ・ サ ポ ー ト に 関 与 す る 具 体 的 な 機 序 は 明 ら か に さ れ て い な い
こ と か ら ， 今 後 は ， 両 者 を 関 連 付 け る エ ビ デ ン ス を さ ら に 蓄 積 す る 必 要
が あ ろ う ．  
減 量 行 動 に 関 す る 支 援 者 か ら の ソ ー シ ャ ル ・ サ ポ ー ト 得 点 に つ い て ，
両 群 と も 支 援 前 後 で 有 意 に 減 少 し ， 各 得 点 に 有 意 な 群 間 差 は 認 め ら れ な
か っ た ． 大 須 賀 ら （ 2 0 1 5 ） は ， 高 齢 者 を 対 象 と し た 運 動 教 室 を 開 催 し ，
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教 室 に 夫 婦 で 参 加 し た 群 と 単 独 で 参 加 し た 群 の 運 動 実 践 率 や ソ ー シ ャ
ル ・ サ ポ ー ト の 変 化 に つ い て 検 討 し て い る ． そ の 結 果 ， 夫 婦 参 加 群 ， 単
独 参 加 群 と も に ， 教 室 前 後 で 運 動 指 導 者 か ら の ソ ー シ ャ ル ・ サ ポ ー ト が
高 ま っ た と 報 告 し て お り ， そ の 要 因 と し て ， 運 動 教 室 中 に ， 運 動 指 導 者
が 参 加 者 に 対 し ，励 ま し や 称 賛 を お こ な っ た こ と を 挙 げ て い る ．た だ し ，
教 室 終 了 後 は 教 室 期 間 中 に 比 べ 指 導 者 と の 交 流 が 相 対 的 に 減 少 す る た め ，
ソ ー シ ャ ル ・ サ ポ ー ト も 減 少 す る 可 能 性 を 示 唆 し て い る ． 先 行 研 究 と 本
研 究 で は 対 象 者 や プ ロ グ ラ ム 内 容 が 異 な る も の の ， 本 研 究 に お い て も ，
支 援 期 間 中 は 減 量 教 室 期 間 中 と 比 較 し て 支 援 者 と 対 象 者 の 交 流 が 減 少 し
た た め に ， 両 群 と も 減 量 行 動 に 関 す る 支 援 者 か ら の ソ ー シ ャ ル ・ サ ポ ー
ト 得 点 が 減 少 し た と 推 察 さ れ る ．  
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総 括  
第 1 節  各 課 題 の 結 論  
 本 研 究 で の 目 的 は ， 過 体 重 者 ／ 肥 満 者 に 対 す る 効 果 的 な 減 量 支 援 プ ロ
グ ラ ム お よ び 減 量 後 の 体 重 再 増 加 防 止 支 援 プ ロ グ ラ ム を 構 築 す る た め の
知 見 を 見 出 す こ と で あ っ た ．  
 そ こ で ， 研 究 の 目 的 を 達 成 す る た め に 以 下 の 研 究 課 題 を 設 定 し た ．  
（ 1 ）減 量 希 望 者 が 減 量 教 室 に 対 し て 抱 く ニ ー ズ（ 減 量 ニ ー ズ ）を 明 ら か
に す る こ と  
（ 2 ） 減 量 ニ ー ズ を 考 慮 し た 減 量 教 室 の 効 果 を 検 証 す る こ と  
（ 3 ）減 量 教 室 へ の 参 加 に よ る 社 会 的 支 援 状 況 の 変 化 が 減 量 効 果 に 及 ぼ す
影 響 を 検 討 す る こ と  
（ 4 ） T w i t t e r T M を 活 用 し た 減 量 後 の 体 重 再 増 加 防 止 支 援 の 効 果 を 検 証 す
る こ と  
 
こ れ ら 一 連 の 検 討 を お こ な っ た 結 果 ， 以 下 に 示 す 知 見 が 得 ら れ た ．  
（ 1 ）日 本 人 成 人 男 女 が 抱 く 減 量 ニ ー ズ に つ い て ，イ ン タ ー ネ ッ ト 調 査 を
お こ な っ た と こ ろ ， 週 1 回 ， 6 0 分 の 運 動 と 食 事 の 併 用 支 援 を 3 ヵ 月 間 に
わ た っ て 個 別 に 受 け る こ と を 希 望 す る 者 が 多 い 傾 向 が 明 ら か に な っ た ．
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こ れ ら の 減 量 ニ ー ズ を 考 慮 す る こ と で よ り 効 果 的 な 減 量 支 援 策 の 構 築 に
つ な が る と 考 え ら れ る ．  
（ 2 ）減 量 ニ ー ズ を 考 慮 し ，肥 満 女 性 を 対 象 に 個 別 型 の 減 量 教 室 を 開 催 し
た と こ ろ ， 減 量 効 果 や 減 量 体 重 の 維 持 効 果 ， 継 続 率 に つ い て ， 集 団 型 の
減 量 教 室 と 違 い は 認 め ら れ な か っ た ． 女 性 を 対 象 と し た 減 量 教 室 を 開 催
す る 際 に は ， 減 量 ニ ー ズ を 考 慮 し な く と も 提 供 す る 情 報 の 量 や 質 を 高 め
る こ と で 減 量 効 果 が 得 ら れ る と 考 え ら れ る ．  
（ 3 ） 減 量 教 室 前 か ら 終 了 後 に か け て の 体 重 変 化 率 に よ っ て 対 象 者 を 2
群 （ 達 成 群 ， 未 達 成 群 ） に 分 け ， 減 量 教 室 期 間 中 の 社 会 的 支 援 状 況 の 変
化 が 減 量 効 果 に 及 ぼ す 影 響 を 教 室 参 加 者 と 援 助 者 の 関 係 性 ご と に 検 討 し
た 結 果 ， 日 常 生 活 お よ び 減 量 行 動 に 関 す る ソ ー シ ャ ル ・ サ ポ ー ト 得 点 に
つ い て ，教 室 後 に お け る 友 人 か ら の ソ ー シ ャ ル・サ ポ ー ト 得 点 が 高 い 個 々
と 減 量 達 成 に 有 意 な 関 連 が 認 め ら れ た ． 一 方 ， 教 室 前 に お い て ， 減 量 行
動 に 関 す る 家 族 か ら の ソ ー シ ャ ル ・ サ ポ ー ト 得 点 が 低 い こ と と 減 量 達 成
に 有 意 な 関 連 が 認 め ら れ た ． 女 性 を 対 象 と し た 減 量 教 室 を 開 催 す る 際 に
は ， 集 団 型 の 支 援 で ， グ ル ー プ ワ ー ク な ど 参 加 者 同 士 が 交 流 で き る 内 容
を 盛 り 込 む こ と が 減 量 達 成 に つ な が る と 考 え ら れ る ．  
（ 4 ）よ り 効 果 的 な 減 量 後 の 体 重 再 増 加 防 止 支 援 を 構 築 す る た め の 知 見 を
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得 る こ と を 目 的 と し て ， S N S （ T w i t t e r T M ） を 活 用 し た 減 量 後 の 体 重 再 増
加 防 止 支 援 プ ロ グ ラ ム の 効 果 を 検 討 し た 結 果 ， 電 子 メ イ ル を 活 用 し た 情
報 提 供 の み の 群 と 情 報 提 供 に 加 え T w i t t e r T M を 活 用 し た 群 に 違 い は 認 め
ら れ な か っ た ．女 性 を 対 象 に し た 場 合 ， T w i t t e r T M の 活 用 が 減 量 後 の 体 重
再 増 加 防 止 に 及 ぼ す 影 響 は 小 さ い と 考 え ら れ る ．  
 
 本 論 文 で は ，「 減 量 希 望 者 は 週 1 回 ， 6 0 分 の 運 動 と 食 事 の 併 用 支 援 を
個 別 で 受 け る こ と を 希 望 し て い る 」と の 知 見 を 得 た ．た だ し ，「 減 量 ニ ー
ズ を 考 慮 し た 個 別 型 の 減 量 教 室 と 集 団 型 減 量 教 室 の 減 量 効 果 に 違 い は み
ら れ な い こ と 」 や 「 集 団 型 の 減 量 教 室 の 減 量 効 果 を さ ら に 大 き く す る た
め に は 参 加 者 自 身 が 家 族 か ら 自 立 し ， 参 加 者 同 士 良 好 な 友 人 関 係 を 構 築
す る （ ソ ー シ ャ ル ・ サ ポ ー ト を 強 化 す る ） こ と 」 が 重 要 で あ る と の 結 論
を 導 い た ．さ ら に ，減 量 後 の 体 重 再 増 加 防 止 支 援 に つ い て ，「 電 子 メ イ ル
に 加 え て T w i t t e r T M 活 用 し て も ， 電 子 メ イ ル 活 用 の み と 効 果 の 違 い は な
い こ と 」 を 明 ら か に し た ． 本 研 究 で 得 ら れ た 知 見 は ， 女 性 を 対 象 と し た
場 合 ， 減 量 支 援 プ ロ グ ラ ム の 効 果 は 被 支 援 者 の 希 望 で な く ， 提 供 す る 情
報 内 容 や ソ ー シ ャ ル ・ サ ポ ー ト に 強 く 影 響 さ れ る こ と ， ま た ， T w i t t e r T M
を 活 用 し た 減 量 後 の 体 重 再 増 加 防 止 支 援 策 は 減 量 後 の 体 重 再 増 加 に 影 響
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し な い こ と を 示 し て い る ．  
第 2 節  総 合 討 論  
本 博 士 論 文 で は 、 よ り 効 果 的 な 減 量 支 援 や 体 重 再 増 加 防 止 支 援 を 構 築
す る た め の 知 見 を 得 る た め に ， 減 量 教 室 や 体 重 再 増 加 防 止 支 援 を 展 開 す
る こ と で ， 減 量 ニ ー ズ や ソ ー シ ャ ル ・ サ ポ ー ト が 減 量 支 援 の 効 果 に 及 ぼ
す 影 響 や ，T w i t t e r T M 活 用 が 体 重 再 増 加 防 止 の 効 果 に 及 ぼ す 影 響 を 検 討 し
た ． し か し ， 本 博 士 論 文 で は い く つ か の 限 界 を 有 す る ． ま た ， 今 後 ， 減
量 支 援 や 体 重 再 増 加 防 止 支 援 の 効 果 を 最 大 化 す る た め に は さ ら な る 検 討
が 必 要 で あ る ． こ こ で は ， 本 研 究 の 限 界 に つ い て 述 べ る と と も に ， 今 後
の 課 題 に つ い て 議 論 す る ．  
第 一 に ， 課 題 1 - 1 - a で は ， 減 量 希 望 者 に 対 し イ ン タ ー ネ ッ ト 調 査 を お
こ な い ， 減 量 教 室 に 対 す る ニ ー ズ に つ い て 調 査 し た ． そ の 結 果 ， 男 女 と
も 運 動 実 践 と 食 習 慣 の 改 善 に よ る 個 別 支 援 を 週 1 回 ，1 回 6 0 分 ，1 2 週 間
に わ た っ て 受 け る こ と を 希 望 し て い た ．し か し ，本 調 査 で は 3 0 歳 台 女 性
の 回 答 者 が 最 も 多 い こ と や ，女 性 回 答 者 の 平 均 B M I が 2 2  k g / m 2 程 度 で あ
っ た こ と か ら ，必 ず し も 想 定 す る 母 集 団（ わ が 国 に お け る 2 0 ～ 6 9 歳 で 減
量 を 希 望 す る 男 女 ） の 分 布 や 肥 満 者 （ B M I が 2 5  k g / m 2 以 上 の 者 ） の 減 量
ニ ー ズ を 反 映 で き て い る と は 言 え な い ． 今 後 は ， 健 康 づ く り を 目 的 と し
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た ダ イ エ ッ ト （ 減 量 ） 希 望 者 や 肥 満 者 の み を 対 象 と し ， 日 本 の 人 口 構 成
に 近 づ け る と と も に ， よ り 対 象 者 数 を 増 や す こ と で ， 年 台 別 の 解 析 を お
こ な い ， 代 表 性 や 汎 用 性 の よ り 高 い 結 果 を 導 く 必 要 が あ る ． ま た ， 減 量
教 室 に 対 す る 減 量 ニ ー ズ は ， 時 代 と と も に 変 化 す る と 考 え ら れ る た め ，
社 会 変 化 に 応 じ て ，定 期 的 に 減 量 ニ ー ズ を 把 握 し て お く こ と が 望 ま し い ．  
第 二 に ，課 題 1 - 1 - b で は 課 題 1 - 1 - a に お け る 減 量 ニ ー ズ 調 査 の 結 果 を 考
慮 し た 個 別 型 減 量 教 室 の 効 果 を 検 証 し た ． そ の 結 果 ， 個 別 型 と 集 団 型 の
効 果 （ 減 量 効 果 ， 教 室 へ の 継 続 率 ， 減 量 体 重 の 維 持 効 果 ） に 違 い は み ら
れ ず ， 減 量 ニ ー ズ は ， 減 量 支 援 の 効 果 に 影 響 を 及 ぼ さ な い 可 能 性 を 示 し
た ． し か し ， 対 象 者 は す べ て 女 性 で あ り ， 男 性 を 対 象 と し た 場 合 の 結 果
は 得 ら れ て い な い ．減 量 ニ ー ズ 調 査 の 結 果 で は ，男 性 は 女 性 に 比 べ 大 学 ・
研 究 機 関 で の 減 量 支 援 を 希 望 す る 者 が 多 か っ た こ と や ， 運 動 種 目 と し て
筋 力 ト レ ー ニ ン グ を 希 望 す る 者 が 多 か っ た こ と か ら ， 減 量 ニ ー ズ に 性 差
が み ら れ て い る ． し た が っ て ， 減 量 ニ ー ズ を 考 慮 し た 減 量 支 援 の 効 果 に
つ い て も ， 性 差 が 生 じ る 可 能 性 は 十 分 に 高 く ， 今 後 は ， 男 性 を 対 象 と し
た 検 討 も 必 要 で あ る と 考 え ら れ る ． ま た ， 課 題 1 - 1 - b に お け る 個 別 型 と
集 団 型 の 減 量 教 室 は ， 参 加 者 募 集 や 教 室 開 催 を そ れ ぞ れ 異 な る 時 期 に お
こ な っ た ． 減 量 ニ ー ズ と 減 量 効 果 と の 関 係 を 詳 細 に 検 討 す る た め に ， 個
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別 型 と 集 団 型 の 教 室 を 同 時 に 開 催 し ， 参 加 者 を ラ ン ダ ム に 割 り 付 け る こ
と も 必 要 で あ ろ う ．  
第 三 に ， 課 題 1 - 2 で は ， 集 団 型 減 量 教 室 を 終 了 し た 者 を 対 象 に ， 減 量
達 成 と ソ ー シ ャ ル ・ サ ポ ー ト の 関 連 に つ い て 検 討 し た ． そ の 結 果 ， 教 室
前 の 時 点 で 家 族 か ら の ソ ー シ ャ ル ・ サ ポ ー ト 得 点 が 低 い こ と ， 教 室 後 の
時 点 で 友 人 か ら の ソ ー シ ャ ル ・ サ ポ ー ト 得 点 が 高 い こ と と 減 量 達 成 が 有
意 に 関 連 し て い た ． 先 行 研 究 （ W i n g  &  J e f f e r y ,  1 9 9 9 ） で は ， 友 人 同 士 で
減 量 教 室 に 参 加 し た 者 は 単 独 で 参 加 し た 者 に 比 べ て 減 量 効 果 が 大 き く な
る こ と を 示 さ れ て い る ． 本 減 量 教 室 に お い て も ， 参 加 者 の な か に 教 室 開
始 以 前 か ら 友 人 関 係 で あ っ た 者 が 含 ま れ て い た 可 能 性 や ， そ の こ と が 結
果 に 影 響 を 及 ぼ し た 可 能 性 は 否 定 で き な い ． ま た ， 減 量 教 室 へ の 参 加 を
通 し て 友 人 か ら の ソ ー シ ャ ル ・ サ ポ ー ト が 増 加 し た 詳 細 な 機 序 は 不 明 で
あ る ． 今 後 は ， 集 団 型 減 量 教 室 の 参 加 者 に お い て ， 体 重 変 化 と ソ ー シ ャ
ル ・ サ ポ ー ト の そ れ ぞ れ に 影 響 す る 因 子 に つ い て 明 ら か に す る 必 要 が あ
る ．  
さ ら に ， 課 題 1 - 2 の 対 象 者 は す べ て 女 性 で あ り ， 男 性 を 対 象 と し た 場
合 に も 同 様 の 結 果 が 得 ら れ る と は 言 い 難 い ． 女 性 は 教 室 へ の 参 加 を 通 じ
て 新 た な 人 間 関 係 を 構 築 し や す い こ と が 報 告 さ れ て お り （ K i e r n a n  e t  a l . ,  
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2 0 1 2 ），課 題 1 - 2 の 対 象 者 も 教 室 参 加 を 通 じ て 良 好 な 友 人 関 係 を 構 築 し た
と 推 察 さ れ る ． 一 方 で ， M a t s u o  e t  a l .（ 2 0 1 0 ） は 肥 満 男 性 を 対 象 と し て ，
対 象 者 の 配 偶 者 に 1 4 週 間 の 介 入（ 食 習 慣 の 改 善 と 運 動 実 践 支 援 ）を お こ
な っ た 結 果 ， 対 象 者 の 体 重 が 有 意 に 減 少 し た こ と を 報 告 し て お り ， 男 性
は 女 性 と 異 な り ， 家 族 （ と く に 配 偶 者 ） か ら の サ ポ ー ト が 減 量 達 成 に 関
連 し て い る 可 能 性 が 極 め て 高 い ． 以 上 よ り ， 減 量 達 成 に 効 果 的 な ソ ー シ
ャ ル ・ サ ポ ー ト は 性 に よ り 異 な る こ と が 予 想 さ れ る た め ， 今 後 は ， 男 性
を 対 象 と し た 検 討 も 必 要 で あ ろ う ．  
課 題 1 - 2 の 減 量 教 室 に お け る 対 象 者 の 募 集 条 件（ B M I が 2 3  k g / m 2 以 上 ）
は 課 題 1 - 1 - b （ 募 集 条 件 ： B M I が 2 5  k g / m 2 以 上 ， メ タ ボ リ ッ ク シ ン ド ロ
ー ム 構 成 要 素 の う ち 少 な く と も 1 つ 以 上 に 該 当 な ど ） と は 異 な る ． わ が
国 に お い て は ， 糖 尿 病 患 者 の 平 均 B M I は 2 2 . 3  k g / m 2 で あ る こ と や （ S a k o  
e t  a l . ,  2 0 1 5 ），わ が 国 の 女 性 は 男 性 に 比 べ 減 量 を 希 望 す る 者 が 多 い だ け で
な く ，そ の 多 く は B M I が 2 3  k g / m 2 程 度 で あ る こ と が 報 告 さ れ て い る（ 田
中 ,  2 0 1 7 ）． こ の よ う な 背 景 か ら ， 減 量 支 援 研 究 を お こ な う 上 で ， 本 人 が
減 量 を 希 望 し て い る ， 且 つ ， 医 師 等 に よ り 減 量 す る こ と が 禁 忌 で な い と
判 断 さ れ た 場 合 に は ， B M I が 2 3  k g / m 2 程 度 の 者 も 研 究 対 象 者 と す べ き と
判 断 し た ．  
112 
 
第 四 に ，課 題 2 で は ， T w i t t e r T M を 活 用 し た 体 重 再 増 加 防 止 支 援 の 効 果
を 電 子 メ イ ル 支 援 と 比 較 す る こ と で 検 証 し た ． そ の 結 果 ， 体 重 再 増 加 防
止 効 果 に 違 い は み ら れ な か っ た ．課 題 2 で は ，S N S と し て T w i t t e r T M を 採
用 し た が ，T w i t t e r T M 以 外 の 他 の S N S を 活 用 し た 場 合 に も 今 回 と 同 様 の 結
果 が 得 ら れ る か は 不 明 で あ る ． S N S 支 援 の 効 果 を 詳 細 に 検 討 す る た め に
も ， 種 類 の 異 な る 複 数 の S N S を 活 用 し た 支 援 の 効 果 を 比 較 し ， よ り 効 果
的 な 支 援 法 を 構 築 す る た め の 知 見 を 得 る こ と が 肝 要 で あ ろ う ．  
第 五 に ，課 題 2 の 対 象 者 は す べ て 女 性 で ，平 均 年 齢 は 5 0 歳 前 後 で あ っ
た ． 対 象 者 は 携 帯 電 話 で 電 子 メ イ ル の 送 受 信 が で き る 者 で あ っ た が ， T w
i t t e r T M の 利 用 経 験 は 皆 無 で あ っ た ． ま た ， 本 研 究 の 対 象 者 に お け る T w i
t t e r T M の 利 用 頻 度 は 低 か っ た ． こ れ ら の こ と が 本 研 究 の 結 果 に 影 響 し た
可 能 性 は 否 定 で き な い ． わ が 国 に お い て は ， 女 性 は 男 性 に 比 べ パ ソ コ ン
や ス マ ー ト フ ォ ン の 保 有 率 や イ ン タ ー ネ ッ ト 利 用 者 の 割 合 が 低 く ， 一 日
の な か で ウ ェ ブ サ イ ト や ブ ロ グ を 見 る ・ 書 く 時 間 が 短 い （ 総 務 省 ,  2 0 1 4 ;
総 務 省 ）．し た が っ て ，イ ン タ ー ネ ッ ト を 活 用 し た 健 康 支 援 の 効 果 に つ い
て は ，性 差 が 生 じ る 可 能 性 が 十 分 に 高 い ．さ ら に ，わ が 国 に 4 0 ～ 5 0 歳 台
女 性 お け る T w i t t e r T M の 利 用 率 は 1 6 . 9 ～ 2 0 . 1 % と 決 し て 高 く は な い（ 総 務
省 ,  2 0 1 7 ）． 一 方 で ， L I N E（ チ ャ ッ ト 機 能 に 特 化 し た S N S ） の 利 用 率 は ，
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4 0 ～ 5 0 歳 台 の 女 性 で も 5 8 . 5 ～ 7 9 . 9 % と 高 値 を 示 し て い る こ と か ら ， 今 後
は ， 対 象 者 が 利 用 し や す い S N S を 選 定 す る と と も に ， そ の 効 果 を 検 証 す
る こ と も 必 要 で あ ろ う ．さ ら に ，S N S の 効 果 を 十 分 に 引 き 出 す た め に は ，
S N S の 積 極 的 な 利 用 を 促 す こ と が 肝 要 で あ る ． そ の た め ， S N S の 使 用 方
法 に つ い て の 説 明 を 充 実 さ せ る ， 研 究 担 当 者 が S N S 上 に て ， 参 加 者 を よ
り よ い 方 向 に 導 き ， 参 加 者 の エ ン パ ワ メ ン ト や 行 動 変 容 を 促 す 等 の 取 り
組 み が 求 め ら れ よ う ．  
本 博 士 論 文 の 強 み は ， 第 一 に ， 減 量 支 援 に 対 す る ニ ー ズ を 調 査 し ， 調
査 結 果 を 考 慮 し た 減 量 支 援 の 効 果 を 検 証 す る こ と で ， 減 量 ニ ー ズ と 減 量
支 援 の 効 果 の 関 係 を 検 討 し て い る 点 で あ る ． 減 量 ニ ー ズ と 減 量 支 援 の 効
果 を 検 討 し た 先 行 研 究 （ J o l y  e t  a l . ,  2 0 1 1 ;  片 山 ら ,  2 0 1 3 ） で は ， 研 究 機 関
が あ ら か じ め 用 意 し た 複 数 の 減 量 教 室 か ら 参 加 者 に 選 択 し て も ら う こ と
で 検 討 さ れ て お り ， 参 加 者 が 有 す る 減 量 ニ ー ズ を 考 慮 し た 減 量 支 援 の 効
果 を 検 証 す る の に 十 分 と は い え な い ． そ の 点 ， 本 博 士 論 文 で は ， 横 断 研
究 と 介 入 研 究 を 組 み 合 わ せ る こ と で ， 減 量 ニ ー ズ と 減 量 支 援 の 効 果 の 関
係 を 詳 細 に 明 ら か に し て い る と 考 え ら れ る ． 第 二 に ， 参 加 者 の ソ ー シ ャ
ル ・ サ ポ ー ト と イ ン タ ー ネ ッ ト を 活 用 し た 遠 隔 型 支 援（ S N S ）に 着 目 し ，
減 量 後 の 体 重 再 増 加 防 止 効 果 を 検 証 し て い る 点 で あ る ． イ ン タ ー ネ ッ ト
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の 利 点 は ， 時 刻 や 地 理 的 な 条 件 を 問 わ ず 情 報 を 交 換 で き る 点 に あ る ． と
く に S N S は ， 情 報 交 換 を 通 じ て ， 参 加 者 同 士 の 交 流 が 期 待 で き ， ソ ー シ
ャ ル ・ サ ポ ー ト を 強 化 す る 可 能 性 が あ る こ と か ら ， 新 た な 支 援 法 と し て
注 目 さ れ て い る ．し か し ，減 量 後 の 体 重 再 増 加 防 止 支 援 に 着 目 し て ，S N S
を 活 用 し た 研 究 は 少 な い 上 ， S N S を 活 用 し た 群 の み の 単 群 試 験 に て お こ
な わ れ て い る （ S e p a h  e t  a l . ,  2 0 1 5 ）． そ の 点 ， 本 博 士 論 文 で は ， ラ ン ダ ム
化 比 較 試 験 に よ り ， 体 重 の 変 化 と ソ ー シ ャ ル ・ サ ポ ー ト の 変 化 を 評 価 し
て お り ， S N S （ T w i t t e r T M ） の 効 果 を よ り 詳 細 に 検 討 で き て い る と 考 え ら
れ る ．  
イ ン タ ー ネ ッ ト や S N S は ， わ が 国 の 一 般 国 民 に 広 く 普 及 し て い る （ 総
務 省 ,  2 0 1 7 ）．イ ン タ ー ネ ッ ト や S N S を 活 用 し た 支 援 は ，時 刻 や 場 所 を 問
わ ず ，受 け ら れ る 利 点 が あ り ，余 暇 時 間 が 少 な く ，忙 し い 現 代 人（ I s h i i  e t  
a l . ,  2 0 0 9 ） の 生 活 パ タ ー ン に 取 り 入 れ や す い ． こ の よ う な 背 景 か ら ， 今
後 ，イ ン タ ー ネ ッ ト や S N S を 通 じ た 支 援 に 対 す る ニ ー ズ は 高 ま る と 予 想
さ れ る ．ニ ー ズ に 応 じ ，広 く 一 般 国 民 の 健 康 づ く り を 支 援 す る た め に は ，
イ ン タ ー ネ ッ ト や S N S を 通 じ て ， 望 ま し い 食 行 動 や 身 体 活 動 量 の 増 加 ，
行 動 変 容 を 促 す よ う な メ ッ セ ー ジ を 日 常 的 に 発 信 す る 支 援 法 の 構 築 が 求
め ら れ よ う ． こ の よ う な 支 援 法 を 構 築 す る た め に は ， 今 後 も エ ビ デ ン ス
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を 蓄 積 し て い く 必 要 が あ る が ， S N S の 過 度 な 利 活 用 は ， 不 安 感 情 や 抑 う
つ 傾 向 を 高 め る 可 能 性 が 指 摘 さ れ て お り ， そ の 原 因 と し て ， S N S 上 に 記
録 さ れ た 友 人 の 行 動 と 自 身 の 行 動 を 比 較 し ， 劣 等 感 を 抱 く こ と が 挙 げ ら
れ て い る （ S e a b r o o k  e t  a l . ,  2 0 1 6 ）． こ の た め ， 支 援 者 （ 研 究 者 ） は イ ン
タ ー ネ ッ ト や S N S の 利 活 用 に よ る メ リ ッ ト ・ デ メ リ ッ ト を 正 し く 理 解 す
る と と も に ， 被 支 援 者 の イ ン タ ー ネ ッ ト リ テ ラ シ ー を 高 め る 取 り 組 み を
お こ な う こ と が 肝 要 で あ る ．  
ま た ， 減 量 後 の 体 重 再 増 加 に つ い て ， 短 期 間 の 減 量 後 に は ， 被 支 援 者
自 身 の 取 り 組 み 内 容 と 関 係 な く ， 遺 伝 や 体 質 ， こ れ ま で 習 慣 化 さ れ て き
た 生 活 パ タ ー ン 等 に よ っ て 決 定 づ け ら れ た 体 重 に 自 然 と 戻 っ て し ま う 可
能 性 （ 体 重 セ ッ ト ポ イ ン ト 説 ） が 指 摘 さ れ て い る （ Yu  e t  a l . ,  2 0 1 5 ）． 効
果 的 な 減 量 や 体 重 再 増 加 防 止 支 援 策 を 構 築 す る 一 方 で ， 体 重 の 増 減 の み
な ら ず ， 参 加 者 一 人 ひ と り の 体 質 や 遺 伝 ， 健 康 状 態 を 総 合 的 に 判 断 す る
こ と も 求 め ら れ よ う ．  
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第 3 節  結 語  
 本 博 士 論 文 の 結 果 に よ る と ， わ が 国 の 成 人 男 女 は ， 運 動 実 践 と 食 習 慣
の 改 善 の 併 用 を 週 1 回 ，1 回 6 0 分 ，1 2 週 間 に わ た っ て 受 け ら れ る 減 量 支
援 を 望 ん で い る こ と が 明 ら か に な っ た ． し か し ， 減 量 支 援 に お い て は ，
減 量 ニ ー ズ を 考 慮 す る こ と で は な く ， 友 人 か ら の ソ ー シ ャ ル ・ サ ポ ー ト
を 強 化 す る こ と が 減 量 達 成 に つ な が る と 示 唆 さ れ た ． さ ら に ， 減 量 後 の
体 重 再 増 加 防 止 支 援 に お い て は ， S N S （ T w i t t e r T M ） 支 援 と 電 子 メ イ ル 支
援 の 効 果 に 違 い は み ら れ な い こ と が 示 唆 さ れ た ． 本 博 士 論 文 は ， 減 量 効
果 と 減 量 ニ ー ズ ，ソ ー シ ャ ル・サ ポ ー ト の 関 係 を 詳 細 に 明 ら か に し た 点 ，
こ れ ま で 主 に 欧 米 人 を 対 象 に 検 証 さ れ て き た S N S（ T w i t t e r T M ） 支 援 の 効
果 に つ い て ， 日 本 人 女 性 を 対 象 に 明 ら か に し た 点 で 学 術 的 な 貢 献 が あ る
と 考 え ら れ る ． た だ し ， 本 博 士 論 文 に お け る 知 見 の 多 く は 女 性 対 象 者 か
ら 得 ら れ た も の で あ る ． 今 後 は よ り 対 象 者 を 増 や す と と も に ， 男 性 を 対
象 と し た 検 討 を お こ な い ， わ が 国 の 一 般 国 民 の 健 康 づ く り を 支 援 す る プ
ロ グ ラ ム 構 築 の た め の エ ビ デ ン ス を さ ら に 蓄 積 す る 必 要 が あ ろ う ．  
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Appendices 
減量支援プログラムに対するニーズ調査項目とその選択肢  
  
質問文 回答法 選択肢
1 減量方法
どのようなダイエットプログラム（ダイエット教室や講
義・指導）を希望しますか．
最も希望する方法1つをお選びください．
その他を選択した場合，その内容を記述してください．
単一回答 食事指導，運動指導，運動指導と食事指導の併用，その他
2 指導形態
ダイエットプログラム（ダイエット教室や講義・指導）
における講義・指導形態について，
最も希望するもの1つをお選びください．
その他を選択した場合，その内容を記述してください．
単一回答
対面式の個人指導，対面式の集団指導，
対面式の個人指導と集団指導の併用，非対面式，
その他
3 指導頻度
ダイエットプログラム（ダイエット教室や講義・指導）
における講義･指導の回数・頻度は，何回くらいを希望し
ますか．
最も希望するもの1つをお選びください．その他を選択し
た場合，その内容を記述してください．
単一回答 週7回以上，週6回，週5回，週4回，週3回，週2回，週1回，月2回，月1回，月1回未満，その他
4 1回あたりの指導時間
ダイエットプログラム（ダイエット教室や講義・指導）
における１回の講義・指導は，どのくらいの時間を希望
しますか．
最も希望するもの1つをお選びください．
単一回答 30分，60分，90分，120分，それ以上
5 指導期間
ダイエットプログラム（ダイエット教室や講義・指導）
の開催期間は，何週間くらいを希望しますか．
最も希望するもの1つをお選びください．
単一回答 1週間，2週間，3週間，4週間，8週間，
12週間，16週間，20週間，24週間，それ以上
6
指導がおこなわれる時間帯や
曜日
ダイエットプログラム（ダイエット教室や講義・指導）
において，講義・指導が開催される時間帯・曜日は，
いつごろを希望しますか．
最も希望するもの1つをお選びください．
その他を選択した場合，その内容を記述してください．
単一回答
平日・午前（~12時），平日・午後（1~3時），
平日・午後（3~6時），平日・夜（6~9時），
土日祝・午前（~12時），土日祝・午後（1~3時），
土日祝・午後（3~6時），土日祝・夜（6~9時），
その他，いつでも良い
前問までに回答されたあなたの希望通りのダイエットプ
ログラム（ダイエット教室や講義・指導）が開催された
場合の，教室の参加費についてお聞きします．
下記文章をご覧いただき、それぞれの価格について、
あなたが感じる価格をお知らせください．
※講義・指導1回の金額ではなく，教室全体での金額を
お答えください．
― ―
高いと感じる価格
安いと感じる価格
これ以上高いと高すぎて参加したくないと感じる価格
これ以上安いと安すぎて参加したくないと感じる価格
8
プログラム（教室）の提供を
希望する団体や組織
あなたの希望通りのダイエットプログラム（ダイエット
教室や講義・指導）が開催されるにあたって，どのよう
な組織・団体が主催していれば参加したいですか．最も
希望するところ1つをお選びください．
その他を選択した場合，団体名等を記述してください．
単一回答
市町村自治体，病院，大学・研究機関，
スポーツ・フィットネスクラブ／インストラクター，
その他
前問までで回答した希望通りのダイエットプログラム
（ダイエット教室や講義・指導）が開かれる会場までの
アクセスについて，お聞きします．
許容できるアクセス時間について，それぞれのアクセス
方法から教えてください．
【主に，徒歩の場合なら，】
単一回答 この方法では行きたくない，5分，10分，20分，
30分，60分，それ以上
前問までで回答した希望通りのダイエットプログラム
（ダイエット教室や講義・指導）が開かれる会場までの
アクセスについて，お聞きします．
許容できるアクセス時間について，それぞれのアクセス
方法から教えてください．
【主に，自家用車を使用する場合なら，】
単一回答 この方法では行きたくない，5分，10分，20分，
30分，60分，それ以上
前問までで回答した希望通りのダイエットプログラム
（ダイエット教室や講義・指導）が開かれる会場までの
アクセスについて，お聞きします．
許容できるアクセス時間について，それぞれのアクセス
方法から教えてください．
【主に，公共交通機関 （ バス，電車など ） を使用する
場合なら，】
単一回答 この方法では行きたくない，5分，10分，20分，
30分，60分，それ以上
10 運動種目
あなたの希望通りのダイエットプログラム（ダイエット
教室や講義・指導）で行なわれる運動種目として，
どのような運動種目を希望しますか．
最も希望するもの1つをお選びください．
その他を選択した場合，その種目を記述してください．
単一回答
ウォーキング，ジョギング，自転車・サイクリング，
サッカーやバスケットボール，テニスなどのチームス
ポーツまたは対人スポーツ，水泳・水中運動，
ダンス・エアロビクス，筋力トレーニング，
ヨガ・ストレッチ，太極拳，その他
1円単位で記述回答 ―
プログラム（教室）の開催会
場までの許容できるアクセス
時間
プログラム（教室）にかけら
れる
参加費の価格感
7
9
調査項目
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減量教室に対するニーズ調査結果（性および肥満者・非肥満者別）  
肥満者 非肥満者 肥満者 非肥満者
128（44.9） 157（55.1） 116（15.6） 629（84.4）
運動指導 21（16.4） 51（32.5） 21（18.1） 153（24.3）
食事指導 31（24.2） 21（13.4） 15（12.9） 71（11.3）
運動指導と食事指導の併用 74（57.8） 85（54.1） 78（67.2） 400（63.6）
その他 2（1.6） 0（0.0） 2（1.7） 5（0.8）
対面式・個人 42（32.8） 51（32.5） 44（37.9） 224（35.6）
対面式・集団 16（12.5） 30（19.1） 12（10.3） 123（19.6）
対面式・個人と集団の併用 32（25.0） 32（20.4） 28（24.1） 158（25.1）
非対面式 38（29.7） 44（28.0） 32（27.6） 120（19.1）
月2回 22（17.2） 20（12.7） 20（17.2） 96（15.3）
週1回 4（3.1） 50（31.8） 39（33.6） 227（36.1）
週2回 25（19.5） 39（24.8） 26（22.4） 173（27.5）
4週間または8週間 49（38.3） 66（42.0） 32（27.6） 263（41.8）
12週間 33（25.8） 44（28.0） 43（37.1） 245（39.0）
24週間 27（21.1） 22（14.0） 24（20.7） 70（11.1）
30分 31（24.2） 39（24.8） 34（29.3） 122（19.4）
60分 68（53.1） 86（54.8） 57（49.1） 369（58.7）
90分 20（15.6） 27（17.2） 16（13.8） 113（18.0）
上限価格 ¥18,000 ¥15,000 ¥20,000 ¥15,000
妥協価格 ¥10,000 ¥10,000 ¥10,000 ¥8,000
理想価格 ¥8,000 ¥7,000 ¥10,000 ¥6,250
下限価格 ¥3,000 ¥3,000 ¥5,000 ¥3,000
ダンス・エアロビクス 5（3.9） 2（1.3） 15（12.9） 99（15.7）
ウォーキング 19（14.8） 22（14.0） 12（10.3） 57（9.1）
水泳・水中運動 16（12.5） 12（7.6） 17（14.7） 52（8.3）
筋力トレーニング 27（21.1） 53（33.8） 16（13.8） 90（14.3）
ヨガ・ストレッチ 12（9.4） 15（9.6） 31（26.7） 221（35.1）
肥満者，BMIが25 kg/m2以上の回答者．非肥満者，BMIが25 kg/m2以上の回答者．
P値
―
0.112
0.017
≺ 0.01
0.455
0.062
0.399
運動種目
n（%）
285（27.7）
減量方法
n（%）
指導形態
n（%）
指導頻度
n（%）
指導期間
n（%）
1回あたりの指導時間
n（%）
プログラム参加費
の価格感
男性
n（%）
745（72.3）
女性
P値
≺ 0.01
0.449
0.282
0.156
0.517
―
0.211
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